
繋
ぐ
〜
未
来
へ
〜

玉
名
市 

平
成
28
年
熊
本
地
震
記
録
誌



23

発
刊
に
寄
せ
て
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次

先
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お
い
て
お
亡
く
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り
に
な
ら
れ
た
方
々

に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
全

て
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
及
び
十
六
日
に
発
生
し
た

「
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
」
で
は
、
二
十
八
時
間
以
内
に

震
度
七
以
上
の
揺
れ
が
二
回
観
測
さ
れ
、
半
年
間
で
四
千
回

を
上
回
る
余
震
が
観
測
さ
れ
る
と
い
う
国
内
で
は
例
を
見
な

い
未
曾
有
の
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
地
震
に
よ
り
、
初
め
て
「
前
震
」、「
本
震
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
熊
本
地
震
が
こ

れ
ま
で
に
例
の
な
い
地
震
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お

り
、
地
震
予
知
の
難
し
さ
と
自
然
の
脅
威
を
身
を
も
っ
て
実

感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
家
屋
の
倒
壊
、
公
共
施
設
の
被
害
な

ど
物
的
な
被
害
が
広
範
囲
で
あ
っ
た
も
の
の
、
幸
い
に
も

一
人
の
犠
牲
者
も
出
さ
ず
に
済
み
ま
し
た
。

県
内
で
は
、
現
在
も
な
お
復
旧
・
復
興
が
継
続
中
で
あ
り

ま
す
が
、
発
災
後
約
二
年
の
時
間
が
経
過
し
、
記
憶
の
風
化

が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。こ
の「
記
録
誌
」は
、

改
め
て
震
災
当
時
を
振
り
返
り
、
そ
の
記
憶
を
留
め
る
と
同

時
に
、「
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
」
か
ら
学
ん
だ
教
訓
を

災
害
の
備
え
と
し
て
後
世
に
継
承
す
る
た
め
に
発
刊
す
る
も

の
で
あ
り
、
今
後
の
減
災
、
防
災
対
策
の
一
助
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

平
成
三
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年
三
月
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67　　熊本地震の概要

熊く

ま

本も

と

地じ

震し

ん

と
は

我
が
国
の
観
測
史
上
初
め
て
、
震
度
７
を
28
時
間
以
内
に
２
回
観
測
。

熊
本
地
震
は
、

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）

４
月
14
日
以
降
に

熊
本
県
と
大
分
県
で

相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
地
震
で
あ
る
。

熊
本
地
方
で
は
、

益
城
町
や
西
原
村
で

平
成
28
年
4
月
14
日
及
び
16
日
の

二
度
に
わ
た
り
、
震
度
７
を
観
測
し
た
。

日
本
国
内
の
震
度
７
の
観
測
事
例
と
し
て
は
、

28
時
間
以
内
に
２
回
観
測
し
た
の
は
初
め
て
で
あ
り
、

一
連
の
地
震
回
数
は
４
０
０
０
回
を
超
え
、

内
陸
型
地
震
で
は
１
９
９
５
年
以
降
で

最
多
と
な
っ
て
い
る
。

■ 

平
成
28
年
４
月
14
日
21
時
26
分
に
上
益
城
郡
益
城
町
で
最
大
震
度
７
を
観
測
す
る
地
震  

前
震  

が
発
生
し
た
。

■ 

さ
ら
に
４
月
16
日
１
時
25
分
に
は
、
上
益
城
郡
益
城
町
、
阿
蘇
郡
西
原
村
で
最
大
震
度
７
を
観
測
す
る
地
震  

本
震  

が
発
生
し
た
。

人的・住家被害数、避難所・避難者数 （平成30年１月12日時点）

過去の災害と熊本地震の比較表
地震規模及び人的被害・家屋被害

県危機管理防災課調べ

項　目 状　況

人的被害
死 者 数 252 人※１

負傷者数 2,720 人※２

住家被害※２

全 壊 8,652 棟

半 壊 34,312 棟

一部破損 153,985 棟

避難所・避難者※３
避 難 所 855 箇所（ピーク時）

避難者数 183,882 人（ピーク時）
※県人口の約１割

平成28年
（2016）
熊本地震

平成23年
（2011）
東北地方

太平洋沖地震

平成16年
（2004）

新潟県
中越地震

平成7年
（1995）

兵庫県
南部地震

熊本県の災害

平成24年
（2012）
九州北部豪雨

平成15年
（2003）
県南集中豪雨

平成11年
（1999）

台風18号

マグニチュード
6.5（前震）
7.3（本震）

9.0 6.8 7.3

人的

被害

死 者 252 19,475 68 6,434 23 19 16

重 軽 傷 者 2,720※1 6,221 4,805 43,792 11 7 316

不 明 者 0 2,587 0 3 2 0 0

住家

被害

全壊（棟） 8,652※1 121,744 3,175 104,906 169 20 145

半壊（棟） 34,312※1 279,107 13,810 144,274 1,293 5 1,678

一部破損（棟） 153,985※1 744,328 105,682 390,506 35 6 60,134

合計（棟） 196,949 1,145,179 122,667 639,686 1,497 31 61,957

震度1以上を観測
した回数（170日間） 4,068 6,157 949 345

（※１）災害における負傷の悪化又は避難生活等における身体的負担による死者、
6月19日から6月25日に発生した豪雨による被害のうち熊本地震との
関連が認められた死者を含む。

（※２）6月19日から6月25日に発生した大雨による被害を除く。
（※３）他にも、避難所以外の避難、グラウンド等での車中避難、自宅の軒先へ

の避難も発生。平成28年11月18日、熊本県内の市町村が設置した全
避難所が閉鎖。

（※１）6月19日から6月25日に発生した大雨による被害を除く
（出典）◯県防災情報ホームページ「平成11年台風第18号の被害状況」2005.1.11

◯県防災情報ホームベージ「平成15年7月県南集中豪雨～水俣市土石流災害等～」2005.4.12
◯消防庁「阪神・淡路大震災について（確定報）」2006.5.19
◯消防庁「平成16年（2004年）新潟県中越地震（確定報）」2009.10.21
◯県危機管理防災課「熊本広域大水害の災害対応に係る検証（最終報告）」2012.12
◯消防庁災害対策本部「平成23年(2011年)東北地方太平洋沖地震(東日本大震災)について
　（第154報）」2016.10.20
◯県危機管理防災課「平成28(2016)年熊本地震等に係る被害状況について(第262報)」
　2018.1.12
◯気象庁ホームページ

震源地：熊本県熊本地方

4月16日01時45分
M5.9、最大震度6弱

4月16日03時55分
M5.8、最大震度6強

4月16日01時25分
M5.7（※）

4月15日00時03分
M6.4、最大震度6強

4月14日22時07分
M5.8、最大震度6弱

4月16日09時48分
M5.4、最大震度6弱

8月31日19時46分
M5.2、最大震度5弱

4月19日20時47分
M5.0、最大震度5弱

4月19日17時52分
M5.5、最大震度5強

6月12日22時08分
M4.3、最大震度5弱

4月15日00時06分
M5.0、最大震度5弱

4月16日07時11分
M5.4、最大震度5弱

4月29日15時09分
M4.5、最大震度5強

4月18日20時41分
M5.8、最大震度5強

4月16日03時03分
M5.9、最大震度5強

4月16日01時25分
M7.3、最大震度7

【本震】

4月14日21時26分
M6.5、最大震度7

【前震】

日
ひ な ぐ

奈久断層帯

別府−万
は ね や ま

年山断層帯

震央分布図 （2016年4月14日21時00分～ 2017年2月6日12時30分、M全て、深さ0 ～ 20km）
M5.0以上の地震、または最大震度5弱以上の地震を濃く表示

（※）M7.3の地震の発生直後に発生し
たものであり、Mの値は参考値。また、震
度はM7.3の地震によるものと分離する
ことができない。

凡例 震度7 震度6 震度5

震央分布図中の青・緑・茶色の各線は、地震調査
研究推進本部の長期評価による活断層を示す。
出典：気象庁ホームページ

M

7.0

6.0

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0
UND

熊本県から大分県にかけての地震活動の状況 （平成29年２月６日12時30分現在）
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熊本地震の震度分布図　4月14日21時26分熊本地震の震度分布図　4月16日01時25分

地震の震源及び規模等
地震発生時刻 平成28年4月14日21時26分

震央地名 熊本県熊本地方
発生場所（緯度経度） 北緯32度44.5分、東経130度48.5分

発生場所（深さ） 深さ11km
規模（マグニチュード） 6.5

最大震度 ７（熊本県益城町）
発震機構 北北西－南南東方向に張力軸を持つ横ずれ断層型

地震の震源及び規模等
地震発生時刻 平成28年4月16日01時25分

震央地名 熊本県熊本地方
発生場所（緯度経度） 北緯32度45.3分、東経130度45.8分

発生場所（深さ） 深さ12km
規模（マグニチュード） 7.3

最大震度 ７（熊本県益城町、西原村）
発震機構 南北方向に張力軸を持つ横ずれ断層型

4月14日21時26分の地震の震度と観測された市町村

震度 都道府県 市町村

7 熊本県 益城町

6弱 熊本県 玉名市、西原村、宇城市、熊本市、嘉島町

5強 熊本県 菊池市、宇土市、大津町、菊陽町、御船町、美里町、山都町、氷川町、合志市

5弱
熊本県 高森町、阿蘇市、南阿蘇村、八代市、長洲町、甲佐町、和水町、上天草市、

天草市

宮崎県 椎葉村

4月16日01時25分の地震の震度と観測された市町村
震度 都道府県 市町村
7 熊本県 西原村、益城町

6強 熊本県 南阿蘇村、菊池市、宇土市、大津町、嘉島町、宇城市、合志市、熊本市

6弱
熊本県 阿蘇市、八代市、玉名市、菊陽町、御船町、美里町、山都町、氷川町、和水町、上天草市、

天草市
大分県 別府市、由布市

5強

福岡県 久留米市、柳川市、大川市、みやま市
佐賀県 佐賀市、上峰町、神埼市
長崎県 南島原市
熊本県 南小国町、小国町、産山村、高森町、山鹿市、玉東町、長洲町、甲佐町、芦北町
大分県 豊後大野市、日田市、竹田市、九重町
宮崎県 椎葉村、高千穂町、美郷町

5弱

愛媛県 八幡浜市
福岡県 福岡市、遠賀町、八女市、筑後市、小郡市、大木町、広川町、筑前町
佐賀県 白石町、みやき町、小城市
長崎県 諫早市、島原市、雲仙市
熊本県 荒尾市、南関町、人吉市、あさぎり町、山江村、水俣市、津奈木町
大分県 大分市、臼杵市、津久見市、佐伯市、玖珠町
宮崎県 延岡市

鹿児島県 長島町

出典：気象庁ホームページ

出典：気象庁ホームページ
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午
後
9
時
26
分 

益
城
町
で
震
度
７
を
観
測

玉
名
市
災
害
対
策
本
部
を
設
置 

（
計
19
回
の
会
議
を
開
く
）

8
カ
所
の
避
難
所
を
開
設 

約
３
０
０
人
が
避
難

新
玉
名
駅
の
近
く
で
新
幹
線
が
緊
急
停
車
、
以
後
不
通

午
前
1
時
25
分 

益
城
町
な
ど
で
震
度
７
を
観
測

40
カ
所
の
避
難
所
を
開
設 

約
3
、
１
０
０
人
が
避
難

玉
名
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
、
玉
名
市
総
合
体
育
館
、 

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、
天
水
町
体
育
館
な
ど
被
災

国
指
定
史
跡
「
永
安
寺
東
古
墳
」
な
ど 

文
化
財
が
被
災

自
衛
隊
、
神
戸
市
水
道
局
職
員
か
ら
の
支
援 

全
国
の
自
治
体
か
ら
支
援
物
資
が
届
く

相
馬
市
職
員
が
義
援
金
を
持
っ
て
来
庁

各
種
団
体
や
個
人
か
ら
支
援
物
資
・
義
援
金
が
届
く

九
州
新
幹
線 

博
多
ー
熊
本
間 

運
転
再
開

市
役
所
１
階
に
熊
本
地
震
災
害
総
合
相
談
窓
口
を
設
置

玉
名
市
の
地
震
被
害
概
要

平
成
28
年
４
月
、

２
度
の
大
き
な
地
震
が
熊
本
を
襲
い
ま
し
た
。

幸
い
玉
名
市
で
は
、

人
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
被
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
家
屋
の
倒
壊
、

屋
根
瓦
の
損
傷
、

道
路
の
陥
没
な
ど
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

玉名市 ６弱玉名市 ６弱
18
日

22
日

23
日

25
日

前震 4/14本震 4/164月

熊本地震震度回数
（H28年4/14 ～ 12/31）

震度 玉名市 熊本県 全体
震度３ 48回 350回 406回
震度４ 11回 111回 116回
震度５弱 ４回 11回 12回
震度５強 １回 ４回 5回
震度６弱 ２回 ３回 ３回
震度６強 ０回 ２回 ２回
震度７ ０回 ２回 ２回
出典：気象庁ホームページ
　　  （震度データベース検索より）

玉名市の主な被害状況
（H29年12/31現在）

人的被害 18人

建物被害（り災証明書発行分）

全壊 54棟（うち住家11棟）

大規模半壊 37棟（うち住家12棟）

半壊 155棟（うち住家83棟）

一部損壊 1,664棟（うち住家1,548棟）

事業所被害（り災証明書発行分）　219件

玉
名
市
災
害
警
戒
本
部
に
移
行

熊
本
地
震
を
受
け
て 

市
長
と
語
ろ
う
座
談
会
を
開
催
（
八
嘉
校
区
）

熊
本
地
震
を
受
け
て 

市
長
と
語
ろ
う
座
談
会
を
開
催
（
小
天
校
区
）

髙
嵜
市
長
、
熊
本
県
市
長
会
会
長
と
し
て 

東
京
で
復
興
支
援
を
P
R

自
主
避
難
所
を
閉
鎖
（
39
日
間
開
設
）

熊
本
地
震
被
災
者
支
援
課
を
設
置

国
や
県
の
補
助
が
受
け
ら
れ
な
い
被
災
者
に 

「
被
災
住
宅
等
復
旧
事
業
補
助
金
」
と 

「
農
地
小
規
模
災
害
復
旧
補
助
金
」
を
創
設

玉
名
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

復
旧 

開
館

九
州
新
幹
線
、
地
震
前
の
通
常
通
り
の
ダ
イ
ヤ
に

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー 

復
旧 

開
館

玉
名
納
涼
花
火
大
会 

復
興
願
い
１
万
１
発

国
登
録
有
形
文
化
財
、「
梅
林
天
満
宮
鳥
居
」の
修
復
完
了

震
度
６
強
を
想
定
し
た
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

玉
名
市
総
合
体
育
館 

復
旧 

開
館

6
日

6
日

12
日

20
日

22
日

5月6月7月8月10月11月12月

玉名市で震度4以上を観測した地震
（H28年4/14 ～ H28年12/31）

発生日時 震央 地震の規模 玉名市内の
最大震度

1 平成28年4月14日 21時26分 熊本県熊本地方 Ｍ6.5 6弱

2 平成28年4月14日 22時07分 熊本県熊本地方 Ｍ5.8 5弱

3 平成28年4月14日 22時22分 熊本県熊本地方 Ｍ4.6 4

4 平成28年4月14日 22時38分 熊本県熊本地方 Ｍ5.0 4

5 平成28年4月14日 23時29分 熊本県熊本地方 Ｍ4.6 4

6 平成28年4月14日 23時43分 熊本県熊本地方 Ｍ5.1 4

7 平成28年4月15日 00時03分 熊本県熊本地方 Ｍ6.4 5弱

8 平成28年4月15日 00時06分 熊本県熊本地方 Ｍ5.0 4

9 平成28年4月16日 01時25分 熊本県熊本地方 Ｍ7.3 6弱

10 平成28年4月16日 01時44分 熊本県熊本地方 Ｍ5.4 5弱

11 平成28年4月16日 01時45分 熊本県熊本地方 Ｍ5.9 5強

12 平成28年4月16日 02時04分 熊本県熊本地方 Ｍ4.9 4

13 平成28年4月16日 03時03分 熊本県阿蘇地方 Ｍ5.9 4

14 平成28年4月16日 03時55分 熊本県阿蘇地方 Ｍ5.8 4

15 平成28年4月16日 09時48分 熊本県熊本地方 Ｍ5.4 5弱

16 平成28年4月16日 16時02分 熊本県熊本地方 Ｍ5.4 4

17 平成28年4月18日 20時41分 熊本県阿蘇地方 Ｍ5.8 4

18 平成28年4月19日 20時47分 熊本県熊本地方 Ｍ5.0 4

1011　　玉名市の地震被害概要

出典：気象庁ホームページ （震度データベース検索より）



1213　　写真で見る熊本地震の記録

家

屋

家

屋



1415　　写真で見る熊本地震の記録

家

屋

家

屋



1617　　写真で見る熊本地震の記録

家

屋

家

屋



1819　　写真で見る熊本地震の記録

家

屋

家

屋



天水（小天）

天水（小天）天水（小天）

天水（小天） 天水（小天）天水（小天）

天水（小天）天水（小天）

2021　　写真で見る熊本地震の記録

道

路

道

路



玉名（下）

天水（小天）天水（小天）

天水（小天）

天水（小天）

2223　　写真で見る熊本地震の記録

道

路

道

路



天水（小天）

天水（小天）

天水（小天）

天水（小天）

2425　　写真で見る熊本地震の記録

道

路

道

路



天水（小天）

天水（小天）

天水（小天）

天水（小天）

2627　　写真で見る熊本地震の記録

道

路

道

路



天水（小天）

天水（小天）

天水（小天）天水（小天）

天水（小天） 天水（小天）

2829　　写真で見る熊本地震の記録

道

路

道

路



横島 玉名（田崎）

天水（小天）

天水（小天）

天水（尾田）

玉名（横田）玉名（横田）

天水（尾田） 天水（小天）

3031　　写真で見る熊本地震の記録

道

路

道

路



勤労者体育センター 勤労者体育センター

天水体育館駐車場

天水体育館

天水体育館駐車場 天水体育館

天水相撲場

天水支所の書棚

横島図書館

横島図書館玉名市民図書館

3233　　写真で見る熊本地震の記録

公
共
施
設

公
共
施
設



玉名市総合体育館（サブアリーナ）

玉名市総合体育館（サブアリーナ）

玉名市総合体育館（サブアリーナ）

玉名市総合体育館

玉名市総合体育館（サブアリーナ）博物館の止まった時計

市民会館大ホール

伊倉小学校相撲場市民会館大ホール

3435　　写真で見る熊本地震の記録

公
共
施
設

公
共
施
設



玉名市役所駐車場

玉名市役所駐車場

梅林天満宮の破損した鳥居の額と貫部分

梅林天満宮

伊倉八幡宮

伊倉八幡宮

伊倉八幡宮

3637　　写真で見る熊本地震の記録

公
共
施
設

文
化
財



倒壊した鳥居（伊倉）

上部の相輪が落下した両迫間六地蔵 招魂社（横島）

宇佐八幡宮関係石塔群の落ちた石塔博物館展示室の壊れた弥生時代の土器

博物館収蔵庫の倒れて壊れた光背 永安寺東古墳の石室内

玉名市福祉センター入口

玉名市福祉センター避難所受付

玉名市福祉センター ロビー

玉名市福祉センター入口

玉名市福祉センター 2階ロビー

3839　　写真で見る熊本地震の記録

文
化
財

避
難
所



玉名市福祉センター大広間

玉名市福祉センター大広間
シャンプーボランティア

（熊本県美容組合玉名支部）

玉名市福祉センター大広間
災害派遣精神医療チーム（DPAT）こころのケア研修会

4041　　写真で見る熊本地震の記録

避
難
所

避
難
所



4243　　写真で見る熊本地震の記録

災
害
対
策
本
部

災
害
対
策
本
部



天水（自衛隊給水）

市役所（自衛隊給水） 天水（自衛隊給水）

天水（自衛隊給水） 天水（自衛隊給水）

支援物資運搬

天水（自衛隊給水）

自衛隊と打ち合わせ

横島（自衛隊給水）

4445　　写真で見る熊本地震の記録

自
衛
隊

自
衛
隊



市役所玄関ロビー玉名市浄化センターに集められた災害がれき

4647　　写真で見る熊本地震の記録

相
談
窓
口

仮
置
き
場



水の守し尿処理場内公園に集められた公費解体による災害廃棄物相馬市からの義援金

相馬市からの支援物資

4849　　写真で見る熊本地震の記録

仮
置
き
場

支
援
物
資



ガソリンスタンドに並ぶ車の列

榎原公民館（寺田）

止まったままの貨物列車（八嘉）

下りたままの遮断機と鳴り続ける警報機（八嘉）

5051　　写真で見る熊本地震の記録

そ
の
他
市
内
の
様
子

そ
の
他
市
内
の
様
子



新幹線高架から落ちた防音壁（両迫間）

防音壁が落ちた新幹線高架（両迫間）

両迫間付近で停止した新幹線

認定農業者からの支援物資

認定農業者からの支援物資集荷場所

5253　　写真で見る熊本地震の記録

そ
の
他
市
内
の
様
子

そ
の
他
市
内
の
様
子



益城町益城町

5455　　写真で見る熊本地震の記録

熊
本
県
内
の
様
子

熊
本
県
内
の
様
子



熊本城

熊本城

熊本城

熊本大神宮

阿蘇大橋

阿蘇大橋

5657　　写真で見る熊本地震の記録

熊
本
県
内
の
様
子

熊
本
県
内
の
様
子



平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
、
当

時
私
は
、
副
団
長
と
し
て
玉
名
地

区
小
型
ポ
ン
プ
操
法
練
習
の
た
め
、

十
九
時
三
〇
分
よ
り
桃
田
運
動
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
練
習
指
導
を
し
て

い
た
。
練
習
指
導
を
終
え
、
二
十
一

時
三
〇
分
に
練
習
終
了
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
を
し
よ
う
と
、
幹
部
一
同
で
集

ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
数
百
名
い

る
消
防
団
員
の
携
帯
ア
ラ
ー
ム
が
一

斉
に
鳴
り
だ
し
、
そ
の
直
後
、
今
ま

で
聞
い
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
地
響

き
、
鳥
が
飛
び
立
つ
音
、
一
瞬
何
が

起
こ
っ
た
の
か
考
え
る
時
間
も
な

く
、
地
面
が
左
右
に
大
き
く
揺
れ
だ

し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
中
央
に
い
た
た

め
、
摑
ま
る
も
の
が
な
く
し
ゃ
が
み

込
ん
で
し
ま
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
が
二
十
一
時
二
十
六
分
に
起

き
た
前
震
で
あ
っ
た
。
即
座
に
幹
部

を
集
合
さ
せ
、
消
防
団
詰
所
で
の
待

機
を
指
示
し
、
す
ぐ
さ
ま
市
役
所
へ

直
行
し
た
。
市
役
所
へ
向
か
う
車
の

中
で
、
関
係
各
所
へ
電
話
を
か
け
る

も
通
話
で
き
ず
、
こ
の
時
、
携
帯
が

全
く
通
じ
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
。

二
十
一
時
四
〇
分
頃
に
市
役
所
到

着
。
ま
だ
、
市
の
職
員
も
数
名
程
度

59　　語り継ぐあの日あの時

熊
本
地
震
体
験
記
　
語
り
継
ぐ
あ
の
日
あ
の
時

ー

熊
本
地
震
を
経
験
し
て

松
﨑 

正
和
さ
ん

玉
名
市
消
防
団
長

58

熊
本
県
内
の
様
子

宇土市役所
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し
か
集
合
し
て
お
ら
ず
、
慌
た
だ
し

く
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
姿
を
目
に

し
た
。
テ
レ
ビ
か
ら
映
さ
れ
る
被
害

状
況
だ
け
が
、
現
段
階
で
の
情
報
収

集
の
手
段
で
あ
っ
た
。
玉
名
市
の
被

害
状
況
を
と
思
い
、
消
防
団
詰
所
に

待
機
し
て
い
る
消
防
団
員
に
対
し
移

動
系
無
線
機
で
各
地
区
幹
部
に
被
害

確
認
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
指
示
し
た
。

時
間
を
追
う
ご
と
に
各
団
員
よ
り
被

害
状
況
の
連
絡
が
入
っ
て
き
た
が
、

最
悪
な
状
況
を
想
定
し
て
い
た
私
の

想
像
と
は
少
し
開
き
が
あ
り
、
瓦
が

落
下
、
壁
の
一
部
が
落
下
な
ど
の
比

較
的
軽
い
被
害
の
報
告
で
安
堵
し
た
。

災
害
対
策
本
部
も
立
ち
上
げ
ら
れ
、

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
る
と
、

次
か
ら
次
に
被
害
状
況
が
記
入
さ
れ

た
た
め
、
全
体
の
被
害
状
況
が
つ
か

め
て
き
た
。

夜
が
明
け
て
再
度
、
各
地
区
消
防

団
へ
パ
ト
ロ
ー
ル
の
指
示
。
発
生
時

は
夜
間
で
あ
っ
た
た
め
、
明
る
く

な
っ
て
か
ら
の
被
害
状
況
確
認
で
は
、

地
割
れ
、
が
け
崩
れ
及
び
家
屋
の
被

害
報
告
が
目
立
っ
た
。
被
害
状
況
の

掌
握
も
で
き
、
余
震
も
落
ち
着
い
て

き
た
た
め
、
各
消
防
団
に
対
し
一
時

解
散
、
自
宅
待
機
を
命
じ
市
役
所
を

後
に
し
た
。

平
成
二
十
八
年
四
月
十
六
日
一
時

二
十
五
分
本
震
、
こ
の
日
は
前
日
の

疲
れ
も
あ
っ
て
就
寝
し
て
い
た
ら
、

突
然
の
揺
れ
と
、
棚
に
置
い
て
い
た

も
の
が
落
下
し
飛
び
起
き
た
。
即
座

に
地
震
だ
と
気
付
い
た
が
、
あ
ま
り

の
揺
れ
に
身
動
き
が
取
れ
な
か
っ
た
。

数
分
間
も
続
く
揺
れ
が
収
ま
る
と
即

座
に
、
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
に
な
っ
た
部

屋
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
消
防
活
動
服

に
着
替
え
市
役
所
へ
向
か
っ
た
。

既
に
市
役
所
駐
車
場
に
は
避
難
者

の
車
が
次
か
ら
次
へ
と
入
っ
て
お
り
、

避
難
の
速
さ
に
驚
い
た
。
市
役
所
に

着
く
と
す
ぐ
に
、
各
地
区
消
防
団
幹

部
へ
連
絡
の
為
、
無
線
機
を
鳴
ら
す

が
、
半
数
近
く
の
幹
部
か
ら
の
返
答

が
な
い
。
深
夜
の
地
震
で
あ
っ
た
た

め
、
集
合
に
手
間
取
っ
て
い
る
の
か
、

詰
所
が
倒
壊
し
無
線
機
が
取
れ
な
い

の
か
な
ど
の
不
安
が
よ
ぎ
っ
た
。
し

ば
ら
く
し
て
、
あ
る
幹
部
か
ら
現
在

交
通
整
理
を
し
て
い
る
と
の
一
報
が

入
っ
た
。
本
震
の
際
は
、
津
波
注
意

報
が
発
令
さ
れ
た
た
め
、
有
明
海
沿

岸
地
域
の
住
民
が
パ
ニ
ッ
ク
状
態
と

な
り
、
避
難
す
る
車
両
で
大
渋
滞
が

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−

発
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
東
日
本

の
震
災
で
の
津
波
被
害
の
恐
ろ
し
さ

が
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
。
津
波
注
意
報

は
解
除
と
な
り
、
一
時
的
な
パ
ニ
ッ

ク
は
落
ち
着
き
を
見
せ
た
が
、
車
の

渋
滞
は
続
い
て
い
た
。
二
時
頃
に
は
、

各
地
区
消
防
団
よ
り
続
々
と
被
害
状

況
等
の
連
絡
が
入
り
は
じ
め
、
幸
い

に
も
前
震
同
様
、
大
規
模
な
被
害
の

報
告
は
入
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
今

回
は
各
小
学
校
等
に
避
難
し
て
く
る

住
民
か
ら
、
ど
こ
に
避
難
し
た
ら
よ

い
か
等
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
現

場
で
混
乱
し
て
い
る
と
の
情
報
が
入

り
は
じ
め
る
。
避
難
所
の
準
備
等
に

手
間
取
っ
て
い
た
た
め
、
指
示
が
で

き
な
い
状
態
が
続
い
た
。
そ
ん
な
中
、

一
部
の
消
防
団
で
は
自
発
的
に
避
難

誘
導
及
び
声
掛
け
、
住
民
搬
送
を
し

て
い
る
と
の
情
報
が
入
り
、
現
場
判

断
で
の
活
動
が
で
き
て
い
る
こ
と
に

安
堵
し
た
。
四
月
十
七
日
十
一
時
頃
、

各
団
員
に
対
し
警
戒
の
解
除
及
び
自

宅
待
機
の
命
令
を
出
し
解
散
。

今
回
の
地
震
で
幸
い
に
も
玉
名
市

で
の
被
害
は
甚
大
で
は
な
か
っ
た
が
、

消
防
団
と
し
て
の
役
割
、
重
要
性
を

実
感
し
た
と
同
時
に
、
経
験
も
し
た

こ
と
が
な
い
未
曾
有
災
害
に
対
し
て

何
が
必
要
な
の
か
、
何
が
起
こ
る
の

か
な
ど
の
恐
怖
と
そ
れ
に
対
し
て
の

準
備
・
活
動
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。

熊
本
地
震
以
降
、
改
め
て
消
防
団

に
対
す
る
地
域
か
ら
の
期
待
も
益
々

高
ま
っ
て
お
り
、
今
後
も
よ
り
一
層

消
防
団
と
し
て
の
訓
練
を
重
ね
、
地

域
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
続
け

て
い
き
た
い
。
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熊
本
地
震
体
験
記
　
語
り
継
ぐ
あ
の
日
あ
の
時

ー

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−

（
前
震
）

平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
夜
。

こ
の
日
は
桃
田
運
動
公
園
に
て
玉
名

市
消
防
団
の
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
指
導

に
当
た
っ
て
い
た
。
こ
の
年
は
玉
名

市
で
の
熊
本
県
操
法
大
会
開
催
の
た

め
、
各
分
団
と
も
熱
が
入
り
、
連
日

厳
し
い
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
た
。

訓
練
終
了
予
定
時
刻
が
近
づ
き
、

そ
ろ
そ
ろ
各
分
団
も
撤
収
準
備
を
始

め
た
二
十
一
時
二
十
六
分
。
突
き

上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え

る
。
け
た
た
ま
し
く
鳴
き
、
一
斉

に
飛
び
立
つ
野
鳥
の
群
れ
。「
地
震

だ
！
」
し
か
も
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
と
て
も
強
い
揺
れ
に
身

動
き
が
取
れ
な
い
。
数
十
秒
に
も
感

じ
ら
れ
た
揺
れ
が
収
ま
り
、
ま
ず
頭

を
よ
ぎ
っ
た
の
は
地
震
に
よ
る
被
害

で
あ
っ
た
。
阪
神
淡
路
、
あ
る
い
は

東
日
本
の
巨
大
地
震
。
天
災
に
襲
わ

れ
て
き
た
被
災
地
の
惨
状
が
浮
か
び
、

こ
れ
ま
で
大
き
な
地
震
の
発
生
が
な

か
っ
た
、
こ
の
熊
本
玉
名
の
地
が
凄

惨
な
姿
に
な
る
の
で
は
？
急
ぎ
各
隊

と
も
署
に
戻
る
。「
う
ち
の
庁
舎
も

か
な
り
古
い
。大
丈
夫
だ
ろ
う
か
？
」

不
安
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
も
、
努
め

坂
井 

昭
宏
さ
ん

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
玉
名
消
防
署
警
防
一
課
長

熊
本
地
震
を
振
り
返
っ
て

て
冷
静
を
保
つ
よ
う
意
識
す
る
。
帰

署
後
、
い
ち
早
く
庁
舎
を
確
認
。
外

観
は
ほ
と
ん
ど
無
傷
で
あ
る
が
、
中

に
入
る
と
事
務
所
は
物
が
散
乱
。
と

り
あ
え
ず
通
信
機
器
の
無
事
を
確
認

し
、
殺
到
す
る
で
あ
ろ
う
被
害
情
報

の
収
集
に
備
え
る
。
次
々
と
非
番
や

休
暇
の
職
員
も
参
集
し
、
徐
々
に
出

動
体
制
も
強
化
さ
れ
て
い
く
。
し
か

し
、
さ
ほ
ど
被
害
情
報
も
入
っ
て
は

こ
な
い
。
一
方
、
震
度
七
の
揺
れ
に

見
舞
わ
れ
た
益
城
町
や
熊
本
市
を
含

む
周
辺
市
町
で
は
、
大
き
な
被
害
が

発
生
し
て
い
る
模
様
を
テ
レ
ビ
が
報

じ
て
い
た
。　
　

二
十
二
時
十
七
分
。
県
内
応
援
の

た
め
、
益
城
町
へ
向
け
指
揮
・
救

助
・
救
急
な
ど
四
隊
を
率
い
て
出
動
。

熊
本
市
に
入
り
、
情
報
収
集
を
試
み

る
も
、
熊
本
市
消
防
局
で
は
通
信
機

器
は
壊
滅
状
態
で
あ
り
、
正
確
な
情

報
は
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
益
城
西
原

消
防
署
へ
到
着
。
す
ぐ
さ
ま
三
件
同

時
発
生
し
て
い
る
倒
壊
家
屋
の
下
敷

き
と
な
っ
て
い
る
現
場
で
の
救
助
活

動
を
命
じ
ら
れ
る
。
至
る
と
こ
ろ
に

座
屈
倒
壊
し
た
家
々
。
余
震
と
呼
ぶ

に
は
あ
ま
り
に
も
強
い
揺
れ
に
何
度

も
襲
わ
れ
な
が
ら
、
生
存
し
て
い
る

こ
と
を
願
い
懸
命
の
活
動
を
行
っ
た
。

あ
る
人
は
生
存
し
無
事
救
出
さ
れ
た

も
の
の
、
あ
る
人
は
・
・
・
。
結
局

活
動
は
日
付
を
跨
ぎ
翌
日
の
昼
近
く
、

交
替
要
員
の
到
着
ま
で
続
い
た
。

（
本
震
）

四
月
十
六
日
未
明
。
前
日
の
救
助

活
動
や
安
否
確
認
で
身
も
心
も
疲
れ

果
て
、
自
宅
に
て
就
寝
中
の
一
時

二
十
五
分
。
ま
た
も
や
強
烈
な
地
震

に
襲
わ
れ
目
が
覚
め
る
。
棚
か
ら
落

ち
て
く
る
物
か
ら
身
を
守
り
な
が
ら
、

揺
れ
が
収
ま
る
の
を
待
つ
。
と
り
あ

え
ず
家
族
は
全
員
無
事
。
住
ま
い
も

無
傷
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
、

恐
怖
に
お
の
の
く
家
族
を
残
し
、
後

ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
署
へ
と
急

い
だ
。

二
時
少
し
過
ぎ
に
署
に
到
着
。
比

較
的
近
く
に
住
む
職
員
は
既
に
参
集

し
て
い
る
。
後
に
前
震
と
呼
ば
れ
る

地
震
に
続
き
、
想
定
外
の
二
度
目
の

震
度
七
の
い
わ
ゆ
る
本
震
で
あ
る
。

ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
甚
大
な
被
害
が

想
定
さ
れ
る
が
、
折
か
ら
県
内
に
は

全
国
か
ら
緊
急
消
防
援
助
隊
が
駆
け

つ
け
て
き
て
お
り
、
我
々
は
地
元
の

対
応
に
専
念
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。



6465　　語り継ぐあの日あの時

二
時
二
十
七
分
。
暗
闇
の
中
、
市

内
の
被
害
状
況
調
査
に
出
る
。
途
中
、

田
崎
地
区
に
お
い
て
警
戒
中
の
消
防

団
員
か
ら
、
地
区
内
に
倒
壊
家
屋
が

あ
る
旨
を
伝
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
の
線
路
上
に
列
車

が
止
ま
っ
て
お
り
、
も
し
や
脱
線
し

た
の
で
は
？
と
の
情
報
を
得
る
。
現

場
は
す
ぐ
近
く
と
思
わ
れ
、
暗
闇
の

中
、
他
の
隊
員
と
と
も
に
目
を
凝
ら

す
。
青
野
と
田
崎
の
中
間
「
浅
井
踏

切
」
付
近
に
停
車
中
の
貨
物
列
車
を

発
見
。
本
来
は
許
可
な
し
に
立
ち
入

れ
な
い
線
路
の
中
を
長
い
列
車
沿
い

に
熊
本
方
面
へ
と
足
を
進
め
る
。
先

頭
車
両
の
運
転
手
と
接
触
。
脱
線
は

し
て
お
ら
ず
、
異
常
を
知
ら
せ
る
信

号
に
よ
り
停
車
し
待
機
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
引
き
続
き
警
戒
す
る
よ
う

呼
び
か
け
、
調
査
を
続
行
す
る
。

約
二
時
間
か
け
て
被
害
状
況
を
調

査
。
そ
の
間
、
道
路
の
亀
裂
や
陥
没
、

崖
崩
れ
、
建
物
の
壁
崩
落
や
倒
壊
、

水
道
管
の
破
裂
等
、
市
内
の
至
る
と

こ
ろ
で
市
民
の
生
活
に
直
結
す
る
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
に
影
響
を
及
ぼ
す
被
害

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
改
め
て
自

然
災
害
の
猛
威
を
思
い
知
ら
さ
れ
た

形
と
な
っ
た
。
ま
た
園
芸
用
ハ
ウ
ス

の
重
油
タ
ン
ク
が
強
い
揺
れ
に
よ
り

転
倒
し
、
水
路
に
油
が
流
出
す
る
と

い
う
、
環
境
面
に
も
長
い
期
間
影
響

が
出
る
被
害
も
発
生
し
た
。

　
「
熊
本
で
は
大
き
な
地
震
は
起
き

な
い
」
神
話
の
よ
う
に
語
ら
れ
、
皆

そ
れ
を
信
じ
て
い
た
中
で
起
き
た
未

曾
有
の
大
地
震
は
、
こ
れ
ま
で
の
常

識
を
覆
す
「
前
震
と
本
震
」、
複
数

回
に
わ
た
っ
て
強
烈
な
揺
れ
に
襲
わ

れ
る
と
い
う
新
た
な
概
念
を
生
ん
だ
。

ま
さ
に
自
然
災
害
は
何
が
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
と
と
も
に
、
人
間
の
力

の
無
力
さ
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ

る
結
果
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
地
で
生
き
て
い
る

限
り
、
災
害
と
は
あ
る
程
度
共
存
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
自
然
災

害
を
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、

ま
た
す
べ
て
を
想
定
す
る
こ
と
も
不

可
能
で
あ
る
。
だ
が
我
々
は
こ
の
災

害
か
ら
多
く
を
学
び
、
少
し
で
も
想

定
内
に
入
れ
る
こ
と
で
身
を
守
り
、

命
の
大
切
さ
尊
さ
を
後
世
に
伝
え
る

義
務
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−

復
興
～
人
と
人
の
繋
が
り
支
え
合
い
を
生
か
す

　
　
　

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

元
玉
名
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長

西
田 

美
德
さ
ん

四
月
十
四
日
二
十
一
時
二
十
六
分
、

熊
本
地
震
の
前
震
と
な
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
六
・
五
最
大
震
度
七
の
地

震
が
発
生
し
、
玉
名
市
で
も
震
度
六

弱
を
観
測
。
玉
名
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
事
務

局
職
員
が
自
発
的
に
所
属
施
設
に
集

ま
り
被
害
状
況
の
確
認
作
業
に
あ
た

り
ま
し
た
。

直
ち
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
管

理
す
る
施
設
の
う
ち
玉
名
市
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
岱
明
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン

タ
ー
、
天
水
ふ
れ
あ
い
館
に
自
主
避

難
所
が
開
設
さ
れ
、
こ
こ
玉
名
市
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
も
着
の
身
着
の
ま
ま

で
慌
た
だ
し
く
避
難
し
て
き
た
人
や

携
帯
電
話
を
片
手
に
建
物
内
と
外
を

行
っ
た
り
来
た
り
す
る
人
、
担
当
区

域
の
要
援
護
者
の
安
否
を
確
認
す
る

民
生
委
員
さ
ん
、
自
主
避
難
所
受
付

に
追
わ
れ
る
市
の
職
員
さ
ん
等
で
混

雑
し
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
入
り
口
は

下
駄
箱
に
入
り
き
れ
な
い
靴
や
手
押

し
車
、
一
緒
に
避
難
し
て
き
た
ペ
ッ

ト
の
ゲ
ー
ジ
で
足
の
踏
み
場
も
な
い

ほ
ど
で
し
た
。
ま
た
、
避
難
者
全
員

が
ゆ
っ
く
り
休
む
た
め
の
充
分
な
ス

ペ
ー
ス
は
確
保
で
き
ず
、
ま
っ
す
ぐ

熊
本
地
震
体
験
記
　
語
り
継
ぐ
あ
の
日
あ
の
時

ー
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並
列
に
、
各
々
最
小
限
の
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
の
が
や
っ
と
で
、
中
に

は
座
っ
た
ま
ま
眠
る
人
や
子
ど
も
が

泣
く
か
ら
と
車
の
中
で
過
ご
す
家
族

も
あ
り
ま
し
た
。

翌
日
も
同
じ
よ
う
な
状
況
は
続
き

ま
し
た
が
、
不
定
期
に
な
り
続
け
る

携
帯
電
話
の
緊
急
地
震
速
報
に
恐
怖

を
感
じ
な
が
ら
も
、
あ
ん
な
に
恐
ろ

し
い
体
験
は
も
う
な
い
だ
ろ
う
と
高

を
括
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
十
六
日
未
明
、
本
当
の
恐

怖
が
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

一
旦
自
宅
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
、
玉

名
市
で
震
度
六
弱
の
地
震
が
発
生
し
、

大
地
そ
の
も
の
の
揺
れ
に
翻
弄
さ
れ

る
家
屋
と
点
い
た
り
消
え
た
り
を
繰

り
返
す
照
明
器
具
の
下
、
建
物
内
に

留
ま
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
な
が
ら

も
身
動
き
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

揺
れ
の
収
ま
り
と
と
も
に
家
族
の
安

全
を
確
認
し
、
近
所
の
状
況
を
確
認

し
よ
う
と
外
に
出
た
と
こ
ろ
、
街
灯

の
消
え
た
ま
っ
暗
闇
の
中
で
、
容
赦

の
な
い
自
然
の
脅
威
に
命
の
危
険
を

感
じ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

慌
て
て
セ
ン
タ
ー
に
戻
る
と
、
セ

ン
タ
ー
は
前
震
以
降
の
避
難
者
の
数

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。
私

も
感
じ
た
あ
の
恐
怖
を
、
多
く
の
人

が
体
験
し
、
安
全
を
求
め
て
こ
の
セ

ン
タ
ー
に
避
難
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と

を
思
う
と
、
避
難
者
に
寄
り
添
う
気

持
ち
が
よ
り
強
く
な
り
ま
し
た
。
避

難
し
て
来
ら
れ
た
方
々
も
、
同
じ
経

験
と
同
じ
時
間
を
共
有
さ
れ
た
こ
と

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
り
、

互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、
助
け
合
い

譲
り
合
い
な
が
ら
過
ご
さ
れ
て
い
る

光
景
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
恐
怖
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か

と
い
う
不
安
の
中
、
自
主
避
難
所
も

終
息
の
見
え
な
い
長
期
開
設
を
覚
悟

し
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
夜
間
・

休
日
の
対
応
当
番
表
を
組
み
対
応
に

あ
た
り
ま
し
た
。
職
員
の
中
に
は
自

宅
が
被
災
し
た
者
や
地
元
の
消
防
団

に
加
入
し
て
い
る
者
も
お
り
、
通
常

業
務
を
行
い
な
が
ら
少
な
い
職
員
で

対
応
し
て
い
く
こ
と
は
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
し
た
が
、
五
月
に
入
る
と

余
震
の
収
ま
り
と
と
も
に
セ
ン
タ
ー

に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
の
数
も
減
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
夜
間
対

応
は
市
職
員
だ
け
で
対
応
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
と
な
り
自
主
避
難
所
に

係
る
職
員
の
負
担
は
徐
々
に
軽
減
さ

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−

れ
て
い
き
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
自
主
避

難
所
対
応
と
並
行
し
て
震
災
発
生
直

後
か
ら
、
社
協
本
来
の
動
き
で
あ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
情
報
の
提
供
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
加
入
手
続
き
な
ど
を
行

な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
の
発
生

時
に
は
、
被
災
者
支
援
に
駆
け
つ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
円
滑
に

行
う
た
め
、
各
地
の
社
会
福
祉
協
議

会
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
ま
す
。
幸
い
に
も
玉
名
市

で
は
大
き
な
人
的
被
害
も
な
く
、
物

的
被
害
が
小
規
模
で
あ
っ
た
た
め
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
設

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回

の
熊
本
地
震
で
は
県
内
十
七
の
市
町

村
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
駆
け

つ
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
十
二
万
人

を
超
え
ま
し
た
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
、
復
旧
支
援
活
動
の
長

期
化
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
増
加
が
予

測
さ
れ
、
地
元
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
は

運
営
ス
タ
ッ
フ
が
不
足
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
た
た
め
、
都
道
府
県
域
を

越
え
た
社
会
福
祉
協
議
会
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
応
援
体
制
の
整

備
と
職
員
派
遣
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
玉
名
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
も

益
城
町
を
中
心
に
宇
城
市
や
甲
佐
町

へ
五
〇
日
間
を
超
え
る
期
間
で
職
員

十
七
名
を
派
遣
し
、
被
災
地
の
社
会

福
祉
協
議
会
職
員
と
協
働
に
よ
り
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

を
支
援
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
以
来
、
被
災
地
に

向
か
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
も
増
加

し
支
援
の
輪
が
拡
が
っ
て
お
り
、
災

害
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
果
た
す
役

割
は
大
き
く
、
被
災
し
た
方
々
や
被

災
地
を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
残
念
な
こ

と
に
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
関
わ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
行
動
が
被
災
地

の
人
々
や
他
の
支
援
活
動
の
迷
惑
や

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
一
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
の
行
動

と
安
全
に
責
任
を
持
つ
必
要
が
あ
り

ま
す
。
今
回
の
震
災
で
は
被
災
地
支

援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す

る
際
の
基
本
的
な
注
意
事
項
や
心
得
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語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−

に
つ
い
て
、
幅
広
く
周
知
す
る
た
め

地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
「
ひ
ま
わ

り
て
れ
び
」
の
ご
協
力
に
よ
り
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の
番

組
を
製
作
し
放
映
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
た
今
回
の
熊
本
地
震
で
、
県
内

外
の
多
く
の
人
々
が
避
難
所
等
へ
の

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
中
で

も
高
齢
の
要
援
護
者
に
対
し
て
は
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
や
避
難
所
等

で
の
困
難
な
生
活
を
改
善
・
解
消
す

る
た
め
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
、

被
災
さ
れ
た
要
介
護
者
へ
特
例
措
置

が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
玉
名

市
で
も
熊
本
市
や
益
城
町
な
ど
の
被

災
地
か
ら
避
難
し
て
来
ら
れ
た
人
々

の
施
設
入
所
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
受
け
入
れ
る
側
の
福
祉

施
設
は
、
定
員
を
超
過
し
て
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
り
、

現
状
の
施
設
職
員
だ
け
で
は
日
常
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
支
障
が
生
じ
て
い

る
と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
市
内
の
福
祉
施
設
へ
ニ
ー

ズ
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
岱
山
苑
、
静
光
園
老

人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
て

ん
す
い
倶
楽
部
、
介
護
老
人
保
健
施

設
ゆ
う
き
の
里
の
四
施
設
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
入
を
希
望
さ
れ
た
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
い
た
だ
い
た

九
州
看
護
福
祉
大
学
の
学
生
十
一
名

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ま
ご
こ
ろ
会

の
一
〇
名
、
計
二
十
一
名
の
方
に
施

設
の
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
五

月
十
九
日
か
ら
翌
月
の
二
十
六
日
ま

で
の
一
〇
日
間
活
動
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
人
々
の
力

を
支
援
の
力
に
変
え
て
い
く
の
が
社

会
福
祉
協
議
会
の
活
動
の
一
つ
で
も

あ
り
ま
す
。
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い

と
活
動
さ
れ
て
い
る
方
や
活
動
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
が
沢
山
お
ら
れ

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
々
の
力
、
地

域
の
力
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
誰

も
が
住
み
や
す
く
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い
き
ま

す
。今

回
の
熊
本
地
震
で
立
ち
上
が
っ

た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は

現
在
「
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
被
災
者
の
一
日
も
早
い
生
活

再
建
を
目
指
し
、
住
民
主
体
の
支
え

合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
震
災
と
復
旧
の
過
程
で
、
人

と
人
と
が
繋
が
り
支
え
合
う
こ
と
の

大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

玉
名
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
こ
の
経

験
を
生
か
し
、
人
の
力
・
地
域
の
力

を
最
大
限
に
生
か
せ
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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本
地
震
体
験
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語
り
継
ぐ
あ
の
日
あ
の
時

ー

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
を
体
験
し
て

玉
名
市
区
長
会
協
議
会
会
長

立
川 

隆
則
さ
ん

四
月
十
四
日
と
十
六
日
に
発
生
し

た
地
震
の
際
に
私
が
住
む
天
水
地
区

で
は
、
両
日
と
も
に
市
内
最
大
の
震

度
六
弱
を
記
録
し
ま
し
た
。

私
は
十
四
日
の
地
震
発
生
時
は

「
あ
っ
」
と
驚
い
た
く
ら
い
で
、
地

域
の
方
か
ら
は
何
の
情
報
も
入
っ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
ま
で
、
地
震

が
あ
ま
り
起
き
な
い
地
域
だ
っ
た
た

め
、
玉
名
市
で
も
こ
ん
な
大
き
な
揺

れ
が
あ
る
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。
特

に
大
き
な
被
害
も
な
か
っ
た
の
で
、

少
し
安
心
し
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
翌
々
日
の
深
夜
、
再
度

の
大
き
な
揺
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
時
は
、
一
人
暮
ら
し
の
方
の
不

安
な
表
情
や
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
頭

を
よ
ぎ
り
、
大
き
な
被
害
が
発
生
し

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
同
時
に
、
避
難
し
て
く
る
人
が

い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
公
民
館

を
開
放
し
な
け
れ
ば
と
思
い
、
公
民

館
に
向
か
い
ま
し
た
。
幸
い
に
も
電

気
や
水
道
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
支
障

は
な
か
っ
た
の
で
、
食
料
等
の
心
配

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
す

ぐ
に
区
（
自
治
会
）
の
役
員
や
民
生

委
員
、
福
祉
協
力
員
、
特
に
地
域
の

消
防
団
の
協
力
を
得
て
、
一
軒
一
軒
、

高
齢
者
宅
の
安
否
確
認
を
行
い
、
住

民
の
無
事
を
確
認
し
安
心
し
ま
し
た
。

深
夜
で
し
た
が
、
避
難
所
の
開
設
や

安
否
確
認
な
ど
に
一
生
懸
命
奔
走
し

て
く
れ
た
方
々
、
特
に
地
域
の
消
防

団
に
は
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

朝
に
な
り
、
徐
々
に
被
害
状
況
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
私
の
地
区
以

外
に
も
、
高
台
の
地
区
で
は
み
か
ん

畑
の
石
垣
が
崩
れ
た
り
、
水
が
濁
っ

た
り
す
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
市
や
自
衛
隊
に
よ
る
給
水
活

動
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
被
害
に

あ
っ
た
地
区
の
方
は
大
変
苦
労
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
私
も
区
長
会
の
代
表

と
し
て
、
市
長
と
市
役
所
の
担
当
者

の
方
と
他
の
地
区
を
廻
り
、
被
害
状

況
の
把
握
を
行
い
、
今
後
の
大
雨
な

ど
に
よ
る
二
次
災
害
が
発
生
し
な
い

よ
う
行
政
に
石
垣
の
補
修
な
ど
へ
の

支
援
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

さ
て
、
私
た
ち
区
長
は
、
地
域
の

代
表
で
あ
り
な
が
ら
も
、
日
頃
か
ら

区
内
の
環
境
美
化
や
祭
り
な
ど
、
住

民
生
活
全
般
の
お
世
話
や
と
り
ま
と

め
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
よ

う
な
大
規
模
な
災
害
の
際
に
は
、
避

難
所
の
開
設
や
住
民
の
安
否
確
認
な

ど
、
そ
の
仕
事
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

今
回
、
公
民
館
に
泊
ま
り
込
ん
だ
区

長
も
多
く
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。

後
日
に
な
り
ま
す
が
、
地
震
か
ら

し
ば
ら
く
し
て
、
地
域
を
巡
回
し
、

一
人
暮
ら
し
の
方
の
お
宅
に
声
を
か

け
る
と
、
そ
の
方
が
、
泣
き
そ
う
な

顔
で
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
地
震
後
も
不

安
な
夜
を
過
ご
さ
れ
て
い
た
と
の
こ

と
で
し
た
。
区
長
と
し
て
、
頼
り
に

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
そ
の
信
頼
に
応

え
る
責
任
の
重
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の

震
災
で
は
、
私
の
地
域
は
運
良
く
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
保
た
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
が
断
た
れ
た
場
合
な
ど
は

大
変
な
混
乱
が
生
じ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
人
的
被
害
が
起
き
た
際
の
救

助
や
地
震
発
生
後
も
続
く
精
神
的
な

不
安
の
軽
減
な
ど
の
た
め
に
、
常
日

頃
か
ら
「
こ
の
家
に
誰
が
い
る
の
か

把
握
し
、お
互
い
に
声
を
掛
け
合
う
」

近
所
付
き
合
い
が
で
き
て
い
る
こ
と

が
大
切
だ
と
認
識
し
ま
し
た
。
普
段
、

の
ど
か
な
地
域
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

は
区
の
中
で
も
、
自
主
防
災
組
織
の

強
化
や
訓
練
だ
け
で
な
く
、
各
行
事
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を
通
し
て
、
地
域
の
繋
が
り
を
醸
成

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
み
ん
な
で
築

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
が
、
い
ざ
と
い
う
時
の
助
け
合

い
「
共
助
」
の
力
と
し
て
災
害
に
備

え
る
大
き
な
力
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−

熊
本
地
震
を
振
り
返
っ
て

玉
名
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
会
長

松
本 

祐
一
さ
ん

平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
、
午

後
九
時
二
十
六
分
頃
大
地
震
発
生
。

震
度
六
弱
と
報
じ
ら
れ
た
。
当
日
は

玉
名
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡

協
議
会
の
定
例
会
開
催
日
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
玉
名
市
役
所
健
康
福

祉
部
総
合
福
祉
課
、
玉
名
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
幹
部
と
の
意
見
交
換
会

を
も
っ
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

午
後
八
時
四
十
五
分
頃
閉
会
し
散
会

し
た
。
帰
路
あ
の
よ
う
な
大
地
震
が

発
生
い
て
い
た
こ
と
を
知
る
よ
し
も

な
く
、
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
天
水
町
山

あ
い
の
夜
景
を
見
な
が
ら
帰
宅
し

た
。
勝
手
口
か
ら
入
る
と
台
所
一
面

あ
ら
ゆ
る
物
が
散
乱
し
て
い
る
。
一

瞬
「
盗
人
か
」
と
思
い
各
部
屋
を
見

て
廻
る
と
、
目
を
覆
う
ば
か
り
の
惨

状
に
、
こ
れ
は
「
地
震
で
は
」
と
思

い
テ
レ
ビ
を
つ
け
て
み
る
と
地
震
の

ニ
ュ
ー
ス
。
こ
れ
だ
け
の
大
地
震
を

車
中
で
は
全
く
感
じ
る
こ
と
な
く
帰

宅
し
た
こ
と
が
不
思
議
な
く
ら
い
だ
。

寝
不
足
の
ま
ま
朝
を
迎
え
片
づ
け
に

か
か
っ
た
。
近
く
に
住
む
息
子
も
心

配
し
様
子
を
見
に
来
て
手
伝
っ
て
く

れ
た
。
私
は
隣
の
高
齢
独
居
婦
人
の

安
否
確
認
が
最
初
の
仕
事
と
な
っ
た
。

熊
本
地
震
体
験
記
　
語
り
継
ぐ
あ
の
日
あ
の
時

ー
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幸
い
に
も
被
害
は
な
く
安
堵
し
た
。

そ
の
足
で
担
当
行
政
区
を
見
廻
っ
た

が
、
外
か
ら
見
る
限
り
大
き
な
被
害

も
見
当
た
ら
ず
ひ
と
ま
ず
帰
宅
し
た
。

四
月
十
六
日
深
夜
一
時
過
ぎ
床
に

つ
き
本
を
読
ん
で
い
た
。
家
内
は
風

呂
上
が
り
で
椅
子
に
座
り
休
ん
で
い

た
。「
早
よ
う
寝
ら
ん
と
き
つ
か
ぞ
、

二
日
も
満
足
に
寝
と
ら
ん
け
ん
」
と

話
し
て
い
る
時
、
突
然
激
し
い
揺
れ
、

家
が
ね
じ
れ
る
よ
う
な
不
気
味
な
き

し
む
音
、
家
が
潰
れ
る
と
思
っ
た
。

家
内
の
介
護
ベ
ッ
ド
横
の
整
理
ダ
ン

ス
が
倒
れ
、
引
き
出
し
が
ベ
ッ
ド
の

上
を
バ
ウ
ン
ド
し
て
、
下
に
寝
て
い

る
私
の
頭
上
に
飛
ん
で
き
た
。
と
っ

さ
に
毛
布
を
頭
か
ら
被
り
、
家
内
に

「
動
く
な
、
じ
っ
と
し
て
お
れ
」
と

声
を
か
け
た
。
よ
う
や
く
揺
れ
が
止

ま
っ
た
か
と
一
息
入
れ
た
時
「
津
波

が
来
る
と
の
警
報
だ
よ
。
早
く
避
難

し
よ
う
」
と
息
子
が
声
を
か
け
に
来

て
く
れ
た
。
急
ぎ
着
替
え
を
済
ま
せ
、

毛
布
を
丸
め
、
冷
蔵
庫
内
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
四
・
五
本
バ
ッ
グ
に
詰
め

込
み
家
内
の
軽
ワ
ゴ
ン
車
で
逃
げ
る

準
備
を
し
た
。
隣
の
お
ば
さ
ん
を
大

声
で
呼
び
一
緒
に
避
難
す
る
こ
と
に

し
た
。
津
波
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た

た
め
横
島
山
に
は
避
難
す
る
車
の
ラ

イ
ト
が
灯
っ
て
い
る
。
ラ
イ
ト
が
動

か
な
い
の
で
渋
滞
し
て
い
る
の
が
見

て
と
れ
る
。
私
た
ち
は
町
公
民
館
に

避
難
す
る
こ
と
に
し
た
。
翌
十
七
日

朝
帰
宅
し
た
が
、
前
日
片
付
け
た
の

に
ま
た
物
が
散
乱
し
て
い
る
。
と
に

か
く
急
ぎ
片
付
け
を
済
ま
せ
、
担
当

地
区
の
高
齢
者
、
独
居
者
宅
の
見
守

り
安
否
確
認
の
た
め
訪
問
し
た
。
区

内
で
自
宅
全
壊
一
棟
、
納
屋
全
壊
一

棟
、
い
ず
れ
も
高
齢
者
婦
人
宅
で
あ

る
。
人
的
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
が

幸
い
で
あ
っ
た
。
地
震
後
い
ち
早
く

電
話
が
あ
っ
た
の
は
、
熊
本
地
方
法

務
局
玉
名
支
局
や
熊
本
県
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
会
長
か
ら
で
あ
っ
た
。

玉
名
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
長
職
に

あ
る
私
へ
の
連
絡
は
、
局
管
内
委
員

の
安
否
確
認
と
被
害
状
況
を
報
告
せ

よ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
緊
急
連
絡

網
で
連
絡
を
と
り
、
私
を
含
め
た

四
十
一
名
の
委
員
に
は
人
的
被
害
な

し
、
家
財
道
具
に
若
干
の
被
害
は
あ

る
も
の
の
心
配
す
る
よ
う
な
こ
と
で

は
な
い
と
十
五
時
三
〇
分
ま
で
に
連

絡
が
入
っ
た
。
そ
の
旨
の
報
告
を
支

局
や
県
人
連
会
長
に
済
ま
せ
た
。

四
月
十
八
日
、
総
合
福
祉
課
長
と

連
絡
を
取
り
、
各
民
児
協
会
長
へ
も

電
話
を
入
れ
、
委
員
の
安
否
確
認
被

害
状
況
の
報
告
を
求
め
た
。

四
月
二
十
二
日
市
役
所
訪
問
、
総

合
福
祉
課
長
・
審
議
員
と
協
議
後
、

横
島
支
所
を
訪
問
、
担
当
地
区
の
状

況
を
報
告
し
倒
壊
し
た
家
を
視
察
し

慰
め
の
言
葉
を
か
け
た
。
二
度
に
わ

た
る
大
き
な
地
震
に
な
す
す
べ
も
な

く
、
い
つ
ま
た
発
生
す
る
か
分
か
ら

な
い
不
安
の
中
で
、
町
公
民
館
や
横

島
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
り
ー
む

で
の
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ

た
。東

日
本
大
震
災
で
強
い
使
命
感
を

も
っ
た
民
生
委
員
さ
ん
が
、
発
災
直

後
か
ら
安
否
確
認
、
避
難
支
援
の
活

動
中
尊
い
命
を
亡
く
さ
れ
た
。
そ
の

後
「
一
人
も
見
逃
さ
な
い
」
活
動
の

方
針
は
転
換
さ
れ
、
ま
ず
は
自
ら
の

安
全
を
確
保
し
、
そ
の
後
の
生
活
支

援
に
役
立
た
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
回
の
地
震
や
津
波
情
報
か
ら
だ

け
で
な
く
、
毎
年
の
よ
う
に
発
生
す

る
台
風
や
豪
雨
災
害
へ
の
備
え
な
ど
、

災
害
に
対
応
す
る
対
策
を
い
か
に
す

る
か
が
課
題
で
あ
る
。
今
回
の
震
災

後
に
、
避
難
行
動
要
支
援
登
録
を
希

望
さ
れ
た
方
、
支
援
を
快
諾
し
て
下

さ
っ
た
方
が
増
え
た
こ
と
は
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
っ
た
。
地
震
、
津
波
、

台
風
、
豪
雨
被
害
が
発
生
し
た
場
合
、

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
安
全
な
場
所

に
避
難
す
る
こ
と
。
絶
対
に
引
き
返

さ
な
い
こ
と
。
さ
ら
に
災
害
時
の
連

絡
方
法
の
徹
底
、
日
頃
の
見
守
り
活

動
の
中
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え

て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
利
用
す
る
こ

と
。
発
災
時
に
隣
近
所
の
協
力
支
援

の
た
め
の
組
織
づ
く
り
（
自
主
防
災

組
織
）
の
確
立
と
訓
練
等
が
必
要
だ

ろ
う
。

熊
本
地
震
に
際
し
、
全
国
に
い
る

友
人
や
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ

れ
た
知
人
の
方
々
よ
り
、
安
否
確
認
、

励
ま
し
の
電
話
を
い
た
だ
き
心
か
ら

感
謝
し
た
い
。
今
も
続
い
て
い
る
地

震
、
大
き
な
災
害
と
な
ら
な
い
こ
と

を
願
い
つ
つ
日
々
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
。

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−
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熊
本
地
震
体
験
記
　
語
り
継
ぐ
あ
の
日
あ
の
時

ー

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−

安
心
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

社
会
福
祉
法
人
玉
医
会 

た
ま
き
な
荘
統
括
施
設
長

金
和 

史
岐
子
さ
ん

発
災
時
、
熊
本
市
の
自
宅
に
い
た

私
は
、
慌
て
て
「
た
ま
き
な
荘
」
に

連
絡
を
取
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
通
常

電
話
・
メ
ー
ル
共
に
繋
が
ら
ず
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
み
が
応
答
し
、
当
直
者
と

話
が
で
き
ま
し
た
。
入
居
の
ご
利
用

者
に
動
揺
は
な
く
、
も
ち
ろ
ん
け
が

等
も
な
い
こ
と
を
知
り
、
ひ
と
ま
ず

ほ
っ
と
し
ま
し
た
が
、
次
々
と
繰
り

返
さ
れ
る
揺
れ
に
、
ど
こ
に
ど
の
よ

う
な
被
害
が
生
じ
、
広
が
っ
て
し
ま

う
の
か
と
不
安
が
つ
の
り
ま
し
た
。

当
直
者
よ
り
、
津
波
の
心
配
を
さ

れ
た
地
域
の
方
々
が
駐
車
場
に
数
台

来
ら
れ
て
い
る
と
聞
き
、
小
高
い
丘

の
上
に
あ
る
当
荘
を
思
い
出
し
て
い

た
だ
き
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

た
ま
き
な
荘
は
玉
名
市
と
福
祉
避

難
所
の
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
玉
名

市
か
ら
の
指
示
に
よ
り
、
福
祉
避
難

所
を
開
設
し
ま
す
が
、
そ
れ
を
待
た

ず
に
と
り
あ
え
ず
当
荘
に
避
難
さ
れ

る
地
域
の
方
々
は
以
前
か
ら
お
ら
れ
、

受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
建
物
が

頑
丈
で
、
大
雨
の
影
響
を
受
け
な
い

地
に
あ
り
ま
す
の
で
、「
不
安
が
あ
っ

た
ら
た
ま
き
な
荘
」
と
思
っ
て
い
た

だ
け
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

翌
日
以
降
、
通
所
利
用
者
の
方
々

に
も
大
き
な
被
害
は
な
い
こ
と
が
わ

か
り
、
地
域
の
方
々
や
地
域
を
越
え

て
支
援
の
必
要
な
方
々
へ
の
支
援
に

力
を
入
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
物
資
の
調
達
・
運
送
・
分

配
な
ど
で
す
。
た
ま
き
な
荘
が
所
属

す
る
全
国
身
体
障
害
者
施
設
協
議
会

か
ら
拠
点
施
設
を
通
じ
て
、
多
く
の

食
料
・
水
・
日
用
品
な
ど
が
届
き
ま

し
た
。
中
継
施
設
と
し
て
、
必
要
と

さ
れ
る
方
々
に
広
く
お
配
り
す
る
と

同
時
に
、
拠
点
施
設
へ
職
員
を
派
遣

し
、
熊
本
市
や
阿
蘇
市
の
被
災
施
設

に
物
資
を
運
送
し
ま
し
た
。

ま
た
、
熊
本
市
で
車
中
泊
を
さ
れ

て
い
た
身
体
障
害
の
あ
ら
れ
る
方
と

そ
の
ご
家
族
を
一
緒
に
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
部
屋
に
お
招
き
し
、
数
日
を

過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

早
い
段
階
で
、
た
ま
き
な
荘
と
同

じ
形
態
の
熊
本
市
の
障
害
者
支
援
施

設
に
お
い
て
、
居
室
の
損
壊
や
職
員

さ
ん
の
ご
自
宅
の
損
壊
な
ど
が
起
き

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
日
々
支
援
が
必
要
な
方
々
の
生

活
が
苦
境
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
、
組
織
と
し
て
人
的
派
遣
体
制

が
組
ま
れ
、
そ
れ
に
当
荘
か
ら
も
積

極
的
に
参
加
し
、
被
災
施
設
の
大
変

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

施
設
の
職
員
の
中
に
は
、
車
中
泊
を

し
な
が
ら
出
勤
さ
れ
て
い
る
方
も
お

ら
れ
、
ご
自
身
や
ご
家
族
の
今
後
の

生
活
と
健
康
を
後
回
し
に
し
て
、
支

援
に
当
た
ら
れ
る
方
が
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ご
利
用
者
の

食
事
や
入
浴
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
、

ご
利
用
者
の
不
安
を
少
し
で
も
和
ら

げ
る
た
め
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
支
援
者
で
あ
る
職
員
が
大

き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
な
が
ら
、
地

域
を
ケ
ア
す
る
た
め
に
は
、
様
々
な

課
題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
発
災
か
ら
三
か
月
ほ
ど

た
っ
て
、
当
法
人
が
運
営
し
て
い
る

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用

の
お
子
様
の
お
母
さ
ま
方
と
お
話
し

た
際
に
、
多
く
の
不
安
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。「
学
校
で
避
難
訓
練
が
あ

る
が
、
そ
れ
自
体
が
恐
ろ
し
く
参
加

で
き
な
い
」「
学
校
か
ら
本
人
の
ス

ト
レ
ス
状
態
を
調
べ
る
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
が
配
ら
れ
、
家
庭
で
子
ど
も

に
尋
ね
な
が
ら
回
答
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
話
題
に
で
き
な
い
ほ
ど
、

怖
い
体
験
と
し
て
心
に
残
っ
て
い
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る
」「
も
し
、
被
災
し
、
自
宅
で
暮

ら
せ
な
い
状
況
に
な
っ
て
も
慣
れ
な

い
場
所
で
多
く
の
人
と
一
緒
に
過
ご

せ
る
と
は
思
え
な
い
」
な
ど
、
子
ど

も
さ
ん
の
発
達
特
性
か
ら
く
る
家
族

だ
か
ら
こ
そ
わ
か
る
不
安
だ
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
受
け
、
た
ま
き

な
荘
で
は
、
非
常
災
害
を
視
野
に
い

れ
た
防
災
体
制
を
強
固
な
も
の
と
す

る
た
め
に
、
玉
名
市
及
び
玉
名
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
ご
協
力
を
得
て
、

平
成
二
十
九
年
六
月
十
日
に
一
日
を

か
け
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
情
報
伝
達
訓
練
」「
炊
き
出
し
訓

練
」「
避
難
所
運
営
訓
練
」「
図
上
訓

練
」
を
行
い
、
た
く
さ
ん
の
課
題
や

工
夫
す
べ
き
点
な
ど
が
浮
か
び
上
が

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
丁
寧
に
見
直

し
、
よ
り
安
心
で
き
る
体
制
を
築
い

て
い
き
ま
す
。

入
居
・
通
所
の
ご
利
用
者
と
そ
の

ご
家
族
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
福
祉

避
難
所
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活

特
性
に
合
わ
せ
た
居
場
所
の
確
保
、

様
々
な
食
形
態
へ
の
対
応
、
非
常
時

の
電
気
・
水
な
ど
の
確
保
な
ど
細
か

く
検
討
し
、
工
夫
を
重
ね
て
参
り
ま

す
。し

か
し
、
非
常
時
に
お
い
て
は
、

施
設
職
員
の
力
だ
け
で
は
、
ど
う
に

も
な
ら
な
い
事
態
に
な
る
こ
と
も
十

分
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
頃
か
ら
の
玉

名
市
役
所
や
玉
名
市
社
会
福
祉
協
議

会
、
地
元
消
防
団
の
方
々
を
は
じ
め

地
域
の
多
く
の
方
々
と
の
つ
な
が
り

こ
そ
が
何
よ
り
の
宝
物
だ
と
思
い
ま

す
。

来
年
度
、
当
法
人
で
は
、
Ｎ
Ｐ
０

支
援
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
る
予
定

で
す
。
様
々
な
活
動
を
さ
れ
る
Ｎ
Ｐ

０
の
設
立
・
運
営
・
連
携
の
お
手
伝

い
を
多
様
な
角
度
か
ら
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
つ
な

が
り
も
い
ざ
と
い
う
時
は
、
お
互
い

の
安
心
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

地
域
の
一
員
と
し
て
、
で
き
る
こ

と
を
少
し
ず
つ
、
力
を
出
し
合
っ
て
、

安
心
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−『
熊
本
地
震
を
体
験
し
て
』（
地
域
の
拠
り
所
と
し
て
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
く
ら
苑
施
設
長

坂
本 

正
司
さ
ん

平
成
二
十
八
年
の
四
月
十
四
日

（
木
）
の
午
後
九
時
二
十
六
分
発
生

の
前
震
の
時
は
、
ち
ょ
う
ど
福
祉
・

医
療
・
介
護
関
係
者
（
県
内
の
数
カ

所
と
有
明
圏
域
の
人
達
）
の
数
十
名

と
「
打
ち
合
わ
せ
会
」
を
あ
る
施
設

で
開
催
し
て
、
自
宅
へ
帰
り
夕
食
を

済
ま
せ
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
く
つ

ろ
い
で
い
た
時
で
、
そ
の
時
は
、“
か

な
り
大
き
な
地
震
が
来
た
な
〟
と

い
っ
た
印
象
で
、
こ
れ
以
上
の
大
き

な
地
震
が
来
る
こ
と
は
想
像
も
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

翌
二
日
目
の
四
月
十
六
日
（
土
）

の
午
前
一
時
二
十
五
分
に
、
本
震
が

起
こ
り
、
私
は
自
宅
の
あ
る
横
島
に

い
て
、
テ
レ
ビ
で
津
波
注
意
報
が
発

令
さ
れ
「
平
地
に
い
る
人
は
、
直
ち

に
高
台
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
!!
」

と
の
テ
ロ
ッ
プ
で
の
放
送
を
繰
り
返

し
や
っ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
五
人

家
族
（
一
歳
半
の
幼
児
も
含
む
）
は
、

五
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
こ
と
が

頭
を
よ
ぎ
り
、
と
に
か
く
少
し
で
も

高
い
所
へ
と
い
う
意
識
で
、
近
く
の

横
島
の
外
平
山
も
あ
っ
た
が
、
勤
務

先
で
あ
る
伊
倉
の
台
地
が
頭
に
浮
か

び
ま
し
た
。
一
家
五
人
、
自
家
用
車

熊
本
地
震
体
験
記
　
語
り
継
ぐ
あ
の
日
あ
の
時

ー
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一
台
で
、
必
要
最
低
限
の
荷
物
を
持

ち
、
伊
倉
の
高
台
を
め
ざ
し
、
さ
く

ら
苑
の
入
口
の
手
前
の
空
き
地
に
車

を
停
め
て
様
子
を
み
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
段
々
と
次
か
ら
次
に
車
が

や
っ
て
来
て
、
さ
く
ら
苑
の
駐
車
場

に
入
っ
て
き
て
い
ま
し
た
の
で
、「
近

く
の
職
員
が
駆
け
つ
け
て
い
る
の
か

な
」
と
思
っ
て
中
を
見
に
行
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
職
員
も
い
ま
し
た
が

（
理
事
長
一
家
も
心
配
し
て
、
駆
け

付
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。）、
近
隣
の

方
々
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
又
、
次
々

に
近
隣
の
住
民
の
方
々
が
車
な
ど
で

玄
関
前
の
駐
車
場
に
来
ら
れ
、
中
に

は
車
の
中
に
乗
っ
た
ま
ま
の
人
も
お

ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
方
々
に
対

し
て
、「
中
の
方
へ
ど
う
ぞ
、
ど
う

ぞ
」
と
声
を
か
け
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
ホ
ー
ル
を
開
放
し
ま
し
た
。
一
日

目
は
四
〇
名
、
二
日
目
は
三
十
四
名
、

三
日
目
は
八
名
、
四
日
目
は
四
名
の

方
が
避
難
さ
れ
、
四
日
間
で
ホ
ー
ル

の
中
に
は
計
八
十
六
名
の
近
隣
住
民

の
方
々
が
「
さ
く
ら
苑
」
へ
避
難
し

て
来
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
お
年
寄
り
の
方
々

や
、
疲
れ
て
お
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
、
飲
み
物
や
ベ
ッ
ド

や
ソ
フ
ァ
や
車
い
す
・
椅
子
な
ど
を

用
意
し
使
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
近
隣
の
住
民
の
方
々
八
十
六

名
の
避
難
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、

一
．
地
域
の
方
々
が
さ
く
ら
苑
は
高

台
に
あ
り
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
家

建
で
、
頑
丈
で
、
広
い
空
間
も
あ
り

「
安
心
・
安
全
な
場
所
」
だ
と
思
わ

れ
て
い
る
。

二
．
我
々
が
い
つ
も
「
開
か
れ
た
施

設
づ
く
り
」
を
提
唱
し
て
い
る
こ
と

が
、
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
き
て
い
る

の
か
な
…

三
．「
い
ざ
と
い
う
時
、
困
っ
た
時
、

あ
そ
こ
に
行
け
ば
何
と
か
な
る
（
衣

食
住
に
お
い
て
も
）」
と
い
う
こ
と

が
地
域
住
民
に
理
解
さ
れ
つ
つ
あ

る
の
か
な
!!
（
生
計
困
難
者
レ
ス

キ
ュ
ー
事
業
も
、
法
人
と
し
て
実
施

し
て
い
る
）

四
．
株
式
会
社
な
ど
の
営
利
法
人
で

は
や
れ
な
い
こ
と
、
い
わ
い
る
社
会

福
祉
法
人
の
目
的
や
使
命
・
役
割
が

目
に
見
え
る
形
で
、
地
域
社
会
に
広

が
っ
て
い
っ
て
い
る
の
か
な
…

五
．
今
後
、
起
こ
り
う
る
災
害
を
含

め
、
今
回
経
験
し
た
こ
と
を
礎
と
し

て
、
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
と
と
も

に
歩
み
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
皆

の
究
極
の
願
い
で
あ
る
“
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
〟
を

地
域
住
民
の
方
々
と
行
政
・
関
係
機

関
と
連
携
、
協
働
し
て
進
め
て
い
き

た
い
!!

我
々
が
、
日
頃
大
上
段
に
構
え

て
、“
地
域
貢
献
や
社
会
貢
献
〟
と

言
っ
て
い
る
が
、
こ
う
い
う
事
は
一

歩
ず
つ
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
形
に
し

て
現
し
て
い
く
こ
と
が
「
地
域
の
拠

り
所
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
か

な
と
、
こ
の
地
震
を
通
じ
て
体
験
し
、

痛
感
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。

さ
ら
に
、「
熊
本
地
震
」
の
際
、

九
州
各
地
は
も
と
よ
り
、
全
国
各
地

よ
り
好
意
を
い
た
だ
い
て
、
生
活
に

必
要
な
善
意
の
支
援
物
資
が
届
け
ら

れ
、
有
難
く
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
、
忘
れ
得
ぬ
出
来
事
と
し
て
、

記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
後
反
対

の
立
場
に
な
っ
た
な
ら
、
必
ず
恩
返

し
は
、
人
と
し
て
絶
対
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−
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熊
本
地
震
体
験
記
　
語
り
継
ぐ
あ
の
日
あ
の
時

ー

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−

熊
本
地
震
の
前
震
が
起
こ
っ
た
の

は
、
高
木
麟
く
ん
が
一
人
で
寝
よ
う

と
布
団
に
入
っ
て
ま
も
な
く
の
こ

と
で
し
た
。「
今
ま
で
聞
い
た
こ
と

も
な
い
よ
う
な
す
ご
い
音
が
し
て
、

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
」
と
高
木
く
ん
。

そ
の
日
、
高
木
く
ん
の
両
親
は
仕
事

で
帰
宅
が
遅
く
な
っ
て
い
た
た
め
、

隣
の
部
屋
に
い
た
祖
父
に
駆
け
寄
り
、

揺
れ
が
収
ま
る
の
を
必
死
の
思
い
で

待
っ
た
と
言
い
ま
す
。
そ
の
後
、
テ

レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
想
像
以

上
に
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
こ
と
を

知
り
、さ
ら
に
驚
い
た
そ
う
。「
三
十

分
く
ら
い
後
に
お
母
さ
ん
が
帰
っ
て

き
て
、
お
母
さ
ん
の
顔
を
見
た
ら
安

心
し
ま
し
た
。
そ
の
日
は
お
母
さ
ん

と
一
緒
に
寝
ま
し
た
が
、
余
震
が
続

い
て
い
た
の
で
な
か
な
か
寝
つ
け
な

か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
」

翌
日
は
地
震
の
た
め
学
校
は
休
校

に
な
り
ま
し
た
が
、
両
親
は
普
段
通

り
出
勤
。「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
も
、
も
う
大
き
い
地
震
は

こ
な
い
よ
、
と
言
っ
て
い
た
の
で
僕

も
普
通
に
過
ご
し
て
、
夜
も
自
分
の

部
屋
で
一
人
で
眠
り
ま
し
た
」。
し

か
し
そ
の
夜
、
本
震
が
起
こ
っ
た
の

髙
木 
麟
く
ん

月
瀬
小
学
校　

五
年
生

本
当
に
怖
か
っ
た
熊
本
地
震

で
す
。「
僕
は
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
い

て
最
初
は
気
づ
か
な
く
て
、
お
母

さ
ん
に
起
こ
さ
れ
て
驚
き
ま
し
た
。

ゴ
ー
ゴ
ー
と
す
ご
い
音
が
し
て
い
て
、

前
震
よ
り
ひ
ど
い
揺
れ
で
、“
今
度

こ
そ
家
が
壊
れ
る
！
〟
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ

ん
に
“
外
に
出
た
い
！
〟
と
訴
え
て
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も

一
緒
に
家
族
五
人
、
パ
ジ
ャ
マ
の
ま

ま
家
の
外
へ
出
た
ん
で
す
」。
さ
ら

に
、
津
波
に
備
え
て
車
で
高
台
に
避

難
し
、
朝
ま
で
車
の
中
で
過
ご
し
た

と
言
い
ま
す
。「
そ
の
日
は
寒
か
っ

た
の
で
毛
布
に
く
る
ま
っ
て
、
心
の

中
で
ず
っ
と
“
怖
い
〟
と
言
い
続
け

ま
し
た
。
家
が
つ
ぶ
れ
て
な
く
な
っ

て
い
た
ら
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
に
住
め

ば
い
い
ん
だ
ろ
う
？
お
母
さ
ん
の
方

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
無
事
で
い
る
ん
だ
ろ
う
か
？
な
ど

と
、
考
え
る
と
不
安
と
心
配
で
朝
ま

で
一
睡
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
お

父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
、
家
と
車
を

何
度
か
行
き
来
し
、
水
や
食
料
な
ど

を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
」。
夜
が
明

け
て
家
に
戻
っ
た
時
、
幸
い
大
き
な

被
害
は
な
く
「
ち
ゃ
ん
と
家
が
あ
っ

て
、
本
当
に
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
」
と

高
木
く
ん
。

高
木
く
ん
が
通
う
月
瀬
小
学
校
は

す
ぐ
に
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
し
ば

ら
く
は
登
校
時
や
校
外
で
活
動
す
る

際
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
の
場

面
に
お
い
て
も
、
地
震
の
影
響
で
不

便
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
。「
将

来
の
夢
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
」
と

い
う
高
木
く
ん
は
、
小
学
二
年
生
の

頃
か
ら
「
玉
名
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」
に
所
属
し
て
お
り

毎
週
三
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
同
セ
ン
タ
ー
が
地
震
に
よ
る
被

害
が
大
き
く
、
修
復
の
た
め
二
か
月

間
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。
そ
の
間
、
玉
陵
中
学
校
と
玉
名

町
小
学
校
の
体
育
館
を
借
り
て
練
習

す
る
こ
と
に
。「
今
ま
で
普
通
に
で

き
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
地

震
の
大
変
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま

し
た
」。
ま
た
、
月
瀬
小
学
校
で
は
、

地
震
で
被
災
し
た
熊
本
市
と
富
合
町

の
小
学
生
五
人
の
受
け
入
れ
を
実
施
。

そ
の
内
の
二
人
が
高
木
く
ん
の
い
と

こ
で
し
た
。「
約
一
ヶ
月
間
、
い
と

こ
と
同
じ
教
室
で
勉
強
す
る
こ
と
に
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な
る
な
ん
て
、
な
ん
だ
か
不
思
議
な

感
じ
で
し
た
が
、楽
し
か
っ
た
で
す
」

地
震
か
ら
約
一
年
後
、
小
学
校
で

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
た
際
の
こ
と
。

「
以
前
だ
っ
た
ら
ふ
ざ
け
る
子
も
い

た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
み
ん
な
す

ご
く
ま
じ
め
に
取
り
組
ん
で
、
す
ぐ

に
机
の
下
に
隠
れ
ま
し
た
」
と
ふ
り

か
え
り
ま
す
。「
み
ん
な
地
震
の
怖

さ
が
よ
く
分
か
っ
て
い
る
か
ら
、
も

う
二
度
と
地
震
が
起
き
な
い
で
ほ
し

い
で
す
。
僕
の
家
は
無
事
で
住
む
と

こ
ろ
が
あ
っ
て
本
当
に
幸
せ
で
す
が
、

反
対
に
今
も
仮
設
住
宅
な
ど
に
住
ん

で
い
る
人
が
い
る
と
思
う
と
か
わ
い

そ
う
。
は
や
く
元
通
り
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−

地
震
で
奪
わ
れ
た
日
常

そ
の
日
、
谷
水
菜
月
さ
ん
は
、
翌

日
に
開
催
さ
れ
る
全
校
挙
げ
て
の
新

入
生
歓
迎
遠
足
の
準
備
を
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
お

や
つ
な
ど
を
入
れ
て
い
た
と
き
、
熊

本
地
震
の
前
震
が
起
き
ま
し
た
。「
最

初
は
地
震
と
は
思
わ
な
か
っ
た
ん
で

す
。
二
階
に
い
る
お
兄
ち
ゃ
ん
が
物

音
を
立
て
て
い
る
の
か
な
、
と
思
っ

て
見
上
げ
た
ら
、
天
井
が
動
い
て
い

て
、
と
っ
さ
に
地
震
だ
！
と
。
す
ぐ

に
ピ
ア
ノ
の
椅
子
の
下
に
隠
れ
ま
し

た
が
、
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で
何
も
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
谷
水
さ

ん
。
そ
の
後
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

で
大
き
な
地
震
だ
っ
た
こ
と
を
知
り
、

「
熊
本
で
地
震
が
あ
る
な
ん
て
思
っ

て
も
い
な
か
っ
た
か
ら
、
本
当
に

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
」
と
当
時
の
心

境
を
ふ
り
か
え
り
ま
す
。

次
の
日
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
新

入
生
歓
迎
遠
足
は
中
止
に
な
り
、
学

校
も
休
校
に
。
母
親
は
仕
事
だ
っ
た

た
め
昼
間
、
谷
水
さ
ん
は
一
人
で
家

に
い
ま
し
た
。「
ど
ん
な
に
小
さ
い

余
震
で
も
、
そ
の
た
び
に
椅
子
の
下

に
隠
れ
ま
し
た
」。
夜
も
一
人
で
寝

る
の
は
心
細
く
、
母
親
の
寝
室
で
眠

熊
本
地
震
体
験
記
　
語
り
継
ぐ
あ
の
日
あ
の
時

ー

谷
水 

菜
月
さ
ん

天
水
中
学
校　

三
年
生
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り
に
つ
い
た
と
言
い
ま
す
。
そ
ん
な

時
、本
震
が
起
こ
っ
た
の
で
す
。「
隣

に
寝
て
い
た
母
が
す
ぐ
に
、
私
の
上

に
お
お
い
か
ぶ
さ
り
守
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
前
震
よ
り
さ
ら
に
大
き
い
揺

れ
に
、
怖
く
て
怖
く
て
母
に
し
が
み

つ
き
な
が
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
家
が

壊
れ
て
し
ま
う
！
と
震
え
ま
し
た
」。

そ
の
後
、
自
主
避
難
所
開
設
の
放
送

が
あ
っ
た
の
で
、
小
天
東
小
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
避
難
し
、
夜
が
明
け

る
ま
で
車
の
中
に
い
た
そ
う
で
す
。

「
車
に
乗
っ
て
い
て
も
、
余
震
の
揺

れ
を
感
じ
て
ほ
と
ん
ど
眠
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
母
と
“
次
に
地
震
が
あ
っ

た
ら
家
が
崩
れ
る
か
も
し
れ
な
い
〟

と
話
し
ま
し
た
」。
次
の
日
は
一
旦

家
に
戻
り
、
す
ぐ
に
食
料
の
買
い
出

し
に
行
き
、
お
風
呂
も
明
る
い
う
ち

に
入
っ
て
家
の
敷
地
で
車
中
泊
を

す
る
こ
と
に
。「
そ
れ
か
ら
五
日
間
、

車
中
泊
を
し
ま
し
た
が
、
な
に
し
ろ

狭
い
中
、
不
自
然
な
格
好
で
寝
て
い

た
の
で
膝
が
痛
く
な
っ
て
辛
か
っ
た

で
す
」。
そ
の
後
、
車
中
泊
は
や
め

た
も
の
の
、
谷
水
さ
ん
の
部
屋
は
一

階
だ
っ
た
た
め
、
地
震
の
際
に
二
階

が
落
ち
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
と
の

恐
怖
か
ら
、
半
年
間
は
自
分
の
部
屋

で
寝
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。「
天
井
を
見
る
と
、
ま
た
揺

れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
怖
く
て
」
と

谷
水
さ
ん
。

中
学
校
は
地
震
か
ら
三
日
後
に
再

開
。「
友
だ
ち
の
顔
を
見
て
、
お
互

い
の
無
事
を
確
認
で
き
て
ホ
ッ
と
し

ま
し
た
」。
し
か
し
、
す
べ
て
が
元

通
り
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
谷

水
さ
ん
が
所
属
す
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
が
練
習
に
使
っ
て
い
た
天
水
町
体

育
館
が
被
災
し
、
約
一
年
間
使
用
で

き
な
く
な
っ
た
の
で
す
。「
学
校
の

体
育
館
を
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
と
半
分
に

分
け
て
使
う
こ
と
に
な
り
、
狭
い
ス

ペ
ー
ス
で
思
い
っ
き
り
ス
パ
イ
ク
を

打
つ
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」。

し
か
も
、
熊
本
地
震
の
影
響
で
、
競

技
場
が
使
え
な
か
っ
た
り
、
棄
権
す

る
チ
ー
ム
が
多
か
っ
た
り
、
県
大
会

も
中
止
に
。「
三
年
生
の
先
輩
た
ち

に
と
っ
て
は
、
部
活
最
後
の
年
だ
っ

た
の
に
、
充
分
な
練
習
が
で
き
ず
、

大
会
も
中
止
に
な
っ
て
本
当
に
気
の

毒
で
し
た
」

ま
た
、
天
水
中
学
校
で
は
被
災
し

た
益
城
町
の
中
学
三
年
生
二
名
の
受

け
入
れ
を
実
施
。
二
人
と
も
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
員
で
、
同
校
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
の
練
習
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

「
一
人
は
家
が
全
壊
し
て
周
り
の
家

も
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
、
と

言
っ
て
い
ま
し
た
」。
地
震
後
の
写

真
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
谷
水
さ
ん
は
、

あ
ら
た
め
て
大
変
な
被
害
だ
っ
た
ん

だ
と
実
感
し
た
と
言
い
ま
す
。

谷
水
さ
ん
に
と
っ
て
熊
本
地
震
は

想
像
も
し
な
か
っ
た
出
来
事
。「
熊

本
の
自
然
は
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
反
面
、
自
然
に
は
怖

い
面
も
あ
る
ん
だ
と
思
い
知
り
ま
し

た
。
二
度
と
あ
っ
て
は
ほ
し
く
な
い

け
ど
、
も
し
ま
た
地
震
が
あ
っ
た
ら
、

経
験
を
い
か
し
て
落
ち
着
い
て
行
動

し
た
い
で
す
」

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−
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熊
本
地
震
体
験
記
　
語
り
継
ぐ
あ
の
日
あ
の
時

ー

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−

私
の
認
識
で
は
『
玉
名
市
は
自
然

災
害
が
少
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
商
工

業
に
と
っ
て
は
“
安
全
な
〟
地
域
で

あ
る
』
と
い
う
も
の
で
し
た
が
、
平

成
二
十
八
年
の
熊
本
地
震
に
よ
っ
て

そ
れ
は
覆
さ
れ
ま
し
た
。
被
災
地
域

の
中
心
部
で
は
な
か
っ
た
た
め
直
接

的
な
被
害
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、

物
流
の
麻
痺
、
取
引
先
の
甚
大
な
被

害
、
ま
た
風
評
被
害
等
も
あ
り
、
飲

食
業
や
宿
泊
業
な
ど
を
中
心
に
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。

地
震
発
生
後
は
、
と
に
か
く
状
況

を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

前
震
の
翌
日
四
月
十
五
日
に
特
別
相

談
窓
口
を
設
置
し
、
三
名
の
経
営
指

導
員
は
ま
ず
車
で
市
内
を
廻
り
、
目

視
で
確
認
し
な
が
ら
、
お
話
が
聞
け

そ
う
な
場
合
は
お
店
に
伺
い
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
ま
し
た
。
ま
た
事
務
所
に

残
っ
た
経
営
支
援
員
は
、
商
店
街
の

会
長
さ
ん
方
に
電
話
で
伺
い
、
大
体

の
状
況
を
把
握
、
日
本
商
工
会
議
所

や
熊
本
県
に
報
告
す
る
日
が
し
ば
ら

く
続
き
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
ど

う
し
て
も
全
体
的
な
把
握
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
四
月
十
九
日
に
は
全

会
員
に
被
害
調
査
票
を
お
送
り
し
、

山
名 

勇
生
さ
ん

玉
名
商
工
会
議
所　

中
小
企
業
相
談
所
所
長

被
災
事
業
者
支
援
を
振
り
返
っ
て

た
く
さ
ん
の
方
か
ら
ご
報
告
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
当
所

の
人
員
に
も
限
り
が
あ
る
た
め
、
調

査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
一
件
一
件

の
被
災
者
に
対
し
、
直
接
的
な
支
援

は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

悔
や
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
各
地
の
被

害
デ
ー
タ
は
間
を
置
か
ず
行
政
や
日

本
商
工
会
議
所
に
報
告
さ
れ
、
速
や

か
な
支
援
策
の
制
定
・
実
施
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

商
工
業
と
直
接
の
関
係
は
薄
い
の

で
す
が
、
震
災
で
住
居
や
店
舗
を

失
っ
た
方
々
へ
の
応
急
仮
設
住
宅
等

と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

五
月
に
空
き
家
・
空
き
地
・
空
き
店

舗
の
緊
急
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
不

動
産
業
者
や
家
主
・
地
主
さ
ん
達
の

協
力
に
よ
り
得
ら
れ
た
百
二
十
件
以

上
の
情
報
を
県
や
市
に
提
供
し
、
十

数
世
帯
の
方
々
が
入
居
さ
れ
ま
し
た
。

余
震
が
続
く
状
況
に
あ
っ
て
、
被
災

者
の
ほ
ん
の
一
部
で
も
安
心
し
て
過

ご
せ
る
環
境
を
提
供
で
き
た
も
の
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
組
織
と
し
て
の
公
の
動
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
所
役
員･

議
員
、
青
年
部
、
会
員
の
方
の
中
に

は
、
被
災
地
へ
行
き
、
水
な
ど
の
支

援
物
資
を
届
け
た
り
、
避
難
所
で
の

炊
き
出
し
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
自

ら
進
ん
で
行
っ
た
方
が
多
く
お
ら
れ

ま
す
。
自
分
た
ち
も
き
つ
い
は
ず
な

の
に
。
玉
名
の
人
た
ち
の
相
互
扶
助

の
精
神
を
目
の
当
た
り
に
し
、
商
工

会
議
所
と
し
て
も
、
出
来
る
分
野
で
、

出
来
得
る
限
り
の
支
援
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

商
工
会
議
所
は
中
小
企
業･

小
規

模
事
業
者
の
経
営
支
援
機
関
で
す
が
、

地
震
以
後
の
業
務
内
容
は
、
そ
れ
ま

で
と
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。『
小

規
模
事
業
者
再
建
支
援
方
針
』
を
策

定
し
、
被
災
事
業
者
に
有
利
な
融
資

の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
つ
つ
、
主
に
建

物
等
の
復
旧
の
た
め
の
“
グ
ル
ー
プ

補
助
金
〟
や
、
震
災
対
応
型
が
増
設

さ
れ
た
“
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金
〟
の
申
請
支
援
が
大
き
な
ウ
エ

イ
ト
を
占
め
、
こ
れ
に
よ
り
復
興
の

お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
一
件
で
も

多
く
の
採
択
を
得
る
た
め
、
経
営
指

導
員
は
連
日
申
請
書（
事
業
計
画
書
）

の
作
成
支
援
に
多
く
の
時
間
を
割
き
、

手
薄
と
な
っ
た
業
務
は
他
の
職
員
が

カ
バ
ー
す
る
こ
と
で
、
何
と
か
乗
り

切
れ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
補
助
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事
業
の
業
務
を
通
じ
、
様
々
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
印
象

深
か
っ
た
の
は
、
会
員
事
業
所
の
中

に
『
う
ち
は
自
分
で
何
と
か
す
る
か

ら
、
益
城
や
熊
本
市
内
の
被
害
が
大

き
な
所
に
使
っ
て
ほ
し
い
』
と
、
補

助
金
の
申
請
を
し
な
か
っ
た
方
が
お

ら
れ
た
こ
と
で
す
。

商
工
会
議
所
の
事
務
室
は
、
一
部

の
事
務
機
器
の
落
下
・
破
損
、
書
類

等
の
散
乱
は
あ
り
ま
し
た
が
、
機
能

不
全
に
陥
る
こ
と
は
な
く
、
こ
れ
ら

の
支
援
が
出
来
た
こ
と
は
不
幸
中
の

幸
い
で
し
た
。

熊
本
地
震
が
発
生
し
た
の
は
、“
も

の
づ
く
り
補
助
金
〟
の
申
請
支
援
を

終
え
た
直
後
で
し
た
。
業
務
の
ひ
と

つ
の
山
を
超
え
、
続
け
ざ
ま
に
大
き

な
山
が
あ
る
感
じ
で
す
。
し
か
し
災

害
は
い
つ
起
こ
る
か
判
り
ま
せ
ん
。

国
は
企
業
に
対
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業

継
続
計
画
）
を
策
定
し
て
い
ざ
と
い

う
事
態
に
備
え
る
こ
と
を
推
奨
し
て

お
り
ま
す
。
私
た
ち
商
工
会
議
所
は

現
在
も
復
興
支
援
を
続
け
て
お
り
、

一
日
で
も
早
く
玉
名
市
の
経
済
が
回

復
・
復
興
す
る
こ
と
を
祈
念
し
、
こ

れ
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−

災
害
対
策
本
部
の
対
応
に
つ
い
て

元
玉
名
市
防
災
安
全
課
長

德
永 

愼
二
さ
ん

「
と
に
か
く
落
ち
着
け　

自
分
の

役
割
を
実
行
し
よ
う
」
と
騒
然
と
す

る
防
災
安
全
課
内
で
一
喝
し
ま
し
た
。

今
だ
か
っ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、

大
変
な
災
害
が
発
生
し
た
と
だ
れ
も

が
慄
然
と
す
る
状
況
で
し
た
。
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
冷
静
に
、
迅
速
か
つ
的

確
に
指
示
を
出
す
立
場
で
あ
る
、
自

分
自
身
へ
の
指
示
で
も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

大
地
震
の
対
応
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
災
害
対
応
の
要

と
な
る
災
害
対
策
本
部
に
お
け
る
情

報
収
集
及
び
指
揮
命
令
等
を
中
心
に

述
べ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

熊
本
地
震
は
、
四
月
十
四
日
に
前

震
が
あ
り
、
十
六
日
に
本
震
が
あ
る

と
い
う
日
本
観
測
史
上
例
を
み
な
い
、

今
ま
で
の
常
識
の
枠
を
超
え
た
大
地

震
で
あ
り
ま
し
た
。

前
震
の
発
生
後
、
市
防
災
計
画
に

則
り
災
害
対
策
本
部
を
直
ち
に
設
置

し
ま
し
た
。
第
一
回
の
本
部
会
議
で

は
、
早
急
な
被
害
状
況
を
把
握
す
る

た
め
、
消
防
・
警
察
及
び
消
防
団
へ

被
害
状
況
の
調
査
依
頼
を
行
い
ま
し

た
。
偶
然
で
は
あ
り
ま
す
が
、
消
防

団
は
操
法
大
会
の
練
習
の
た
め
、
市

熊
本
地
震
体
験
記
　
語
り
継
ぐ
あ
の
日
あ
の
時

ー
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の
桃
田
運
動
公
園
の
金
栗
記
念
広
場

に
消
防
団
幹
部
を
含
む
団
員
が
集
結

し
て
お
り
、
対
策
本
部
の
指
示
の
も

と
、
消
防
団
幹
部
は
直
ち
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
災
害
調
査
を
行
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
市
と
し
て
も
、

夜
間
の
十
時
か
ら
十
一
時
頃
で
あ
り
、

難
し
い
状
況
で
し
た
が
、
地
域
ご
と

の
被
害
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

後
の
十
六
日
本
震
時
に
は
、
既
に

警
戒
に
当
た
る
職
員
は
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
組
み
、
三
支
所
及
び
本
庁

に
配
置
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
私

自
身
は
自
宅
待
機
の
状
態
で
あ
っ
た

た
め
、
午
前
一
時
過
ぎ
の
発
生
で
し

た
が
、
直
ち
に
対
策
本
部
が
あ
る
庁

舎
へ
と
向
い
ま
し
た
。
今
振
り
返
る

と
前
震
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
緊

張
感
と
恐
怖
感
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
対
策
本
部
の
委
員
も
迅
速
に
参

集
が
出
来
ま
し
た
。
前
震
か
ら
泊
り

込
ん
で
い
る
消
防
団
と
も
連
携
を
図

り
、
人
命
及
び
建
物
の
被
害
調
査
の

指
示
を
行
い
ま
し
た
。
本
震
発
生
後

は
、
対
策
本
部
会
議
を
三
十
分
ご
と

に
開
き
、
刻
々
と
変
わ
る
状
況
の
確

認
及
び
問
題
点
の
共
有
化
を
図
り
ま

し
た
。　

ま
ず
は
、
避
難
所
の
対
応
で
あ
り

ま
す
。
津
波
注
意
報
が
出
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
本
震
直
後
に
既
に
市
民

が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
避
難
さ
れ
て

い
る
状
態
で
し
た
。
市
防
災
計
画
に

よ
り
、
市
役
所
に
駆
け
つ
け
た
職
員

に
、
適
宜
三
名
体
制
で
避
難
所
対
応

や
駐
車
場
の
対
応
を
指
示
し
ま
し
た
。

避
難
所
対
応
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
や
物
流
も
正
常
で
あ
る
と
の

報
告
に
よ
り
、
自
主
避
難
所
と
し
て

受
け
入
れ
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

開
設
期
間
は
四
月
十
四
日
か
ら
五
月

二
十
二
日
の
三
十
九
日
間
、
避
難
所

の
受
け
入
れ
は
職
員
三
名
体
制
で
行

い
、
市
外
の
方
を
含
む
延
べ
約
一
万

人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
長
期
間
の

受
け
入
れ
は
想
定
外
で
あ
り
ま
し
た

が
、
市
役
所
の
全
て
の
課
に
臨
時
的

に
輪
番
表
の
提
出
を
指
示
し
、
切
れ

目
の
な
い
配
備
体
制
を
と
る
事
が
出

来
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

十
六
日
の
昼
頃
に
は
あ
る
程
度
の

正
確
な
被
害
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
天
水
地
区
と
横
島
地
区
で
井
戸

水
が
濁
り
、
飲
料
水
と
し
て
使
用
が

で
き
な
い
と
の
こ
と
で
、
担
当
課
よ

り
自
衛
隊
へ
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

対
策
本
部
会
議
に
よ
り
、
直
ち
に
自

衛
隊
出
動
要
請
を
決
定
し
手
順
に
従

い
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
自
衛
隊
は

要
請
直
後
の
四
月
十
七
日
に
着
任
し

て
い
た
だ
き
、
給
水
活
動
や
救
援
物

資
の
配
送
及
び
被
害
調
査
な
ど
十
五

日
間
の
業
務
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
自
衛
隊
と
の
打
ち
合
わ
せ
は
、

早
朝
と
夜
七
時
と
、
毎
日
二
回
の
作

戦
会
議
を
定
期
的
に
行
い
、
確
実
な

任
務
遂
行
が
行
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

給
水
活
動
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
多

く
の
支
援
物
資
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み

込
み
、
各
避
難
所
に
配
送
す
る
業
務

は
特
に
助
か
り
ま
し
た
。
手
際
の
良

い
積
み
込
み
や
配
送
な
ど
、
市
の
職

員
で
は
難
し
い
業
務
だ
っ
た
と
推
測

さ
れ
、
避
難
所
等
へ
の
迅
速
な
配
備

は
自
衛
隊
な
し
で
は
な
し
え
な
か
っ

た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

支
援
物
資
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

他
の
自
治
体
か
ら
の
報
告
通
り
、
到

着
に
は
三
日
間
程
が
必
要
で
し
た
。

今
回
の
地
震
を
鑑
み
ま
し
て
も
支
援

物
資
が
届
く
ま
で
の
三
日
間
を
ど
の

様
に
乗
り
切
る
か
を
充
分
考
慮
し
た

備
蓄
計
画
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

痛
感
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
国
や

九
州
市
長
会
な
ど
か
ら
は
、
プ
ッ

シ
ュ
型
の
支
援
で
あ
り
、
大
型
車
両

が
搬
送
出
来
る
場
所
や
倉
庫
の
確
保

が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
の
対
応
で
は
、

情
報
が
混
乱
し
な
い
よ
う
に
対
応
窓

口
を
一
本
に
絞
り
、
被
害
報
告
や
避

難
所
情
報
を
正
確
に
伝
え
ら
れ
た
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
の
災
害
対
策
本
部

の
対
応
を
振
り
返
っ
た
時
、
偶
然
に

も
災
害
発
生
の
前
年
度
に
実
施
し
た

水
害
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
災
害
本
部

の
立
ち
上
げ
か
ら
情
報
収
集
ま
で
の

防
災
訓
練
が
と
て
も
役
に
立
ち
、
地

震
に
対
し
て
も
的
確
な
手
順
で
初
動

体
制
を
と
る
こ
と
が
出
来
た
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
今
回
の
災
害
対
応
で
改

善
が
必
要
な
と
こ
ろ
を
き
ち
ん
と
検

証
し
、
さ
ら
に
実
効
性
の
あ
る
防
災

計
画
書
の
見
直
し
や
各
種
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
整
備
、
併
せ
て
実
戦
に
近
い
訓

練
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が
図
ら
れ

る
と
考
え
ま
す
。

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−
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松
岡 

康
吉
さ
ん

元
玉
名
市
総
合
福
祉
課
長

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−

熊
本
地
震
体
験
記
　
語
り
継
ぐ
あ
の
日
あ
の
時

ー

熊
本
地
震
で
、
被
災
さ
れ
た
皆
様

方
へ
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
の
四
月
、
玉
名
市

で
も
震
度
六
弱
に
二
度
も
襲
わ
れ
ま

し
た
。
我
が
家
が
音
を
立
て
て
揺
れ

た
そ
の
時
の
恐
怖
は
今
も
私
の
記
憶

に
未
だ
に
残
っ
て
い
ま
す
。
誰
も
が

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
出
来
事
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
大
地
震

か
ら
約
二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
被
害

が
少
な
か
っ
た
方
々
は
既
に
普
段
の

生
活
を
取
り
戻
し
、
遠
い
出
来
事
に

な
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
本
市
で
は
住
宅
被
害
も

少
な
く
は
な
く
全
壊
十
一
件
、
大

規
模
半
壊
や
半
壊
、
一
部
損
壊
は

一
六
四
三
件
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
今
日
で
も
仮
設
住
宅
等
に

住
い
を
移
し
て
い
る
方
々
も
多
く
、

三
十
件
程
お
ら
れ
る
と
聞
い
て
お
り
、

復
旧
復
興
は
未
だ
道
半
ば
と
言
っ
た

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
一
日
も
早
く
地

震
前
の
普
通
の
生
活
を
取
り
戻
し
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
、
本
震
直
後
真
っ
先
に
行

な
っ
た
こ
と
は
、
家
族
の
無
事
を
確

認
す
る
こ
と
で
し
た
。
一
緒
に
暮
ら

す
家
族
を
確
認
し
、
離
れ
て
暮
ら
す

娘
家
族
や
息
子
家
族
に
電
話
を
掛
け

無
事
を
確
認
す
る
こ
と
で
し
た
。
ま

る
で
夢
を
見
て
い
る
感
覚
で
し
た
。

市
役
所
に
向
か
う
身
支
度
中
に
は

身
体
が
震
え
、
頭
が
真
っ
白
な
状
態

で
市
役
所
に
着
く
と
、
市
役
所
駐
車

場
に
は
避
難
さ
れ
る
車
が
次
々
と
押

し
寄
せ
、
も
の
す
ご
い
数
の
人
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
本
震
直

後
に
津
波
注
意
報
が
発
令
さ
れ
、
東

日
本
大
震
災
時
の
津
波
を
連
想
さ
れ

て
の
避
難
で
し
た
。

避
難
者
は
、
様
々
な
状
態
を
抱
え

て
来
ら
れ
て
お
り
、
市
職
員
は
そ
の

対
応
に
右
往
左
往
し
な
が
ら
も
一
生

懸
命
に
車
誘
導
や
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

の
避
難
者
案
内
を
し
て
い
ま
し
た
。

市
役
所
駐
車
場
、
市
民
会
館
付
近
の

駐
車
場
や
広
場
が
大
渋
滞
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
豪
雨
、
土
砂
災
害
や
台

風
等
の
対
応
訓
練
ぐ
ら
い
し
か
経
験

が
無
く
、
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
地
震

災
害
訓
練
を
や
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
地
域
防
災
計
画
に

沿
っ
て
災
害
時
に
取
る
べ
き
行
動
や

知
識
そ
の
も
の
が
身
に
付
い
て
い
な

か
っ
た
事
と
、
指
揮
命
令
系
統
も
う

ま
く
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
部
分
が

あ
り
、
多
く
の
公
共
施
設
へ
避
難
者

を
受
入
れ
る
初
動
体
制
は
ど
う
に
か

整
っ
た
も
の
の
、
避
難
所
運
営
に
お

い
て
は
、
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。
市
は
、
こ
の
反
省
を

踏
ま
え
、
万
一
の
災
害
に
備
え
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
自
身
、
発
災
直
後
に
し
た
こ
と

が
家
族
の
確
認
で
す
。
市
職
員
に
も

家
族
が
い
る
の
で
市
役
所
に
出
る
ま

で
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が

あ
り
ま
す
。
職
員
も
様
々
な
事
を
乗

り
越
え
て
公
務
に
付
け
る
も
の
で
す
。

公
務
と
い
う
職
の
重
大
さ
難
し
さ
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

玉
名
市
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援

者
制
度
は
、
災
害
発
生
が
予
想
さ
れ

た
時
、
本
人
一
人
で
避
難
す
る
こ
と

が
困
難
な
方
々
を
支
援
す
る
制
度
で

す
。
本
人
の
緊
急
連
絡
先
、
日
頃
の

生
活
状
態
、
避
難
行
動
を
支
援
し
て

頂
く
方
等
の
情
報
を
市
に
登
録
し
、

災
害
時
の
支
援
活
動
に
役
立
て
る
こ

と
と
、
平
常
時
か
ら
の
見
守
り
に
役

立
て
る
も
の
で
す
。
制
度
に
は
、
民

生
委
員
の
方
々
が
深
く
関
わ
っ
て
頂

熊
本
地
震
を
振
り
返
っ
て



9697　　語り継ぐあの日あの時

玉
名
市
保
健
予
防
課
課
長
補
佐

吉
村 

沢
子
さ
ん

き
、
登
録
の
推
進
か
ら
見
守
り
、
災

害
時
の
安
否
確
認
な
ど
、
最
も
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

民
生
委
員
の
方
々
は
、
制
度
の
推
進

に
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
委
員
で

あ
り
ま
す
。

今
回
の
地
震
に
お
い
て
は
、
登
録

者
名
簿
の
活
用
に
よ
っ
て
安
否
確
認

に
大
き
な
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。
今

後
も
市
と
民
生
委
員
さ
ん
と
が
一
体

と
な
り
、
災
害
弱
者
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

発
災
後
、
市
役
所
に
た
く
さ
ん
の

被
災
さ
れ
た
方
が
相
談
や
問
い
合
わ

せ
等
で
来
庁
さ
れ
た
事
で
、
被
災
状

況
が
だ
ん
だ
ん
と
分
っ
て
き
ま
し
た
。

被
害
は
山
間
地
域
や
海
沿
い
の
地
域

に
偏
り
、
局
地
的
な
被
害
で
し
た
。

そ
ん
な
な
か
一
組
の
ご
夫
婦
が
相
談

に
見
え
、
涙
な
が
ら
の
相
談
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
様
々
な
相
談
を
受
け

る
た
め
、
先
ず
は
熊
本
地
震
災
害
総

合
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
、
被
災
者
の
生
活
再
建
支
援

を
目
的
と
す
る
「
熊
本
地
震
被
災
者

支
援
課
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
課
設
置
に
よ
っ
て
被
災
者

の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
対
応
と
な

り
、
被
災
者
の
生
活
再
建
の
道
筋
が

随
分
と
早
ま
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
し

た
。熊

本
地
震
は
、
私
た
ち
市
民
や
県

民
に
深
い
悲
し
み
と
様
々
な
痛
み
を

残
し
、
私
た
ち
の
未
来
や
夢
を
奪
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
人
は
幾
多
の
災

害
や
苦
難
か
ら
学
び
そ
の
教
訓
を
生

か
し
成
長
し
今
日
が
あ
り
ま
す
。
私

は
、
今
回
の
こ
と
で
市
民
一
人
ひ
と

り
の
優
し
さ
や
絆
の
強
さ
、
温
か
い

地
域
の
力
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

ま
た
、
い
つ
の
日
か
、
必
ず
大
き

な
災
害
が
起
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

市
民
一
人
ひ
と
り
の
備
え
も
大
切
で

す
が
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
災

害
弱
者
に
と
っ
て
も
、
優
し
い
玉
名

市
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
防
災
行
政
を
市
の
最
重
要
施
策

の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
、
災
害
の

無
い
玉
名
、
災
害
に
強
い
玉
名
に
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

本
震
が
あ
っ
た
四
月
十
六
日（
土
）

は
、
勤
務
地
が
派
遣
先
の
県
庁
か
ら

玉
名
市
保
健
予
防
課
に
異
動
に
な
り
、

年
度
当
初
で
ま
だ
落
ち
着
か
な
い
状

況
で
し
た
。
ま
た
、
そ
の
日
は
自
家

用
車
が
な
く
、
自
宅
の
長
洲
町
か
ら

夜
中
に
タ
ク
シ
ー
で
出
勤
し
ま
し
た
。

玉
名
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
が
満
杯
の
た
め
急
き
ょ
避
難

所
に
な
り
、
続
々
と
避
難
者
が
来
ら

れ
ま
し
た
。
大
ホ
ー
ル
、
和
室
、
ロ

ビ
ー
も
一
杯
に
な
り
、
ま
た
他
の
部

屋
は
、
妊
婦
さ
ん
や
感
染
症
の
方
で

埋
ま
り
ま
し
た
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
か

ら
も
連
絡
が
あ
り
、
保
健
師
は
避
難

者
の
支
援
に
行
き
ま
し
た
。
他
の
避

難
所
も
避
難
者
の
健
康
状
態
が
気
に

な
り
ま
し
た
が
、
余
裕
が
な
く
巡
回

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

避
難
者
は
、
熱
発
さ
れ
て
い
る
方
、

そ
の
日
が
出
産
予
定
日
の
妊
婦
の

方
、
頭
痛
や
吐
き
気
が
あ
る
方
、
過

呼
吸
の
方
、
高
齢
者
で
介
護
を
必
要

と
す
る
方
等
が
お
ら
れ
、
職
員
は

様
々
な
対
応
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
五
〇
名
の
避
難
者
が
来
ら
れ
ま
し

た
が
、
朝
方
に
は
殆
ど
の
避
難
者
が

帰
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

熊
本
地
震
体
験
記
　
語
り
継
ぐ
あ
の
日
あ
の
時

ー

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−

熊
本
地
震
に
お
け
る

保
健
予
防
課
保
健
師
の
活
動
を
通
し
て
経
験
し
た
こ
と



9899　　語り継ぐあの日あの時

熊
本
地
震
体
験
記
　
語
り
継
ぐ
あ
の
日
あ
の
時

ー

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−

て
い
る
と
の
情
報
に
よ
り
、
防
災
無

線
で
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
予

防
の
周
知
や
チ
ラ
シ
を
作
成
し
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
等
を
行
な
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
避
難
所
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
等
の
感
染
症
予
防
の
た
め
の
対
策
、

紙
オ
ム
ツ
や
ミ
ル
ク
等
の
支
援
物
資

の
配
付
、
被
災
者
相
談
窓
口
が
開
設

さ
れ
る
と
同
時
に
「
こ
こ
ろ
の
相
談

窓
口
」
と
し
て
の
対
応
も
行
い
ま
し

た
。災

害
時
の
保
健
事
業
の
中
で
と
て

も
感
動
し
た
こ
と
は
、
玉
名
市
に
出

向
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
外
務
省
の

方
や
厚
生
労
働
省
の
方
の
調
整
に
よ

り
、災
害
派
遣
精
神
医
療
チ
ー
ム（
Ｄ

Ｐ
Ａ
Ｔ
）
の
兵
庫
チ
ー
ム
を
派
遣
し

て
い
た
だ
き
、
研
修
会
の
開
催
が
決

ま
っ
て
実
施
ま
で
の
期
間
が
と
て
も

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
え
た
こ
と
で

す
。
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
の
研
修
会
が
決
ま
っ

た
五
月
十
二
日
に
健
康
福
祉
部
各
課

の
協
力
で
対
象
者
に
通
知
し
、
十
六

日
（
月
）
か
ら
現
地
に
入
る
Ｄ
Ｐ
Ａ

Ｔ
の
方
と
そ
の
日
の
朝
か
ら
打
ち
合

わ
せ
を
行
い
、
夕
方
に
配
布
資
料
の

デ
ー
タ
が
届
き
ま
し
た
。
翌
日
の
午

前
十
時
か
ら
二
時
間
の
研
修
会
を
行

い
ま
し
た
。
研
修
会
の
対
象
者
は
、

健
康
福
祉
部
各
課
、
保
育
園
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
学
校
等
、
子
ど

も
や
高
齢
者
に
関
わ
る
関
係
機
関
で

あ
り
、
一
二
〇
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
現
場
で
の
悩
み
の
質
問
も
多

く
、
参
加
者
は
精
神
的
な
症
状
の
対

応
に
つ
い
て
等
学
ぶ
こ
と
が
で
き
大

変
有
意
義
な
研
修
会
で
し
た
。
関

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
方
に
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。

そ
の
研
修
会
を
基
に
、
二
十
四
日

の
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議
会

総
会
で
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
に
つ
い

て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
災
害
時
の
保
健
活
動
に
生

か
し
て
い
く
た
め
に
、
五
月
二
十
五

日
の
保
健
師
栄
養
士
の
定
例
会
で

「
保
健
師
の
熊
本
地
震
の
取
組
み
の

振
返
り
に
つ
い
て
」
検
討
を
行
い
ま

し
た
。
保
健
医
療
対
策
の
支
援
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
支
援
者
の
把
握
の
在

り
方
、
車
中
泊
の
対
応
等
体
制
の
問

題
、
地
域
の
健
康
状
況
の
把
握
で
は
、

保
健
師
が
担
当
す
る
地
区
の
区
長
さ

ん
や
民
生
委
員
さ
ん
等
関
係
者
と
の

日
頃
か
ら
の
関
係
づ
く
り
が
重
要
で

あ
る
等
保
健
師
の
心
得
な
ど
、
多
く

の
課
題
や
対
策
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
日
は
相
談
用
の
記
録
用
紙
の

準
備
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
勤
務
体

制
を
つ
く
り
、
昼
頃
帰
宅
し
ま
し
た
。

十
七
日
（
日
）
の
昼
頃
玉
名
保
健

セ
ン
タ
ー
の
避
難
所
は
閉
鎖
し
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
集
約
さ
れ
て
お
り
、

十
八
日
（
月
）
の
深
夜
か
ら
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
の
避
難
者
へ
の
支
援
を
行

な
っ
た
後
、
朝
か
ら
保
健
予
防
課
の

業
務
に
就
き
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省

や
熊
本
県
、
全
国
保
健
師
長
会
等
作

成
の
災
害
時
の
保
健
福
祉
関
係
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
保
健
指
導
用
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り

探
し
、
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
調
べ
、
周
知
用
ポ
ス
タ
ー
等
の

準
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
保
健

所
か
ら
も
食
品
衛
生
対
策
等
の
通
知

が
入
り
始
め
ま
し
た
。

地
震
に
よ
る
災
害
状
況
の
把
握
が

で
き
な
い
ま
ま
、
情
報
の
伝
達
ル
ー

ト
も
わ
か
ら
ず
、
戸
惑
い
な
が
ら
、

平
常
業
務
を
遂
行
し
ま
し
た
。
そ
の

夜
か
ら
保
健
師
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
避

難
所
の
当
番
も
一
人
ず
つ
順
番
で

回
っ
て
く
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

以
後
、
刻
々
と
状
況
が
変
わ
っ
て

い
く
中
で
、
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
常
に
考
え
を
巡
ら
し
、
目

ま
ぐ
る
し
く
過
ご
し
た
日
々
で
し
た
。

発
災
四
日
目
に
は
、
保
健
予
防
課

保
健
師
で
「
災
害
時
の
保
健
師
の
対

応
（
避
難
所
の
対
応
や
こ
れ
か
ら
の

保
健
活
動
）
に
つ
い
て
」
話
合
い
を

行
い
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
検
討
し
た
こ
と
を
生
か

し
て
、
保
健
師
は
担
当
地
区
の
住
民

の
健
康
問
題
に
つ
い
て
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
毎
に
把
握
し
た
り
、
母
子
保

健
推
進
員
さ
ん
に
妊
婦
さ
ん
へ
の
声

掛
け
の
依
頼
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

乳
幼
児
健
診
等
で
も
親
子
の
精
神
状

態
を
把
握
す
る
よ
う
に
努
め
支
援
し

ま
し
た
。

発
災
五
日
目
か
ら
昼
間
に
各
避
難

所
の
保
健
師
巡
回
を
始
め
ま
し
た
。

各
避
難
所
で
は
、
う
つ
状
態
の
方
や

高
齢
の
要
介
護
者
、
市
外
か
ら
避
難

し
て
い
る
要
介
護
者
等
様
々
な
方
が

お
ら
れ
、
傾
聴
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
高
齢
介
護
課
等
に
繋
ぐ
な

ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
発
災
か
ら
車
中
泊
も
問
題

に
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
方
々
に
も

尋
ね
た
り
し
ま
し
た
が
、
夜
遅
く
来

ら
れ
る
た
め
把
握
し
づ
ら
い
状
況
で

し
た
。
天
水
地
区
で
車
中
泊
が
あ
っ
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七
月
末
頃
に
や
っ
と
地
震
に
係
わ

る
こ
と
に
つ
い
て
落
ち
着
い
て
き
た

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

熊
本
地
震
が
あ
っ
て
か
ら
は
、
災

害
時
の
保
健
活
動
の
体
験
発
表
や
意

見
交
換
会
、
講
義
等
の
研
修
会
が
多

く
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
健
師
皆

が
災
害
時
の
保
健
活
動
に
つ
い
て
学

ぶ
と
共
に
保
健
予
防
課
や
関
係
各
課

と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
課
題
の
解

決
に
向
け
て
話
し
合
い
を
継
続
的
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
体
験
は
初
め
て
で
あ

り
、
戸
惑
い
が
多
い
日
々
で
し
た
。

市
民
の
命
と
暮
ら
し
、
健
康
を
守
れ

る
よ
う
日
頃
か
ら
の
準
備
が
重
要
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−

熊
本
地
震
体
験
記
　
語
り
継
ぐ
あ
の
日
あ
の
時

ー

熊
本
地
震
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

玉
名
市
横
島
町
で
八
十
八
歳
の
母

親
と
九
十
四
歳
の
叔
母
と
一
緒
に
、

酒
店
と
薬
店
を
営
む
黒
田
義
知
さ
ん
。

薬
店
は
創
業
百
年
を
迎
え
、
黒
田
さ

ん
で
三
代
目
と
い
う
老
舗
で
す
。
ま

た
、
自
宅
も
母
親
の
実
家
も
築
百
年

以
上
で
あ
っ
た
た
め
、
熊
本
地
震
で

は
少
な
か
ら
ず
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

「
前
震
の
時
は
、
い
き
な
り
下
か

ら
ド
ン
ッ
と
突
き
上
げ
る
よ
う
な
衝

撃
が
き
た
と
思
っ
た
ら
、
グ
ラ
グ
ラ

揺
れ
出
し
た
の
で
、
す
ぐ
に
母
と
叔

母
を
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
避
難
さ
せ
ま

し
た
」
と
黒
田
さ
ん
。
年
に
二
回
は

避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
黒

田
さ
ん
は
、
次
の
日
の
夜
も
、
母
親

と
叔
母
に
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
を
書
い

た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
せ
、
厚
手
の

ジ
ャ
ン
バ
ー
を
着
せ
靴
も
は
か
せ
た

ま
ま
テ
ー
ブ
ル
の
下
で
休
ま
せ
た
そ

う
で
す
。「
高
齢
で
足
が
悪
い
二
人

を
い
ざ
と
い
う
時
、
私
一
人
で
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
油
断
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
ん
で

す
」。
果
た
し
て
本
震
が
起
こ
り
ま

し
た
。「
ま
る
で
洗
濯
機
の
中
に
放

り
込
ま
れ
た
感
じ
」
だ
っ
た
と
言
い

ま
す
。

黒
田 

義
知
さ
ん
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幸
い
酒
店
と
薬
店
の
店
鋪
は
ど
ち

ら
も
ほ
と
ん
ど
被
害
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
住
ま
い
の
方
は
そ
う

は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
自
宅
は

ち
ょ
う
ど
数
年
前
、
屋
根
の
葺
き
替

え
と
外
壁
を
張
り
替
え
て
い
た
の
で

外
見
は
な
ん
と
も
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
家
の
中
は
悲
惨
な
状
態
で
し

た
。
内
壁
は
く
ず
れ
床
の
間
の
板
は

裂
け
、
二
階
は
家
具
や
物
が
倒
れ
て

ド
ア
が
開
か
な
く
な
り
、
三
部
屋
あ

る
内
の
二
部
屋
に
は
い
ま
だ
に
入
れ

な
い
状
態
で
す
」
と
黒
田
さ
ん
。
さ

ら
に
母
親
の
実
家
は
全
壊
、
倉
庫
二

棟
が
半
壊
し
た
そ
う
で
す
。「
業
者

の
方
に
頼
ん
で
、
位
牌
と
写
真
や
手

紙
だ
け
は
多
少
な
り
と
も
取
り
出
し

て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
他
は

祖
父
母
の
形
見
も
何
も
か
も
を
失
い
、

母
は
相
当
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
一
時
は
“
私
も
は
や
く
あ
の

世
に
行
き
た
い
〟
と
言
う
ほ
ど
憔
悴

し
き
っ
た
様
子
で
心
配
し
た
も
の
で

す
」ま

た
、
黒
田
さ
ん
は
熊
本
県
医
薬

品
登
録
販
売
者
協
会
の
理
事
を
務
め

て
お
り
、
地
震
の
翌
日
に
は
熊
本
市

内
の
四
階
建
て
ビ
ル
二
階
に
あ
る
同

協
会
の
事
務
所
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

「
熊
本
市
内
の
家
や
ビ
ル
が
倒
壊
し

て
い
る
様
子
を
見
て
、
地
震
の
凄

ま
じ
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
」。
協

会
事
務
所
が
入
っ
て
い
る
ビ
ル
も
階

段
が
ず
れ
て
い
て
、
事
務
所
の
中
に

入
る
と
薬
の
臭
い
が
充
満
し
て
お

り
、
薬
品
棚
や
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
倒

れ
、
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
に
書
籍
や
資
料

が
散
乱
し
て
い
た
そ
う
。「
数
人
の

協
会
員
と
共
に
二
か
月
か
け
て
片
づ

け
ま
し
た
が
、
貴
重
な
資
料
も
随
分

廃
棄
し
ま
し
た
。
ま
た
、
協
会
員
の

約
四
〇
店
鋪
は
、
被
災
の
た
め
廃
業

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
本
当
に
残
念
で

す
」そ

の
後
も
、
黒
田
さ
ん
は
実
家
の

解
体
・
片
づ
け
な
ど
、
震
災
の
後
始

末
に
追
わ
れ
る
日
々
を
過
ご
し
、
過

労
の
た
め
ぎ
っ
く
り
腰
ま
で
患
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で

も
、
平
成
二
十
九
年
七
月
に
起
こ
っ

た
九
州
北
部
豪
雨
の
際
は
、
友
人
が

被
災
し
た
こ
と
も
あ
り
、
朝
倉
市
で

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
み
ま

し
た
。「
自
分
た
ち
が
熊
本
地
震
を

経
験
し
た
か
ら
こ
そ
、
災
害
で
苦
し

ん
で
い
る
人
た
ち
を
放
っ
て
は
お
け

ま
せ
ん
。
母
た
ち
も
“
行
っ
て
あ
げ

な
さ
い
〟
と
応
援
し
て
く
れ
ま
し

た
」。
七
月
は
毎
日
、
八
月
か
ら
十

月
ま
で
は
毎
週
末
、
熊
本
か
ら
車
で

通
っ
た
そ
う
で
す
。
現
地
で
必
要
な

も
の
は
何
か
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
飲
料

水
は
足
り
て
い
る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
使
う
、
手
洗
い
用
の
水
や

道
具
を
洗
う
た
め
の
水
が
不
足
し
て

い
る
と
の
事
だ
っ
た
の
で
、
井
戸
水

が
使
用
で
き
る
現
地
周
辺
の
お
宅
か

ら
井
戸
水
を
分
け
て
も
ら
い
、
被
災

地
へ
運
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
土
砂
の

掻
き
出
し
や
ゴ
ミ
の
廃
棄
、
廃
材
の

運
搬
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
そ
う
で

す
。
真
夏
の
炎
天
下
で
の
活
動
は
過

酷
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
の

中
に
は
熱
中
症
で
倒
れ
る
人
も
い
た

の
だ
と
か
。「
大
変
で
し
た
が
、
家

を
な
く
し
た
友
人
を
は
じ
め
、
被
災

し
た
人
た
ち
の
痛
み
を
思
っ
て
が
ん

ば
り
ま
し
た
」

最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
実
家
の

後
片
付
け
が
済
み
、
朝
倉
市
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
一
段
落
し
た
黒
田
さ

ん
。「
こ
れ
か
ら
や
っ
と
我
が
家
の

片
づ
け
を
始
め
ら
れ
ま
す
」
と
苦
笑

し
て
い
ま
し
た
。

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−
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外
務
省
領
事
局
邦
人
テ
ロ
対
策
室

首
席
事
務
官

江
端 

康
行
さ
ん

官
邸
か
ら
の
指
示
に
よ
り
、
四
月

十
九
日
か
ら
三
週
間
、
私
は
熊
本
地

震
の
復
興
支
援
の
た
め
に
外
務
省
か

ら
玉
名
市
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
の
記
録
を
基
に
、
私
が
玉
名
市
の

皆
さ
ん
と
共
に
行
っ
た
取
組
を
日
記

風
に
纏
め
ま
し
た
。
玉
名
市
の
被
害

は
他
の
地
域
に
比
べ
れ
ば
大
き
く
は

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
避
難
所
生

活
を
速
や
か
に
脱
却
し
、
早
期
に
復

旧
・
復
興
フ
ェ
ー
ズ
に
移
行
す
る
こ

と
が
最
大
の
課
題
で
し
た
。
そ
の
中

で
、
玉
名
市
は
被
害
認
定
基
準
の
設

定
等
、
熊
本
県
全
体
の
復
興
を
牽
引

す
る
上
で
多
大
な
貢
献
を
行
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
玉
名
市
関

係
者
の
高
い
専
門
性
と
真
摯
な
努
力

が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
仲
間
達
と
共
に
全
力
で
働

け
た
こ
と
を
大
変
誇
り
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
道
の
り
は
長
い

で
し
ょ
う
が
、
熊
本
県
が
一
日
も
早

く
震
災
か
ら
完
全
に
復
興
す
る
こ
と

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
平
成
二
十
八
年
四
月
十
七
日（
日
）

安
倍
総
理
は
、
熊
本
地
震
の
被
災

者
支
援
と
し
て
、「
国
の
職
員
を
被

熊
本
地
震
体
験
記
　
語
り
継
ぐ
あ
の
日
あ
の
時

ー

「
外
務
省
」
熊
本
地
震
奮
闘
記

―
復
旧
・
復
興
フ
ェ
ー
ズ
に
向
け
た
玉
名
市
の
挑
戦
―

災
市
町
村
に
派
遣
す
る
」
と
発
表
し

た
。
自
宅
で
ニ
ュ
ー
ス
は
見
て
い
た

が
、
熊
本
市
内
に
住
む
両
親
は
無
事

で
あ
っ
た
し
、
実
家
に
大
き
な
被
害

が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
か

ら
三
週
間
に
亘
り
、
自
分
が
熊
本
地

震
の
復
興
支
援
に
関
与
す
る
と
は
、

こ
の
時
は
全
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

●
平
成
二
十
八
年
四
月
十
八
日（
月
）

人
事
課
か
ら
電
話
。
全
て
の
中
央

省
庁
か
ら
職
員
を
熊
本
に
派
遣
す
る

こ
と
と
な
り
、
外
務
省
か
ら
は
二
名

を
送
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
、
つ
い

て
は
是
非
行
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と

の
内
容
。
勿
論
、「
い
い
で
す
よ
」

と
回
答
。
二
〇
一
五
年
の
ネ
パ
ー
ル

大
地
震
の
復
興
支
援
に
深
く
関
与
し

た
経
験
が
あ
り
、
ま
た
、
二
〇
〇
四

～
〇
五
年
に
イ
ラ
ク
の
サ
マ
ー
ワ
で

陸
上
自
衛
隊
と
共
に
復
興
支
援
活
動

に
従
事
し
た
経
験
も
あ
る
の
で
、
こ

れ
ら
の
経
験
が
震
災
の
復
興
支
援
に

役
立
て
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

考
え
て
い
た
。
大
規
模
な
余
震
が
起

き
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
イ

ラ
ク
で
合
計
五
発
も
迫
撃
砲
や
ロ

ケ
ッ
ト
弾
攻
撃
を
受
け
た
こ
と
を
思

え
ば
、
ま
ぁ
、
大
丈
夫
で
あ
ろ
う
。

●
平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日（
火
）

い
つ
出
発
す
る
の
か
、
ど
の
く
ら

い
の
期
間
派
遣
さ
れ
る
の
か
は
分
か

ら
な
か
っ
た
。
念
の
た
め
、
一
週
間

分
の
着
替
え
を
持
っ
て
出
勤
。
午
前

中
に
本
日
の
出
発
は
な
い
だ
ろ
う
と

告
げ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
午
後
に

な
っ
て
突
然
内
閣
官
房
か
ら
指
示
が

来
た
。「
今
日
中
に
熊
本
県
庁
に
出

頭
せ
よ
。
飛
行
機
等
は
自
分
で
手
配

し
て
ほ
し
い
」
と
の
こ
と
。
現
地
対

策
本
部
の
あ
る
熊
本
県
庁
も
被
災
し

て
お
り
、
現
場
は
相
当
混
乱
し
て
い

る
ら
し
い
。
急
い
で
飛
行
機
を
予
約
。

取
り
敢
え
ず
、
緊
急
援
助
用
装
備
品

（
注
：
海
外
で
の
大
規
模
災
害
に
際

し
、
外
務
省
か
ら
国
際
緊
急
援
助
隊

や
海
外
緊
急
援
助
チ
ー
ム（
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）

が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

防
災
服
、
ブ
ー
ツ
、
寝
袋
、
懐
中
電

灯
と
い
っ
た
緊
急
援
助
用
の
装
備
が

常
に
ひ
と
と
お
り
用
意
さ
れ
て
い

る
）
を
掴
ん
で
羽
田
へ
向
か
う
。
背

中
に
「
外
務
省
」
と
刺
繍
の
入
っ
た

防
災
服
に
着
替
え
る
。（
映
画「
シ
ン
・

ゴ
ジ
ラ
」
に
出
て
い
た
外
務
省
の
防

災
服
と
そ
っ
く
り
で
あ
る
）。
羽
田
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発
熊
本
行
き
全
日
空
最
終
便
は
ガ
ラ

ガ
ラ
で
、
一
見
し
て
支
援
関
係
者
と

分
か
る
乗
客
ば
か
り
。
着
陸
前
に
客

室
乗
務
員
が
紙
コ
ッ
プ
や
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
、
お
つ
ま
み
や
飲
料
水

に
至
る
ま
で
、
機
内
の
消
耗
品
を
全

て
放
出
し
て
乗
客
に
配
っ
て
く
れ
た
。

「
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
の
一
言

に
背
中
を
押
さ
れ
た
気
が
し
た
。

熊
本
空
港
か
ら
何
と
か
県
庁
ま
で

辿
り
着
き
、
内
閣
官
房
の
現
地
対
策

本
部
に
出
頭
。
既
に
二
十
三
時
を

回
っ
て
い
た
。
明
朝
の
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
ま
で
取
り
敢
え
ず
解
散
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
何
と
宿
舎
は
用
意
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
周
囲
の
ホ
テ
ル
等

は
満
室
と
の
こ
と
。
県
庁
自
体
が
被

災
し
て
い
る
し
、
被
災
者
の
方
三
十

人
く
ら
い
が
寝
泊
ま
り
し
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
の
で
、
贅
沢
は
言
え
な
い
。

諦
め
て
県
庁
の
廊
下
に
寝
る
こ
と
に

し
た
。
四
月
な
の
に
か
な
り
底
冷
え

す
る
。
寝
袋
に
入
っ
て
も
床
か
ら
の

冷
気
が
こ
た
え
た
。
被
災
者
の
方
が

見
か
ね
て
段
ボ
ー
ル
を
分
け
て
く
れ

た
。
段
ボ
ー
ル
を
敷
く
だ
け
で
と
て

も
暖
か
か
っ
た
。
ひ
っ
き
り
な
し
に

余
震
が
あ
り
、
な
か
な
か
寝
付
け
な

か
っ
た
。

●
平
成
二
十
八
年
四
月
二
〇
日（
水
）

現
地
対
策
本
部
の
全
体
会
議
で
派

遣
先
リ
ス
ト
が
配
ら
れ
た
。
行
き
先

は「
玉
名
市
」。
中
央
省
庁
の
仕
事
は
、

避
難
所
に
不
足
し
て
い
る
物
資
を
的

確
に
把
握
し
、
直
接
内
閣
府
か
ら
現

地
へ
プ
ッ
シ
ュ
式
で
送
り
届
け
る
と

い
う
も
の
。「
本
日
中
に
各
自
治
体

に
出
頭
し
、
首
長
に
面
会
せ
よ
」
と

の
指
示
。
市
電
と
Ｊ
Ｒ
と
タ
ク
シ
ー

を
乗
り
継
い
で
何
と
か
玉
名
市
役
所

へ
。
途
中
、
熊
本
城
の
前
を
通
っ
た

が
、
あ
ま
り
に
も
変
わ
り
果
て
た
姿

に
衝
撃
を
受
け
た
。
被
害
状
況
は
想

像
を
超
え
て
い
る
。
玉
名
市
到
着

後
、
髙
嵜
市
長
、
斉
藤
副
市
長
と
面

談
。
防
災
安
全
課
長
か
ら
玉
名
市
の

現
状
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
を
受

け
、
そ
の
後
、
市
内
四
カ
所
の
避
難

所
を
回
り
、
状
況
を
把
握
。
避
難
所

に
は
合
計
四
百
四
十
人
が
滞
在
。
夜

の
余
震
が
怖
い
と
の
こ
と
で
お
年
寄

り
を
中
心
に
避
難
所
に
人
が
集
ま
っ

て
い
た
。
女
性
消
防
団
員
が
避
難
所

の
お
年
寄
り
の
話
し
相
手
を
す
る
と

い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
二
十
三

時
く
ら
い
ま
で
続
い
て
い
た
。
な
か

な
か
出
来
る
こ
と
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
背
中
に
「
外
務
省
」

と
入
っ
た
防
災
服
は
ど
う
や
ら
人
目

を
惹
く
よ
う
だ
。
外
務
省
の
仕
事
の

中
心
は
海
外
で
あ
り
、
国
内
で
は
馴

染
み
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
外
務
省

と
被
災
地
と
い
う
組
合
せ
に
違
和
感

も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
通
り
す
が
り
の

方
か
ら
何
回
も
「
外
務
省
？
何
ば
し

よ
っ
と
で
す
か
？
」
と
質
問
さ
れ
た
。

「
被
災
地
支
援
で
す
」
と
答
え
る
と
、

「
そ
ぎ
ゃ
ん
ね
？
」
と
い
う
半
信
半

疑
的
な
反
応
と
、「
そ
ら
～
、
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
期
待
感
を
滲

ま
せ
る
反
応
と
二
通
り
。
外
務
省
は

海
外
で
多
く
の
緊
急
援
助
の
実
績
が

あ
り
、
更
に
は
行
政
官
と
し
て
政
策

面
や
体
制
面
で
の
貢
献
も
出
来
る
は

ず
で
あ
る
。
玉
名
市
は
、
益
城
、
南

阿
蘇
、
熊
本
市
と
い
っ
た
大
き
な
被

害
が
出
た
地
域
に
比
べ
て
比
較
的
状

況
は
落
ち
着
い
て
い
る
だ
け
に
、
熊

本
県
の
他
の
地
域
に
先
駆
け
て
復
興

へ
向
け
た
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
は
ず
。
そ
の
た
め
に
「
外
務
省
」

の
看
板
を
背
負
っ
て
力
を
尽
く
し
て

い
こ
う
。
そ
う
決
め
た
。

●
平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
一
日（
木
）

玉
名
市
役
所
総
務
部
長
、
総
務
課

長
、
防
災
安
全
課
長
、
消
防
団
長
、

陸
自
給
水
隊
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
行

う
。
ま
た
、
県
の
出
先
で
あ
る
玉
名

地
域
振
興
局
に
お
い
て
局
長
他
、
各

関
係
部
長
よ
り
、
道
路
、
教
育
、
水

道
、
保
健
、
医
療
、
農
業
の
現
状
に

つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
受
け
た
。
今

朝
か
ら
の
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
等
が

心
配
さ
れ
る
。
現
地
対
策
本
部
に
は
、

早
急
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
と
土
嚢
袋
を

補
充
す
る
よ
う
申
し
入
れ
る
と
共
に
、

マ
ッ
ト
、
間
仕
切
り
用
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

ホ
ッ
カ
イ
ロ
、
栄
養
補
給
ゼ
リ
ー
の

補
充
を
現
地
対
策
本
部
に
要
請
。

●
平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
二
日（
金
）

玉
名
市
内
で
最
も
被
害
の
大
き

か
っ
た
天
水
地
区
を
視
察
。
み
か
ん

農
家
の
石
垣
が
か
な
り
崩
れ
て
い
た
。

石
垣
の
瓦
礫
を
取
り
除
く
た
め
に
市

と
消
防
団
が
協
力
し
て
対
応
す
る
方

向
。
震
災
に
関
す
る
行
政
と
し
て
の

対
応
を
一
元
的
に
受
け
付
け
る
「
地

震
災
害
相
談
窓
口
」
の
設
置
に
つ
い

て
市
長
の
了
承
を
取
り
付
け
る
。
午

後
は
、
県
の
玉
名
地
方
対
策
本
部
定

例
会
議
、
及
び
髙
嵜
市
長
参
加
の
下
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で
開
か
れ
た
第
十
六
回
災
害
対
策
本

部
に
出
席
。「
ポ
ス
ト
避
難
所
」
を

見
据
え
た
議
論
が
行
わ
れ
る
。
熊
本

県
の
他
の
地
域
よ
り
も
一
歩
先
を
行

く
玉
名
市
は
、
仮
設
住
宅
等
復
興

フ
ェ
ー
ズ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
れ

る
は
ず
。
そ
う
思
っ
て
い
た
ら
、「
緊

急
物
資
輸
送
車
両
」
と
書
か
れ
た
大

型
ト
ラ
ッ
ク
が
市
役
所
前
に
横
付
け
。

何
と
白
バ
イ
が
福
岡
か
ら
先
導
し
て

き
た
。
昨
日
頼
ん
だ
栄
養
補
給
ゼ

リ
ー
が
も
う
到
着
。
市
の
方
々
か
ら

は
、「
今
ま
で
物
が
全
然
届
か
な
か
っ

た
の
に
、
江
端
さ
ん
が
来
て
か
ら
物

が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
。
霞
ヶ
関
は

凄
か
ね
ぇ
！
」
と
大
喜
び
。
な
る
ほ

ど
、
中
央
省
庁
に
し
か
出
来
な
い
こ

と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
夜
は
、

中
央
病
院
で
車
中
泊
の
エ
コ
ノ
ミ
ー

ク
ラ
ス
症
候
群
対
策
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
る
看
護
師
の
方
々

と
意
見
交
換
。
そ
の
後
、
天
水
地
区

の
避
難
所
で
、
お
年
寄
り
の
心
の
ケ

ア
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
女
性
消
防
団
員
と
意
見
交
換
。
そ

れ
ぞ
れ
大
変
素
晴
ら
し
い
活
動
を
し

て
お
ら
れ
る
。

夜
に
防
災
安
全
課
の
方
に
玉
名

ラ
ー
メ
ン
の
お
店
に
連
れ
て
行
っ
て

頂
く
。
何
軒
か
有
名
な
お
店
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
ご
贔
屓
の
お
店
が
あ
る

ら
し
い
。
何
と
も
濃
厚
な
ス
ー
プ
。

う
ま
か
っ
た
。
ラ
ー
メ
ン
屋
め
ぐ
り

を
し
て
い
る
時
間
は
な
さ
そ
う
だ
が
、

少
し
楽
し
み
に
な
っ
た
。

●
平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
三
日（
土
）

午
前
八
時
三
十
分
、
昨
日
市
長
か

ら
了
承
を
得
た
「
地
震
災
害
相
談
窓

口
」
を
開
設
。
家
屋
損
壊
の
相
談
が

一
〇
件
入
っ
た
。
未
だ
具
体
的
に
支

援
策
を
案
内
す
る
こ
と
は
出
来
な
い

の
で
、
要
望
だ
け
を
承
っ
て
い
る
。

玉
名
市
の
被
害
状
況
を
考
え
れ
ば
、

避
難
所
等
の
緊
急
対
応
フ
ェ
ー
ズ
か

ら
、
早
く
仮
設
住
宅
や
応
急
修
理
の

復
旧
・
復
興
フ
ェ
ー
ズ
に
移
行
す
べ

き
。
復
興
の
司
令
塔
で
あ
る
県
庁
も

被
災
し
て
い
る
た
め
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
プ
ロ
セ
ス
が
進
め
ら
れ
て

い
な
い
。
内
閣
府
防
災
担
当
も
初
期

の
復
興
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
市

が
県
の
委
任
を
受
け
る
形
で
進
め
て

良
い
と
示
唆
。
玉
名
市
の
取
組
が
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
れ
ば
、
他
の
自
治

体
も
玉
名
市
の
敷
い
た
レ
ー
ル
を
辿

れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
、
復
興

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−

に
必
要
な
関
係
部
局
を
一
元
化
す
る

よ
う
な
仕
組
み
が
作
れ
な
い
か
、
総

務
部
長
に
相
談
。
多
岐
に
わ
た
る
煩

雑
な
縦
割
り
行
政
を
一
本
化
出
来
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
で
も
復
興
に
向
け
た

プ
ロ
セ
ス
が
大
き
く
前
進
す
る
は
ず
。

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
と
土
嚢
袋
が
到
着
。

昼
か
ら
雨
が
降
っ
て
き
た
が
、
こ
れ

で
何
と
か
雨
が
凌
げ
そ
う
。
玉
名
消

防
署
の
方
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

状
況
を
聴
取
。
非
番
の
時
に
避
難
所

を
回
っ
て
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症

候
群
対
策
の
指
導
や
高
齢
者
の
心
の

ケ
ア
に
努
め
て
い
る
と
の
こ
と
。
避

難
が
長
期
化
す
れ
ば
、
孤
立
す
る
お

年
寄
り
の
話
し
相
手
が
重
要
と
な
る
。

特
に
三
〇
～
四
〇
歳
く
ら
い
の
地
元

女
性
が
相
手
す
る
の
が
良
い
と
の
こ

と
。
ま
た
、
子
供
の
心
の
ケ
ア
も
必

要
だ
と
の
意
見
も
。
こ
の
よ
う
な
活

動
を
具
体
的
に
支
援
す
る
方
法
は
な

い
も
の
か
。

●
平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
四
日（
日
）

玉
名
地
区
と
横
島
地
区
の
半
壊
物

件
を
視
察
。
激
甚
災
害
指
定
の
閣
議

決
定
が
明
日
行
わ
れ
る
見
通
し
で
あ

り
、
被
災
者
か
ら
照
会
が
来
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
前
に
倒
壊
家
屋
の

状
況
を
こ
の
目
で
見
て
お
き
た
か
っ

た
。
そ
の
後
、
総
務
部
長
、
防
災
安

全
課
長
、
総
合
福
祉
課
長
、
営
繕
課

長
等
と
そ
れ
ぞ
れ
断
続
的
に
調
整
。

災
害
救
助
法
及
び
被
災
者
生
活
再
建

支
援
制
度
の
下
で
の
被
害
認
定
を
行

う
た
め
の
専
属
調
査
チ
ー
ム
と
住
宅

対
策
を
一
元
化
す
る
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
立
す
る
こ
と

に
つ
い
て
副
市
長
の
下
で
招
集
さ
れ

る
部
長
会
議
で
了
承
を
取
り
付
け
る
。

専
属
調
査
チ
ー
ム
に
は
建
築
士
の
資

格
の
あ
る
職
員
が
参
加
し
、
明
日
罹

災
証
明
の
認
定
基
準
を
統
一
す
る
た

め
の
模
擬
調
査
を
行
う
こ
と
に
。

●
平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
五
日（
月
）

副
市
長
の
下
で
、
総
務
部
長
、
建

設
部
長
、
健
康
福
祉
部
長
、
市
民
生

活
部
長
と
会
議
を
行
う
。
被
災
者
生

活
再
建
支
援
法
及
び
災
害
救
助
法
の

下
で
の
住
宅
対
策
を
一
元
的
に
扱
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。
先
ず
は
住

宅
支
援
業
務
に
つ
い
て
勉
強
会
を
開

催
し
、
チ
ー
ム
内
の
専
門
性
を
高
め
、

住
宅
問
題
に
つ
い
て
一
元
的
な
対
応

が
出
来
る
よ
う
に
す
る
。
一
昨
日
開
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設
し
た
地
震
災
害
総
合
相
談
窓
口
に

は
、
百
名
以
上
の
人
が
相
談
に
訪
れ

て
い
た
。
半
分
以
上
が
住
宅
被
害
の

相
談
。
や
は
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
活
動
は
急
務
で
あ
る
。
市
長
の

下
、
庁
議
を
開
催
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
発
足
が
了
承
さ
れ
た
。
午

後
か
ら
は
市
長
に
同
行
し
、
玉
名
市

内
の
被
災
地
を
視
察
。
ま
た
、
夕
方

に
第
十
七
回
災
害
対
策
本
部
会
議
を

開
催
。
避
難
所
で
の
感
染
症
対
策
等

を
議
論
。

●
平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
六
日（
火
）

被
害
認
定
調
査
チ
ー
ム
に
同
行

し
、
実
際
の
全
壊
・
半
壊
認
定
作
業

を
視
察
。
一
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り

に
や
っ
て
み
た
が
、
地
盤
の
液
状
化

や
ク
ラ
ッ
ク
が
地
震
由
来
か
ど
う
か

の
判
断
は
難
し
い
と
の
こ
と
。
や
は

り
専
門
家
に
来
て
も
ら
う
必
要
が
あ

り
そ
う
だ
。
夕
方
、
玉
名
市
商
工
会

議
所
の
震
災
支
援
情
報
交
換
会
に
出

席
。
県
地
域
振
興
局
、
市
、
建
設
業

協
会
、
商
店
街
連
盟
、
青
年
部
、
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
旅
館
組
合
、
市
議
会
等
が
活
動

報
告
。
住
宅
に
関
す
る
質
疑
応
答
が

殆
ど
で
あ
っ
た
。

●
平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
七
日（
水
）

朝
か
ら
総
務
部
長
、
健
康
福
祉
部

長
、
建
設
部
長
、
総
務
課
長
、
防
災

安
全
課
長
、
営
繕
課
長
、
総
合
福
祉

課
長
と
協
議
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
最
終
形
が
ま
と
ま
る
。
名
称
は

「
震
災
対
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

に
決
定
。
午
後
か
ら
約
二
時
間
半
、

震
災
対
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
第

一
回
勉
強
会
を
開
催
。
私
が
講
師
と

な
り
、
①
激
甚
災
害
指
定
、
②
被
災

者
生
活
再
建
支
援
、
③
災
害
救
助
法

の
下
で
の
支
援
に
つ
い
て
説
明
。

夜
に
総
合
福
祉
課
の
方
に
玉
名

ラ
ー
メ
ン
の
お
店
に
連
れ
て
行
っ
て

頂
く
。
う
ま
か
っ
た
。

●
平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
八
日（
木
）

昨
日
県
庁
で
行
わ
れ
た
被
害
認
定

基
準
の
説
明
会
に
出
席
し
た
調
査

チ
ー
ム
か
ら
よ
う
や
く
報
告
を
聞
く

こ
と
が
出
来
た
。
結
論
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
調
査
チ
ー
ム
が
使
っ
て
き

た
内
閣
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
な

く
、
中
越
地
震
の
際
に
開
発
さ
れ
た

シ
ス
テ
ム
（
家
屋
認
定
調
査
を
は
じ

め
被
災
者
生
活
再
建
支
援
業
務
を
総

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−

合
的
に
支
援
す
る
被
災
者
台
帳
・
生

活
支
援
シ
ス
テ
ム
）
を
採
用
す
る
こ

と
に
な
っ
た
模
様
。但
し
、調
査
チ
ー

ム
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
内
閣
府
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
新
シ
ス
テ
ム
の
基

準
と
で
は
大
き
く
異
な
る
結
果
が
出

る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
判
明
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
、
一
日
中
、
関
係
者

に
電
話
を
か
け
ま
く
っ
た
。
結
局
、

こ
れ
ま
で
の
被
害
認
定
や
罹
災
証
明

発
行
作
業
は
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。
残
念
で
あ
る
。

●
平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
九
日（
金
）

昭
和
の
日

作
業
を
中
断
し
た
こ
と
も
あ
り
、

一
日
休
み
を
頂
き
、
熊
本
市
内
の
実

家
へ
。

●
平
成
二
十
八
年
四
月
三
〇
日（
土
）

連
休
に
入
り
、
震
災
対
応
の
体
制

を
三
分
の
一
に
縮
小
。
震
災
以
来
、

不
眠
不
休
の
対
応
を
強
い
ら
れ
て
き

た
の
で
、
こ
こ
で
少
し
体
制
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
。
但
し
、
総
合
相
談

窓
口
は
、
引
き
続
き
同
じ
体
制
で
維

持
さ
れ
て
い
る
。
相
談
者
の
数
は
平

日
よ
り
も
減
少
し
て
い
る
模
様
。
避

難
所
は
遂
に
一
カ
所
に
集
約
さ
れ
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
観
点
か
ら
間
仕
切
り
の
ダ
ン
ボ
ー

ル
が
欲
し
い
と
の
要
望
が
上
が
っ
て

き
た
。
現
地
対
策
本
部
に
要
請
。

●
平
成
二
十
八
年
五
月
一
日
（
日
）

新
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
新
潟
の

チ
ー
ム
が
玉
名
市
に
来
訪
。
我
々
の

問
題
意
識
（
例
え
ば
内
閣
府
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
「
半
壊
」
と
判
定
さ
れ
た

も
の
が
、
中
越
地
震
基
準
で
は
「
全

壊
」
と
な
る
な
ど
）
に
つ
い
て
突
っ

込
ん
だ
議
論
が
三
時
間
に
亘
り
行
わ

れ
る
。
こ
の
結
果
、
中
越
地
震
基
準

だ
け
で
は
誤
解
を
招
く
こ
と
に
つ
い

て
納
得
し
て
も
ら
え
た
。
本
日
の
議

論
を
基
に
新
た
な
基
準
が
作
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
正
に
「
玉

名
基
準
」
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ

う
。
玉
名
市
の
専
門
家
チ
ー
ム
が
と

て
も
良
い
仕
事
を
し
た
お
陰
で
、
罹

災
証
明
の
発
行
を
始
め
と
す
る
復
興

フ
ェ
ー
ズ
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
熊
本
県
全
体
の
復

興
に
向
け
た
第
一
歩
で
も
あ
る
。
記

念
す
べ
き
日
と
な
っ
た
。

●
平
成
二
十
八
年
五
月
二
日
（
月
）



112113　　語り継ぐあの日あの時

玉
名
市
商
工
会
議
所
が
来
訪
。
総

務
部
長
及
び
県
の
振
興
局
と
共
に
面

談
。
商
工
会
議
所
が
独
自
に
行
っ
て

い
る
空
家
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
意

見
交
換
。
午
後
か
ら
市
長
の
下
で
庁

議
を
開
き
、
①
被
災
者
台
帳
・
生
活

再
建
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
②
同

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
先
行
し
て
の
罹

災
証
明
書
の
発
行
、
③
将
来
的
に
一

部
損
壊
に
つ
い
て
も
義
援
金
が
支
払

わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
念
頭

に
一
部
損
壊
リ
ス
ト
の
整
備
、
に
つ

い
て
了
承
が
得
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

市
長
と
共
に
、
野
田
毅
衆
議
院
議
員

の
天
水
地
区
視
察
に
同
行
。
夜
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
共
に
、
避

難
所
に
来
ら
れ
て
い
る
方
か
ら
要
望

を
聴
取
。

●
平
成
二
十
八
年
五
月
三
日
（
火
）

憲
法
記
念
日

朝
起
き
る
と
右
目
に
激
痛
が
走
り
、

目
を
開
け
ら
れ
な
い
。
午
後
か
ら
植

木
町
の
眼
科
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

う
。
角
膜
に
少
し
傷
が
付
い
て
お
り
、

ス
テ
ロ
イ
ド
入
り
の
目
薬
を
処
方
し

て
も
ら
う
。

●
平
成
二
十
八
年
五
月
四
日
（
水
）

み
ど
り
の
日

午
前
中
は
、
来
訪
の
吉
田
宣
弘
衆

議
院
議
員
と
、
市
長
他
市
役
所
関
係

者
、
地
元
の
商
工
会
、
旅
館
組
合
等

と
意
見
交
換
。
私
か
ら
災
害
救
助
法

及
び
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
下

で
の
支
援
に
つ
い
て
説
明
。
午
後
か

ら
総
務
部
長
と
共
に
、
仮
設
住
宅
対

策
の
一
環
で
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
熊

本
牧
場
宿
舎
を
視
察
。

●
平
成
二
十
八
年
五
月
五
日
（
木
）

こ
ど
も
の
日

連
休
中
は
、
被
害
認
定
調
査
チ
ー

ム
の
一
部
が
熊
本
市
の
危
険
度
判
定

調
査
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

被
害
認
定
調
査
を
完
了
し
た
物
件
は

五
十
一
件
に
留
ま
っ
た
。
罹
災
証
明

の
速
や
か
な
発
行
が
今
後
の
鍵
。
緊

急
対
応
フ
ェ
ー
ズ
か
ら
着
実
に
次
の

フ
ェ
ー
ズ
に
移
っ
て
い
る
こ
と
が
感

じ
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
。
そ
の
要
諦

は
、
①
被
害
認
定
、
②
罹
災
証
明
、

③
住
宅
支
援
、
と
い
う
流
れ
を
着
実

に
動
か
し
て
行
く
こ
と
。
①
の
基
準

が
変
更
に
な
っ
た
た
め
に
ロ
ス
し
た

時
間
を
取
り
戻
す
こ
と
が
重
要
。
被

害
認
定
調
査
チ
ー
ム
に
頑
張
っ
て
も

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−

ら
う
し
か
な
い
。
彼
ら
は
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
い
専
門
家
集
団
。
先
日

の
新
シ
ス
テ
ム
と
内
閣
府
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め

の
協
議
を
踏
ま
え
、
県
庁
は
、
新
た

な
基
準
を
、
内
閣
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
近
づ
け
る
た
め
に
注
意
す
べ
き

ポ
イ
ン
ト
を
取
り
ま
と
め
、
各
市
町

村
に
配
布
し
た
。
こ
の
点
だ
け
を

取
っ
て
も
、
玉
名
市
が
熊
本
県
全
体

の
復
興
支
援
を
進
め
る
上
で
果
た
し

た
貢
献
は
大
き
い
。

●
平
成
二
十
八
年
五
月
六
日
（
金
）

第
十
九
回
災
害
対
策
本
部
会
議
を

開
催
。
①
災
害
対
策
本
部
の
災
害
警

戒
本
部
へ
の
改
組
、
②
避
難
所
の
閉

鎖
、
③
出
口
戦
略(

市
外
の
避
難
者

へ
の
住
宅
支
援
、
市
内
の
高
齢
者
や

子
ど
も
達
に
対
す
る
心
の
ケ
ア
、
罹

災
証
明
発
行
加
速
化
等)

に
つ
い
て

議
論
。
午
後
は
、
県
の
振
興
局
の
災

害
対
策
本
部
会
議
に
出
席
し
、
玉
名

市
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
。

●
平
成
二
十
八
年
五
月
七
日
（
土
）

そ
ろ
そ
ろ
東
京
に
帰
る
日
が
近
づ

い
て
き
た
。
自
分
自
身
の
出
口
戦
略

と
し
て
、
①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
機
能
の
明
確
化
と
周
知
、
②
被
災

者
台
帳
・
生
活
再
建
支
援
シ
ス
テ
ム

の
完
成
、
③
総
合
窓
口(

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム)

→
被
害
認
定
調
査

チ
ー
ム
→
罹
災
証
明
発
行(

防
災
安

全
課)

→
総
合
福
祉
課
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
と
い
う
被
災
者
支
援
の

た
め
の
プ
ロ
セ
ス
強
化
、
④
避
難
所

出
口
戦
略
の
加
速
化
、
⑤
業
務
の
引

継
ぎ
、
を
進
め
て
い
く
考
え
。
以
前

よ
り
避
難
所
の
女
性
か
ら
男
性
と
女

性
を
分
離
し
て
欲
し
い
と
の
要
請
を

受
け
て
お
り
、
体
育
館
に
保
管
し
て

あ
る
卓
球
用
の
仕
切
り
を
お
借
り
し
、

間
仕
切
り
代
わ
り
に
設
置
。
女
性
、

家
族
、
男
性
に
仕
切
る
。
避
難
所
の

方
々
か
ら
は
好
評
。

●
平
成
二
十
八
年
五
月
八
日
（
日
）

被
害
認
定
調
査
チ
ー
ム
が
申
請
の

あ
っ
た
一
五
〇
件
の
被
害
認
定
を
全

て
完
了
。
被
害
認
定
の
進
捗
に
伴

い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
今

後
、
①
地
震
災
害
総
合
相
談
窓
口
一

元
化
、 

②
被
災
者
台
帳
・
生
活
支
援

シ
ス
テ
ム
へ
の
入
力
作
業
、
③
被
害

認
定
調
査
結
果
の
申
請
者
へ
の
通
知

と
二
次
調
査
の
要
望
調
査
と
日
程
調



玉
名
市
の
記
録

整
、
と
い
う
新
た
な
業
務
が
発
生
す

る
た
め
、
チ
ー
ム
の
人
数
増
を
総
務

部
長
に
進
言
。

●
平
成
二
十
八
年
五
月
九
日
（
月
）

四
月
十
九
日
か
ら
熊
本
入
り
し
て

早
三
週
間
。
あ
っ
と
い
う
間
で
あ
っ

た
。
明
日
の
帰
京
を
前
に
玉
名
市
役

所
関
係
者
へ
別
れ
の
挨
拶
。
特
に
苦

難
を
乗
り
切
っ
て
き
た
防
災
安
全
課

と
震
災
対
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
皆
さ
ん
と
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
順
調
に
活

動
を
続
け
て
お
り
、
今
週
中
に
は

一
九
〇
件
の
罹
災
証
明
書
が
発
行
で

き
る
見
通
し
。
昼
に
送
別
が
て
ら

ラ
ー
メ
ン
屋
に
連
れ
て
行
っ
て
頂
く
。

玉
名
ラ
ー
メ
ン
も
こ
れ
が
食
べ
納
め
。

う
ま
か
っ
た
。

●
平
成
二
十
八
年
五
月
一
〇
日（
火
）

朝
か
ら
玉
名
駅
ま
で
防
災
安
全
課

の
皆
さ
ん
に
見
送
っ
て
頂
い
た
。
大

変
な
仕
事
を
も
く
も
く
と
こ
な
さ
れ

る
プ
ロ
集
団
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
災
害
の
対
応
に
邁
進
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
兎
に
角
、
微
力
な
が

ら
自
分
の
仕
事
は
全
力
で
や
り
切
っ

た
。
何
と
か
復
旧
・
復
興
フ
ェ
ー
ズ

に
向
け
た
レ
ー
ル
を
敷
く
手
伝
い
は

出
来
た
の
で
は
な
い
か
。
後
は
玉
名

市
の
皆
さ
ん
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
中
心
に
し
っ
か
り
と
仕
事
を
完

遂
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

思
い
を
乗
せ
て
、
全
日
空
六
四
六
便

は
熊
本
空
港
を
離
陸
し
た
。
眼
下
に

広
が
る
阿
蘇
の
雄
大
な
光
景
の
中
に

点
々
と
連
な
る
青
い
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
を
眺
め
な
が
ら
、
熊
本
の
復
興
を

強
く
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
数
ヶ
月
が
経
ち
、「
震

災
対
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
は
、

正
式
に「
熊
本
地
震
被
災
者
支
援
課
」

と
な
り
、
玉
名
の
復
興
の
た
め
に
着

実
に
歩
み
続
け
て
い
る
。

語り継ぐあの日あの時−熊本地震体験記−

現
在
、
江
端
氏
は
外
務
省
邦
人
テ
ロ
対
策
室
で

在
外
邦
人
の
テ
ロ
対
策
等
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
自
ら
企
画
・
制
作
し
た
ゴ
ル
ゴ
13
の
海

外
安
全
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
大
き
な
話
題
に
。
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116117 　玉名市の記録

熊本地震における市内被害状況
H29.12.31現在

●全壊物件：58棟
●大規模半壊物件：39棟
●半壊物件：159棟



118119 　玉名市の記録

熊本地震における市内被害状況●全壊物件：58棟
●大規模半壊物件：39棟
●半壊物件：159棟



120121 　玉名市の記録

地
震
発
生
か
ら
の
流
れ（
地
震
発
生
〜
３
日
目
ま
で
）

日付

時
間

状
況

玉
名
市

防
災
安
全
課

避
難
所

放
送
・
安
心
メ
ー
ル

玉
名
市
消
防
団
・
自
衛
隊

支
援
物
資
・
人
的
協
力
関
係

4/14（木）

21
時
26
分

22
時
07
分

（
前
震
）Ｍ
６
・
５

最
大
震
度
７

（
益
城
町
）

震
度
６
弱（
天
水
）

震
度
５
弱（
天
水
）

22
時
20
分

23
時
00
分

23
時
30
分

災
害
対
策
本
部

設
置

災
害
対
策
本
部

（
2
回
目
）

災
害
対
策
本
部

（
3
回
目
）

21
時
40
分

21
時
55
分

関
係
機
関
連
絡

確
認

災
害
対
策
本
部

員
の
招
集

警
報
待
機
班
に

て
警
戒

災
対
本
部
準
備

電
話
対
応

22
時
35
分

23
時
50
分

避
難
所
開
設

（
8
ケ
所
…

ロ
ビ
ー
含
む
）

避
難
者
数

53
名

22
時
45
分

23
時
44
分

（
無
線
）

余
震
注
意
喚
起

（
メ
ー
ル
）

避
難
所
開
設

21
時
40
分

23
時
45
分

（
消
防
団
）

詰
所
及
び
自
宅

待
機

（
消
防
団
）

被
害
状
況
確
認

の
た
め
巡
回

（
自
衛
隊
）

連
絡
員
到
着

4/15（金）

０
時
03
分 　
震
度
５
弱（
天
水
）

0
時
00
分

0
時
30
分

1
時
00
分

1
時
30
分

13
時
00
分

災
害
対
策
本
部

（
4
回
目
）

災
害
対
策
本
部

（
5
回
目
）

災
害
対
策
本
部

（
6
回
目
）

災
害
対
策
本
部

（
7
回
目
）

災
害
対
策
本
部

（
8
回
目
）

給
水
活
動

（
天
水
）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

災
対
本
部
準
備

3
時
00
分

8
時
00
分

避
難
者
数　

２
８
８
名

避
難
者
数

0
名

7
時
00
分(

無
線
）

市
立
小
中
学
校

休
校
・
ゴ
ミ
収
集

（
無
線
）

避
難
所
に
つ
い
て

1
時
00
分　（
消
防
団
）

巡
回
終
了
後
、

一
時
解
散

 

（
自
宅
待
機
）

2
時
05
分

7
時
00
分

県
よ
り
物
資

（
水
・
食
糧
等
）

不
足
の
場
合
の

要
請
連
絡

九
州
通
信
局
よ

り
移
動
系
無
線

貸
出
申
出

4/16（土）

1
時
25
分

1
時
27
分

1
時
44
分

1
時
45
分

2
時
14
分

9
時
48
分

21
時
30
分

（
本
震
）Ｍ
７
・
３

最
大
震
度
７

（
西
原
村
・
益
城
町
）

震
度
６
弱（
天
水
）

津
波
注
意
報
発
令

震
度
５
弱

（
天
水
）

震
度
５
強

（
天
水
）

津
波
注
意
報
解
除

　
震
度
５
弱

（
天
水
）

大
雨
警
報
発
令

2
時
26
分

3
時
00
分

4
時
00
分

5
時
00
分

6
時
00
分

9
時
00
分

9
時
00
分

災
害
対
策
本
部

（
9
回
目
）

災
害
対
策
本
部

（
10
回
目
）

災
害
対
策
本
部

（
11
回
目
）

災
害
対
策
本
部

（
12
回
目
）

災
害
対
策
本
部

（
13
回
目
）

災
害
対
策
本
部

（
14
回
目
）

自
衛
隊

派
遣
要
請

給
水
活
動

（
天
水
）

3
時
00
分

9
時
00
分

警
報
待
機

登
庁
者
を

避
難
所
へ

自
衛
隊
派
遣
要

請(

振
興
局
へ
）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

災
対
本
部
準
備

６
時
00
分

23
時
00
分

避
難
所
拡
大

（
40
カ
所
）

避
難
者
数

２
、2
６
１
名

避
難
者
数

３
、１
２
５
名

1
時
45
分

1
時
57
分

2
時
19
分

2
時
50
分

21
時
35
分

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

津
波
注
意
報

発
令

（
メ
ー
ル
）

災
対
本
部
員

参
集

（
メ
ー
ル
）

全
職
員
参
集

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

大
雨
警
報
発
令

2
時
00
分
（
消
防
団
）

被
害
状
況
確
認

及
び
避
難
者
移

送

3
時
00
分

5
時
00
分

午
後

18
時
00
分

20
時
00
分

熊
本
県
手
話
通

訳
研
究
会　

避

難
所
に
て
会
員

安
否
確
認

新
玉
名
駅
よ
り

駐
車
場
開
放
申
出

災
害
協
定
に
よ

り
支
援
物
資
要

請（
コ
カ
コ
ー
ラ

と
大
塚
製
薬
）

産
廃
協
会
と
瓦

礫
処
理
に
つ
い

て
協
議

雲
仙
市
よ
り
物

資
到
着

県
よ
り
物
資

（
水
）到
着
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4/21（木）

8
時
01
分

10
時
23
分

15
時
53
分

18
時
45
分

大
雨
警
報
発
令

洪
水
警
報
発
令

洪
水
警
報
解
除

大
雨
警
報
解
除

給
水
活
動

（
横
島
・
天
水
・

　
　
　

市
役
所
）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

物
資
関
係

22
時
00
分
避
難
者
数

　

３
０
０
名

8
時
04
分

10
時
28
分

17
時
10
分

18
時
57
分

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

大
雨
警
報
発
令

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

大
雨
洪
水
警
報

発
令

（
無
線
）避
難
所
に

つ
い
て

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

大
雨
洪
水
警
報

解
除

18
時
00
分

（
自
衛
隊
）

給
水
活
動

（
女
性
消
防
隊
）

避
難
者
の
ケ
ア

17
時
00
分
内
閣
府
よ
り
物

資
到
着

4/22（金）

15
時
00
分

罹
災
証
明
と

震
災
対
応
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

に
つ
い
て
検
討

災
害
対
策
本
部

（
16
回
目
）

給
水
活
動

（
横
島
・
天
水
・

　
　
　

市
役
所
）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

災
対
本
部
準
備

物
資
関
係

22
時
00
分
避
難
者
数

　

２
３
８
名

（
無
線
）避
難
所
に

つ
い
て

18
時
00
分

（
自
衛
隊
）

給
水
活
動

（
女
性
消
防
隊
）

避
難
者
の
ケ
ア

午
前

14
時
00
分

家
屋
の
相
談
等

で
建
設
業
協
会

が
協
力

内
閣
府
よ
り
物

資
到
着

4/23（土）

給
水
活
動

（
横
島
・
天
水
・

　
　
　

市
役
所
）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

物
資
関
係

22
時
00
分
避
難
者
数

　

１
９
５
名

（
無
線
）避
難
所
に

つ
い
て

（
自
衛
隊
）

給
水
活
動

4/24（日）

給
水
活
動

（
横
島
・
天
水
・

　
　
　

市
役
所
）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

物
資
関
係

6
時
00
分
避
難
者
数

　

１
６
５
名

9
時
00
分

11
時
00
分

10
時
30
分

16
時
45
分

17
時
10
分

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

災
害
ゴ
ミ
の
受
入

に
つ
い
て

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

地
震
災
害
相
談
総

合
窓
口
開
設

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

指
定
ゴ
ミ
袋
に
つ

い
て

（
無
線
）避
難
所
に

つ
い
て

（
無
線
）地
震
災
害

相
談
総
合
窓
口
開

設

（
自
衛
隊
）

給
水
活
動

日付

時
間

状
況

玉
名
市

防
災
安
全
課

避
難
所

放
送
・
安
心
メ
ー
ル

玉
名
市
消
防
団
・
自
衛
隊

支
援
物
資
・
人
的
協
力
関
係

4/17（日）

6
時
10
分
大
雨
警
報
解
除

午
前

瓦
礫
置
き
場
決

定
・
受
入
開
始

（
浄
化
セ
ン
タ
ー
）

給
水
活
動

（
横
島
・
天
水
）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

物
資
関
係

6
時
00
分
避
難
所

（
20
カ
所
）

避
難
者
数

　

２
、５
５
７
名

6
時
30
分

13
時
00
分

18
時
00
分

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

大
雨
警
報
解
除

（
無
線
）瓦
礫
置

き
場
設
置
に
つ

い
て

（
無
線
）市
立
小

中
学
校
休
校

午
前

自
衛
隊
到
着

（
自
衛
隊
）

給
水
活
動
開
始

午
前

11
時
30
分

12
時
00
分

夕
方

県
よ
り
物
資
に

つ
い
て
問
合
せ

東
京
都
港
区
よ
り

物
資
申
出

全
国
市
長
会
と

南
島
原
市
よ
り

物
資
到
着

支
援
物
資
到
着

（
コ
カ
コ
ー
ラ
・

大
塚
製
薬
）

4/18（月）

災
害
救
助
法
適
用

（
4
月
14
日
）

13
時
00
分

給
水
活
動

（
横
島
・
天
水
）

市
立
小
中
学
校

臨
時
休
校

災
害
対
策
本
部

（
15
回
目
）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

災
対
本
部
準
備

物
資
関
係

午
前

6
時
00
分

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

（
呉
市
）避
難
所

巡
回

避
難
所

（
10
カ
所
）

避
難
者
数

　

６
８
７
名

6
時
40
分

7
時
00
分

7
時
30
分

15
時
20
分

19
時
00
分

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

大
雨
警
報
解
除

（
無
線
）市
立
小

中
学
校
休
校

（
無
線
）瓦
礫
置

き
場
設
置
に
つ

い
て

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

市
立
小
中
学
校

再
開

（
無
線
）市
立
小

中
学
校
再
開

（
無
線
）避
難
所

に
つ
い
て

（
自
衛
隊
）

給
水
活
動

10
時
00
分

20
時
30
分

神
戸
市
水
道
局

給
水
活
動
後
、

熊
本
市
へ

相
馬
市
よ
り
物

資
到
着

海
上
自
衛
隊
よ

り
物
資
及
び
入

浴
支
援
申
出

東
松
島
市
よ
り

物
資
申
出

名
取
市
よ
り

物
資
申
出

農
水
省
よ
り

物
資（
水
）到
着

4/19（火）

給
水
活
動

（
横
島
・
天
水
・

　
　
　

市
役
所
）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

物
資
関
係

22
時
00
分

避
難
所

（
4
カ
所
）

避
難
者
数

　

６
３
２
名

（
無
線
）避
難
所
に

つ
い
て

（
自
衛
隊
）

給
水
活
動

（
消
防
団
）

夜
間
巡
回

4/20（水）

国
か
ら
の
派
遣
員

　
（
江
端
氏
）到
着

給
水
活
動

（
横
島
・
天
水
・

　
　
　

市
役
所
）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

物
資
関
係

22
時
00
分
避
難
者
数

　

４
４
０
名

（
無
線
）避
難
所
に

つ
い
て

18
時
00
分

（
自
衛
隊
）

給
水
活
動

（
女
性
消
防
隊
）

避
難
者
の
ケ
ア

地
震
発
生
か
ら
の
流
れ（
地
震
発
生
４
日
目
〜
11
日
目
ま
で
）
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地
震
発
生
か
ら
の
流
れ（
地
震
発
生
12
日
目
〜
21
日
目
ま
で
）

日付

時
間

状
況

玉
名
市

防
災
安
全
課

避
難
所

放
送
・
安
心
メ
ー
ル

玉
名
市
消
防
団
・
自
衛
隊

支
援
物
資
・
人
的
協
力
関
係

4/25（月）

激
甚
災
害
指
定

16
時
30
分

総
合
相
談
窓
口

設
置

罹
災
証
明

受
付
開
始

住
家
被
害

認
定
調
査
開
始

給
水
活
動

（
市
役
所
）

災
害
対
策
本
部

（
17
回
目
）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

災
対
本
部
準
備

22
時
00
分
避
難
者
数

　

１
１
２
名

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

（
自
衛
隊
）

給
水
活
動

10
時
00
分

14
時
00
分

15
時
30
分

天
童
市
よ
り

物
資
到
着

宮
若
市
よ
り

物
資
到
着

今
治
市
よ
り

物
資
到
着

4/26（火）

給
水
活
動

（
市
役
所
）

住
宅
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
編
成

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

物
資
関
係

6
時
00
分
避
難
者
数

　

７
９
名

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

（
自
衛
隊
）

給
水
活
動

4/27（水）

給
水
活
動

（
市
役
所
）

震
災
対
応

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
設
置

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

物
資
関
係

6
時
00
分

避
難
所

（
2
カ
所
）

避
難
者
数

　

７
４
名

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

（
自
衛
隊
）

支
援
物
資
搬
送

給
水
活
動

18
時
00
分
熊
本
県
美
容
組
合

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
避
難
者
へ

シ
ャ
ン
プ
ー
）

4/28（木）

特
定
非
常
災
害
指
定

16
時
00
分
災
害
対
策
本
部

（
18
回
目
）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

災
対
本
部
準
備

物
資
関
係

22
時
00
分

避
難
所

（
1
カ
所
）

避
難
者
数

　

８
５
名

13
時
15
分

13
時
30
分

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

不
審
電
話
注
意

喚
起

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

地
震
災
害
相
談

総
合
窓
口
開
設

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

（
自
衛
隊
）

支
援
物
資
搬
送

4/29（金）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

物
資
関
係

6
時
00
分
避
難
者
数

　

６
７
名

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

（
無
線
）地
震
災

害
相
談
総
合
窓

口
に
つ
い
て

（
自
衛
隊
）支
援

物
資
搬
送

8
時
00
分
経
済
産
業
省
よ

り
物
資
到
着

4/30（土）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

物
資
関
係

22
時
00
分
避
難
者
数

　

５
７
名

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

（
自
衛
隊
）支
援

物
資
搬
送

5/1（日）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

物
資
関
係

6
時
00
分
避
難
者
数

　

５
０
名

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

10
時
00
分
自
衛
隊
撤
収

5/2（月）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

物
資
関
係

6
時
00
分
避
難
者
数

　

３
９
名

避
難
者
意
向
調
査

1
回
目（
Ｐ
Ｔ
）

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

大
野
城
市
よ
り

避
難
所
受
入
申
出

5/3（火）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

物
資
関
係

6
時
00
分
避
難
者
数

　

３
５
名

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

5/4（水）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

物
資
関
係

22
時
00
分
避
難
者
数

　

２
５
名

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て
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日付

時
間

状
況

玉
名
市

防
災
安
全
課

避
難
所

放
送
・
安
心
メ
ー
ル

玉
名
市
消
防
団
・
自
衛
隊

支
援
物
資
・
人
的
協
力
関
係

5/5（木）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

物
資
関
係

22
時
00
分
避
難
者
数

　

２
９
名

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

5/6（金）

10
時
00
分

10
時
39
分

10
時
39
分

災
害
対
策
本
部

（
19
回
目
）

災
害
対
策
本
部

解
散

災
害
警
戒
本
部

設
置

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

災
対
本
部
準
備

物
資
関
係

6
時
00
分
避
難
者
数

　

２
１
名

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

5/7（土）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

物
資
関
係

6
時
00
分
避
難
者
数

　

２
１
名

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

5/8（日）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

物
資
関
係

6
時
00
分
避
難
者
数

　

２
１
名

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

5/9（月）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

22
時
00
分
避
難
者
数

　

１
４
名

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

出
水
市
よ
り

物
資
申
出

5/10（火）

14
時
56
分

19
時
30
分

国
か
ら
の
派
遣
員

（
江
端
氏
）帰
京

非
常
災
害
指
定

大
雨
警
報
発
令

大
雨
警
報
解
除

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

22
時
00
分

避
難
者
意
向
調
査

2
回
目（
Ｐ
Ｔ
）

避
難
者
数

　

１
６
名

14
時
59
分

19
時
34
分

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

大
雨
警
報
発
令

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

大
雨
警
報
解
除

5/11（水）

10
時
00
分

罹
災
証
明

発
行
開
始

被
災
者
生
活
再

建
支
援
関
連
担

当
者
打
合
せ

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

6
時
00
分
避
難
者
数

　

１
２
名

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

5/12（木）

10
時
00
分
災
害
警
戒
本
部

（
1
回
目
）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

災
害
警
戒
本
部
準
備

6
時
00
分
避
難
者
数

　

１
４
名

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

5/13（金）

13
時
00
分
瓦
礫
置
き
場

受
入
終
了

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

6
時
00
分
避
難
者
数

　

１
３
名

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

5/14（土）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

6
時
00
分

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

5/16（月）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

6
時
00
分
避
難
者
数

１
６
名

閉
鎖
周
知
チ
ラ

シ
掲
示（
22
日
17

時
30
分
）

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

5/17（火）

10
時
00
分
心
の
ケ
ア
に
つ
い

て
研
修
会

（
厚
生
労
働
省
よ

り
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
派

遣
）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

6
時
00
分
避
難
者
数

　

２
５
名

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

5/18（水）

13
時
30
分
災
害
警
戒
本
部

（
2
回
目
）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

災
害
警
戒
本
部
準
備

6
時
00
分
避
難
者
数

　

２
３
名

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

5/22（日）

避
難
所
運
営

電
話
対
応

被
害
状
況
収
集

17
時
30
分
避
難
所
閉
鎖

（
無
線
・
メ
ー
ル
）

避
難
所
に
つ
い
て

地
震
発
生
か
ら
の
流
れ（
地
震
発
生
22
日
目
〜
39
日
目
ま
で
）
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公共施設等の被害状況
そ
の
他
公
共
施
設
・
公
用
施
設

庁舎等

玉名市役所 外部インターロッキング沈下

玉名市役所　天水支所 ポーチ土間沈下

玉名市民会館 防炎垂れ壁破損

商工観光施設

玉名市勤労青少年ホーム 玄関スロープタイル破損

玉名市商工会館 外壁、屋上破損

玉の湯 温泉源泉揚水管破損、水道止水弁破損

ふるさとセンター　Y・BOX 給水管破損、施設外周排水路破損

文
教
施
設

公立学校施設

天水中学校 給水管漏水、プロムナード破損、渡り廊下天井破損、屋外排水管破損、給食搬入口沈下

天水中学校体育館 ステージ天井破損、トイレ配管破損

玉陵中学校 屋根柱脚部破損

有明中学校 渡り廊下エキスパンションジョイント破損、特別教室内壁亀裂、階段破損

玉名中学校 エレベーターエキスパンションジョイント破損

玉名中学校倉庫 外壁亀裂

岱明中学校 特別教室棟、2階廊下外壁亀裂

玉南中学校 内外壁亀裂

玉南中学校プール 亀裂、倉庫内壁亀裂

睦合小学校 渡り廊下エキスパンションジョイント破損

高道小学校 渡り廊下エキスパンションジョイント破損

伊倉小学校 天井破損、犬走亀裂

伊倉小学校相撲場 瓦屋根破損

小天小学校 スロープ破損

小天小学校体育館 天井梁クラック

玉水小学校 天井破損、内壁亀裂

小天東小学校 階段部ガラスブロック、手すり破損

大野小学校体育館 屋根破損

玉名町小学校 屋上フェンス破損、外壁亀裂

八嘉小学校 外壁亀裂

八嘉小学校体育館 天井破損

梅林小学校 外壁亀裂、内壁亀裂

石貫小学校 内壁亀裂

小田小学校 天井破損、内壁亀裂

横島小学校 ランチルーム天井・瓦破損、体育館軒天破損

豊水小学校 天井、銅像破損

玉名中央学校給食センター 天井破損

天水学校給食センター 給水ポンプ故障、舗装亀裂

社会教育施設

岱明町公民館 外壁クラック、第1、第2会議室天井破損

横島町公民館 玄関床石破損

天水町公民館 給水管破損

玉名市民図書館 防煙垂れ壁破損、トップライト破損

横島図書館 外壁クラック

社会体育施設

玉名市総合体育館 アリーナ内屋根支柱の破損、壁クラック、雨樋破損、タイル破損、アスファルト陥没

玉名市民プール
スライダー ジョイント部ずれ、スライダー ポンプ故障、ろ過機故障、
50mプール配管破損、フェンス破損、時計塔故障、スピーカー故障、非常放送設備故障、
放送設備チャイムユニット故障

勤労者体育センター 外内壁の剥がれ、照明故障

天水体育館 エントランス部渡り廊下破損、照明故障、屋根破損、浄化槽設備破損、
夜間照明操作盤破損、電気設備故障、消防用設備故障、事務室空調機故障

天水テニスコート 排水溝隆起

天水グラウンド 側溝付近の陥没

天水相撲場 柱脚部破損

天水中学校（旧天水町グラウンド） 夜間照明操作盤破損

厚
生
労
働
施
設

公立保育所

玉名第一保育所 天井板の落下、たるみ、柱にヒビ

睦合保育所 天井板の落下、事務室エアコンのボルト緩み

大野保育所 天井梁の浮き

伊倉保育所 天井板の落下

豊水保育所 外壁クラック

高道保育所 天井板の落下、トイレタイルの落下

福
祉
施
設

福祉施設
岱明ふれあい健康センター トレーニング室天井照明器具破損、吸収式冷温水機故障

横島総合保健福祉センター
「ゆとりーむ」 玄関タイル破損、犬走段差、ガラス破損

市営住宅

水道・下水

被災箇所 被災内容
1 栗崎団地

屋根瓦ずれ 

外壁亀裂 

内壁亀裂 

舗装亀裂 

水道管漏水 

高架水槽漏水 

フェンス倒壊 

地盤沈下・陥没 

など

2 山田団地
3 糠峯団地
4 明神尾団地
5 藤ヶ谷団地
6 四本木団地
7 古閑団地
8 新立石団地
9 一本松団地
10 南大門団地
11 桜谷団地
12 柊木団地
13 岩井口西団地
14 大倉団地
15 東原西団地
16 住吉団地

水道施設

地区 箇所 被害内容

天水

北横内、横内地区 濁り発生のため給水停止
（4/15 〜 4/22　106世帯　340人）

丸尾地区 濁り発生のため給水停止
（4/16 〜 4/21　16世帯　34人）

公共下水道施設　 被害なし

農業集落
排水施設

地区 箇所 被害内容

天水

尾田地区処理場 流入管破損

竹野地区処理場 流入管破損

尾田川左岸地区処理場 水道管（井戸）破損

横島

大開地区 管路破損、処理場水道管（井戸）破損、
処理場内沈下

九番地区処理場 水道管（井戸）破損

横島地区処理場 水道管（井戸）破損

栗の尾地区 圧送管破損
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公共土木施設　被害状況
市内全域

玉名
市道宮原伊倉駅線、市道高瀬大橋津留線、市道小島5号線、市道寺田四本木線、
市道若宮西原線、市道虎取橋福山線　他

路線数 被害箇所
明細 箇所数

市道、橋梁等 145

市道、里道

亀裂 34

隆起 22

ひび割れ 32

陥没 40

段差 17

石積 15

ガードレール 2

法面 16

地滑り 3

その他 13

橋梁、河川

段差 5

ひび割れ 4

破損 7

計 210

路線数 被害箇所
明細 箇所数

市道、橋梁等 70

市道、里道

亀裂 25

隆起 8

ひび割れ 20

陥没 23

段差 11

石積 5

ガードレール 1

法面 4

地滑り 3

その他 9

橋梁、河川
段差 1

破損 2

計 112

公共土木施設　被害状況

岱明
市道宮原伊倉駅線、市道高瀬大橋津留線、市道小島5号線、市道寺田四本木線、
市道若宮西原線、市道虎取橋福山線　他

路線数 被害箇所
被害内容 箇所数

市道 6 市道、里道 陥没 6

横島

天水

市道京泊明豊線、市道新田大豊線、市道京泊二番樋線　他

市道八ノ久保区内4号線、市道立花北横内線、市道南部線、市道池尻線、オレンジロード　他

路線数 被害箇所
明細 箇所数

市道、橋梁等 14
市道、里道

亀裂 6
隆起 3

ひび割れ 7
陥没 5
段差 2

ガードレール 1
法面 1

その他 2

橋梁、河川
段差 1
破損 1
計 29

路線数 被害箇所
明細 箇所数

市道、橋梁等 55

市道、里道

亀裂 3
隆起 11

ひび割れ 5
陥没 6
段差 4
石積 10
法面 11

その他 2

橋梁、河川
段差 3

ひび割れ 4
破損 4
計 63
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玉名市道通行止め区間一覧
No. 場所 施設名 通行止め解除日

1 立願寺 立願寺塔ノ尾線 H28.5.2

2 安楽寺 舟島橋(世間部唐ノ平線) H28.4.19

3 田崎 浅井踏切(田崎高野線) H28.4.18

4 天水町尾田 無名橋(尾田南１号線) H28.4.19

5
起点側：横島町横島
終点側：天水町部田見

琴比羅橋(外平築合線) H28.4.25

6 天水町小天 受免線 H28.4.18

7 天水町小天 貝殻原線 H28.4.25

8 天水町小天 八ノ久保区内４号線 H28.10.31

9 天水町小天 池尻線 H28.5.6

10 天水町小天 無名橋(北横内線) H28.8.30

農地・農業用施設　被害状況

漁港施設　被害状況

地区別被災箇所数
地区 箇所
玉名 35
岱明 0
横島 57
天水 80
計 172

種別 被害箇所
被害内容 箇所数

農業用施設 農道・用排水路等

農道石積崩壊 2
用水管破損 10

亀裂 12
陥没 3
段差 10

石積崩壊 3
用水路破損 34
排水路破損 13

その他 1
計 88

種別 被害内容
被害箇所 箇所数

農地
液状化・隆起

沈下・クラック
石積崩壊等

田 33
畑 2

石積崩壊 49
計 84

種別 漁港名 被害内容

漁港 新川漁港 船揚場の陥没、ひび割れ

漁港 大正開漁港 船揚場の陥没、ひび割れ

共同利用施設 横島漁港 ホイストクレーン基礎部の剥離
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国・県指定及び国登録文化財

未指定文化財

地域コミュニティ施設等復旧支援事業申請・相談一覧

№ 種別 名称
1 国　史跡 永安寺東古墳・永安寺西古墳
2 県　史跡 経塚・大塚古墳群
3 県　歴史資料 宇佐八幡宮関係石塔群（報恩寺跡）
4 市　重要有形文化財 豪潮式宝篋印塔
5 国　登録有形文化財 梅林天満宮鳥居
6 国　登録有形文化財 梅林天満宮本殿

№ 名称 № 名称
1 東光明寺 9 願行寺　本堂
2 青木熊野座神社　本殿 10 大覚寺　本堂
3 光徳寺　経堂 11 光尊寺　本堂
4 法光寺　本堂・楼門 12 常安寺　本堂
5 荒木直平邸 13 池部家住宅
6 久成山　妙法寺　本堂 14 野尻家住宅　主屋・畜舎・蔵
7 西光寺　本堂 15 中島家住宅
8 光浄寺　本堂 16 四ヶ所家（旧木下家別宅）住宅

№ 名称 № 名称
1 高道磯神社 19 部田見八社宮
2 大開住吉神社 20 開田筥崎八幡宮
3 外平菅原神社 21 妙見神社
4 迫間八幡宮 22 四十九池神社
5 疋野神社 23 熊野坐神社（横島）
6 西田端区氏神様 24 寺田菅原神社・毘沙門堂
7 本村観音堂 25 諏訪神社
8 部田見釈迦堂 26 金刀比羅宮
9 河崎菅原神社 27 川島天満宮
10 世間部区火神様祠 28 熊野神社（岱明）
11 大野神社 29 扇崎菅原神社
12 魚屋町天神 30 伊倉南八幡宮
13 八番綿住宮 31 神崎龍神宮
14 北亀甲区地蔵堂 32 伊倉ふれあい仁○加館
15 亀頭迫区観音堂 33 伊倉北八幡宮
16 金毘羅宮 34 富尾菅原神社
17 庄山神宮 35 箱谷熊野座神社
18 小野尻白鳥神社

※未指定文化財については、文化庁委託事業である熊本地震被災建造物復旧支援事業
（文化財ドクター派遣）の結果及び文化課にて把握しているものに限る。

避難者数の推移

避難所の状況

4月14日～ 15日

施設名
4/14（木） 4/15（金）

22:50 23:35 23:50 0:20 0:30 1:00 1:30 3:00 6:30 7:30 8:00

玉名市福祉センター 7 7 11 44 62 102 113 143 32 2 0

横島公民館 9 11 11 23 23 52 52 46 12 0 0

岱明支所 1 1 4 12 12 18 22 17 3 3 0

岱明ふれあい健康センター 10 35 0 0 0

本庁ロビー 8 18 11 18 0 18 0 0 0 0 0

天水ふれあい館 16 16 16 26 25 25 0 0 0

九州看護福祉大学 22 22

玉名小学校 1 0

四本木団地 1

糠峯団地 15

計 25 37 53 113 151 217 222 288 47 5 0

施設名 開設期間 避難者数 その他の避難所　36ヵ所

玉名市福祉センター 4/14 〜 5/22 39日間 3,128人
4/16のみ開設　20ヵ所
4/16 〜 4/17　2日間　10ヵ所
4/16 〜 4/18　3日間　5ヵ所
4/16 〜 4/19　4日間　1ヵ所

岱明ふれあい健康センター 4/14 〜 4/27 14日間 709人

横島公民館 4/14 〜 4/28 15日間 954人

天水ふれあい館 4/14 〜 4/27 14日間 312人

合計 40 ヵ所
39日間

8,276人
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4月16日～ 19日

施設名
閉
鎖
日

4/16（土） 4/17（日）
6
時

12
時

18
時

21
時

23
時

6
時

12
時

18
時

21
時

23
時

玉名市総合体育館 4/18 112 53 160 336 421 200 4 9 97 120

玉名市勤労青少年ホーム 4/17 0 5 10 36 61 66 1

玉名町小学校 4/18 15 30 70 127 143 139 0 0 18 20

九州看護福祉大学 4/18 400 72 199 347 389 398 22 23 105 129

玉名市福祉センター 5/22 600 135 363 500 500 500 26 59 211 246

伊倉小学校 4/18 30 20 24 31 41 30 0 0 16 18

玉南中学校 4/19 80 24 115 150 183 183 38 37 60 54

八嘉学習センター 4/17 40 4 19 23 23 13 2

岱明ふれあい健康センター 4/27 237 74 140 325 340 130 6 32 103 117

睦合小学校 4/17 24 12 18 30 32 29

玉水小学校 4/17 30 8 22 38 50 48

玉名市武道館 4/18 0 16 24 42 62 63 0 0 12 20

玉名市保健センター 4/17 134 20 54 89 116 108 0

横島町公民館 4/28 182 10 161 297 308 243 2 12 155 181

横島総合保健福祉センター「ゆとりーむ」 4/17 0 0 0 103 147 100

天水ふれあい館 4/27 66 11 65 81 81 75 3 9 48 51

天水中学校 4/17 2 0 0 83 131 134

高道小学校 4/17 20 0 6 11 16 14

玉陵中学校 4/17 30 0 0 41 59 61

玉名中学校（武道場） 4/17 60 0 0 20 22 23

築山小学校 4/16 90

滑石小学校 4/16 0

大浜小学校 4/16 1

豊水小学校 4/16 1

梅林小学校 4/16 20

小田小学校 4/16 3

玉名小学校 4/16 0

月瀬小学校 4/16 2

石貫小学校 4/16 1

三ツ川小学校 4/16 0

有明中学校 4/16 20

岱明中学校 4/16 0

玉名市民会館 4/16 0

岱明B&G海洋センター 4/16 0

大野小学校 4/16 12

鍋小学校 4/16 0

横島小学校 4/16 12

小天小学校 4/16 1

小天東小学校 4/16 36

伊倉隣保館 4/16 0

計 2,261 494 1,450 2,710 3,125 2,557 104 181 825 956

4/18（月） 4/19（火）
6
時

9
時

10
時

12
時

13
時

14
時

17
時

19
時

21
時

23
時

6
時

7
時

8
時

99

21 1 0

101 49 6 0

186 49 39 37 32 32 41 84 138 305 206 94 24

9

43 21 15 12 12 13 5 20 70 83 30 8 0

71 36 34 25 25 25 29 47 72 103 56 23 23

18

107 16 6 6 3 3 12 34 95 173 120 15 3

32 0 0 1 1 1 6 13 30 35 21 1 1

687 172 100 81 73 74 93 198 405 699 433 141 51
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4月20日～ 5月22日 （6時00分現在の避難者数）

施設名 閉鎖日 市内
市外

4/20
（水）

4/21
（木）

4/22
（金）

4/23
（土）

4/24
（日）

4/25
（月）

4/26
（火）

4/27
（水）

4/28
（木）

玉名市福祉センター 5/22
市内 217 104 92 69 61 33 35 29 28

市外 33 28 30 36 38 29 24 20 16

岱明ふれあい健康センター 4/27
市内 53 52 28 25 19 8 4 4

市外 2 5 3 3 3 6

横島町公民館 4/28
市内 48 64 32 33 26 9 6 4 4

市外 6 7 2 2 7 3 2 3

天水ふれあい館 4/27 市内 23 21 17 9 11 8 5 8

計 382 281 201 174 165 93 79 74 48

施設名 閉鎖日 市内
市外

4/29
（金）

4/30
（土）

5/1
（日）

5/2
（月）

5/3
（火）

5/4
（水）

5/5
（木）

5/6
（金）

5/7
（土）

玉名市福祉センター 5/22
市内 43 31 37 29 28 21 16 17 17

市外 24 11 13 10 7 2 1 4 4

計 67 42 50 39 35 23 17 21 21

施設名 閉鎖日 市内
市外

5/8
（日）

5/9
（月）

5/10
（火）

5/11
（水）

5/12
（木）

5/13
（金）

5/14
（土）

5/15
（日）

5/16
（月）

玉名市福祉センター 5/22
市内 18 11 13 11 13 11 12 11 16

市外 3 1 1 1 1 2 1 3 0

計 21 12 14 12 14 13 13 14 16

施設名 閉鎖日 市内
市外

5/17
（火）

5/18
（水）

5/19
（木）

5/20
（金）

5/21
（土）

5/22
（日）

玉名市福祉センター 5/22
市内 22 20 15 12 8 6

市外 3 3 2 0 0 0

計 25 23 17 12 8 6

給水活動状況
◎ 市内給水活動状況

北横内公民館 4/15 〜 16　市対応・給水タンク（500ℓ）
4/17 〜 22　自衛隊員・市給水タンク（500ℓ）

横内公民館 4/15 〜 16　市対応・給水タンク（500ℓ）
4/17 〜 22　自衛隊員・市給水タンク（500ℓ）

丸尾公民館 4/16　　　　市対応・給水タンク（500ℓ）
4/17 〜 21　自衛隊員・市給水タンク（500ℓ）

尾田天満宮 4/17 〜 24　自衛隊員・給水車1t車 1台（4/18は神戸市水道局職員の支援あり）

横島支所 4/17 〜 22　自衛隊員・給水車1t車 2台〜 1台

市役所
4/19 〜 27　自衛隊員・給水車1t車
4/28 〜 5/2　給水6ℓパック　30個設置対応
5/3 〜 5/20　空給水6ℓパック　30個設置各自給水で対応

◎ 自衛隊派遣
4/17 〜 18　第8高射特科大隊(北熊本駐屯地）　隊長以下12名　給水車1t 3台

4/19 〜 21　第3特科大隊（姫路市駐屯地）　　　隊長以下36名　給水車1t 4台

4/22 〜 27　第3施設大隊(京都市宇治駐屯地) 　隊長以下31名　給水車1t 3台

支援物資の状況
支援物資種類

必要に応じて使用させていただきました。また、長期保存可能なものについては、備蓄いたしました。

項目名 品物名

食
　
料
　
品

水 
お茶 
清涼飲料水
野菜ジュース
栄養ドリンク 
栄養補助食品
レトルト食品
カップ麺
お菓子 
缶詰
ゼリー 
ソーセージ
ベビーフード 
粉ミルク 

日
　
用
　
品

紙おむつ類（小児・成人）
お尻拭き（小児）
トイレットペーパー 
ティッシュ
タオル 
マスク
ウェットティッシュ 
カイロ 
ホット座布団 
歯ブラシ
洗濯洗剤

項目名 品物名

日
　
用
　
品

ラップ 
紙コップ
紙皿 
体ふき 
加圧ソックス
下着 
除菌・消毒スプレー
生理用品
石鹸 
胃腸薬
整腸剤
湿布 
鎮痛剤 
風邪薬 

防
災
用
品

土嚢袋
ブルーシート
マット 
毛布 
簡易トイレ 
給水容器 
布団 
間仕切り 
軍手 
電池 
ポリバケツ
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支援自治体・団体等一覧(順不同・敬称略)
国（内閣府、外務省、農林水産省、産業経済省） (株)ブリヂストン熊本工場

陸上自衛隊 ひらまつ病院(佐賀県)

全国市長会 大京アステージ

福島県相馬市 (株)アイエスプランニング

山形県天童市 ＦＢグループ

愛媛県今治市 ＳＴＡＲＩＳＥ

神戸市水道局 (有)Ｄ・マインド　炭火焼もとろう

福岡県宮若市 ＮＰＯ法人 Ｓａｍａｙａ

長崎県南島原市 熊本県美容組合玉名支部

熊本県 (株)ベスト

自由民主党熊本県支部連合会 サンシン工業(株)

長崎県雲仙市役所有志の方々 大塚製薬(株)

(株)バイテックジャパン 南九州コカ・コーラボトリング(株)

日東電工(株)九州支店 (株)ウォーターエージェンシー

積水化学工業(株) 前沢工業(株)

(株)コスモライフ 公益社団法人　日本水道協会

東亜合成(株） (株)クボタ

社団法人玉名青年会議所

その他多くの方々からご支援いただきました。

義援金（寄附金）
8,837,206円
寄附者（順不同・敬称略）

福島県相馬市 愛知県江南市午羊会 玉名市ゴルフ協会

金光教本部 大分県大分市 博物館友の会

宮崎県新富町小麦生産振興会 全国市議会議長会 玉名ライオンズクラブ

福島県白河市職員一同 九州市議会議長会 熊本県市長会

(株)京写 長田広告 日本郵政募金会

桂の泉学園(京都府) 愛協産業(株) 鹿児島県薩摩川内市

京都市身体障害者父母の会連合会 心斎橋コモン 玉名商工会議所青年部

兵庫県たつの市議会 (株)中川本店 Amnet New York Inc.

福島県相馬市議会 小田夏まつり実行委員会 いなほ保育園(埼玉県）

日立造船(株) 七輪酒場　だんぼ 岱明町ホタルを育てる会

その他多くの方々からご寄附いただきました。

H29.12.31現在

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
設
置

4 22

5 6

4 25

5 10

4 26

5 11

4 27

5 12

4 28

5 24

4 29

6 1

5 2

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
立
ち
上
げ
検
討

シ
ス
テ
ム
導
入
準
備（
デ
モ
）

総
合
相
談
窓
口
設
置

家
屋（
住
宅
）被
害
調
査
開
始

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
実
働
開
始

シ
ス
テ
ム
統
一
化
を
県
へ
要
望

県
よ
り
新
潟
大
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
県
下
統
一
的
運
用
の
協
力
依
頼

シ
ス
テ
ム
導
入
決
定

震
災
対
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
設
置

プ
ロ
ジ
ェ
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ト
チ
ー
ム
勉
強
会

シ
ス
テ
ム
稼
働
開
始

第
２
弾
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
追
加
招
集

第
２
弾
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
勉
強
会

住
宅
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
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ト
チ
ー
ム
編
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
増
員
に
つ
い
て
会
議

避
難
者
へ
の
意
向
調
査（
２
回
目
）

避
難
者
へ
の
意
向
調
査（
１
回
目
）

熊
本
地
震
被
災
者
支
援
課
設
置

非
住
家
被
害
調
査
受
付
開
始
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被災者生活再建支援制度（国）

住宅の応急修理（県）

みなし応急仮設住宅（県）

災害見舞金（市）

見舞金（日本財団）

自然災害により居住する住宅が全壊するなど生活基盤に著しい被害を受けた世帯を支給し、生活
の再建を支援するもの。

半壊、大規模半壊の住家被害を受け、日常生活に必要欠くことのできない部分
を応急的に修理すれば居住可能となる場合に、必要最小限度の修理を行うもの。

住居が全壊等の被害を受け、自らの資力では居住が確保できない被災者に対し、
熊本県が民間賃貸住宅を借り上げて無償で提供するもの。

災害により、死亡又は負傷したり、住宅が半壊以上の被害を受けた場合に見舞
金等を支給するもの。

住宅が全壊、大規模半壊の被害を受けた世帯へ見舞金を支給するもの。

住宅の被害程度に応じて支給する支援金（基礎支援金）

住宅の再建方法に応じて支給する支援金（加算支援金）

申請件数　81件

件数　47件

件数　31件

件数　104件

件数　23件

支給額

住宅の被害程度
全壊等 大規模半壊

100万円（複数世帯）
75万円（単数世帯）

50万円（複数世帯）
37.5万円（単数世帯）

支給額

住宅の再建方法
建設・購入 補修 賃貸

200万円（複数世帯）
150万円（単数世帯）

100万円（複数世帯）
75万円（単数世帯）

50万円（複数世帯）
37.5万円（単数世帯）

義援金（県）

一部損壊世帯への義援金（県）

被災住宅等復旧事業補助金（市）

住宅が半壊以上の被害を受けた世帯へ義援金を支給するもの。

住宅が一部損壊の判定を受け、修理費用に100万円以上支出した世帯へ10万
円の義援金を配分するもの。

一部損壊の住宅等の復旧工事等に対し、対象経費の一部を補助するもの。（上限
20万円）

件数　106件

件数150件

件数888件

被災者支援制度一覧 H29.12.31現在

被災農業者向け経営体育成支援事業（国）

農家自力復旧支援事業（基金）

被災宅地復旧事業（基金）

土砂災害特別警戒区域内の被災住宅再建支援事業（基金）

自治公民館再建支援事業（基金）

地域コミュニティ施設等再建支援事業（基金）

住まいの再建支援事業（基金）

農地等施設災害復旧事業（国）

農地小規模災害復旧事業（市）

農業施設等が被災した者で、農産物の生産・加工に必要な施設（畜舎、農業用
ハウス、加工施設等）の復旧費を補助するもの。

平成29年3月31日までに自力で農地復旧を行った費用の一部を補助するもの

被災宅地の復旧に要する費用の一部を補助するもの

土砂災害特別警戒区域内の被災住宅から土砂災害警戒区域外への移転等に要する
費用の一部を補助するもの

被災した自治公民館の復旧に要する費用の一部を補助するもの

被災した地域コミュニティ施設等の復旧に要する費用の一部を補助するもの

仮設住宅などから自宅、民間賃貸住宅、公営住宅等へ転居する際の転居費用を
助成するもの

・転居費用助成

・民間賃貸住宅入居支援助成
民間賃貸住宅へ入居する際に必要な礼金や仲介手数料等の初期費用を助成する
もの

農地・農業用施設（農道・水路等）の崩壊等の復旧費用が40万円以上の工事
について、その一部を補助するもの。

国の補助がない小規模な農地復旧工事の一部を補助するもの。

件数128件

件数13件

件数29件

件数0件

件数5件

件数28件

件数0件

件数0件

件数3件

件数68件
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市税等の減免状況

医療費等の免除

件数 金額

国民健康保険税 46世帯 4,538,300 

市県民税 47人 2,701,900 

固定資産税 145人 1,917,661 

介護保険料 48人 1,465,950 

後期高齢者医療保険料 78人 2,159,400 

保育料 3世帯 257,000 

上下水道料金（地震に伴う漏水） 45戸 4,054,349 

水道料金(地震に伴う濁りによる断水) 82戸 130,213 

住民票無料交付 1,328枚 ―

印鑑証明等 70枚 ―

税証明 23枚 ―

件数

介護保険利用料 30人

医療費免除（国保） 61世帯

後期高齢者医療費免除 78人

他市町などへの派遣等の状況

被災地である熊本市、南阿蘇村、益城町に延べ日数130日、延べ人数143人の職員を派遣しました。

※一部損壊については、住宅密集地にあり解体対象家屋を解体するための進入路がなく、進入路確保のため、

解体対象家屋所有者の所有する一部損壊家屋を環境省と協議のうえ解体したものである。

派遣先 内容 日程 延べ日数 延べ人数

熊本市 給水支援 4/26 〜 5/2 7 14

南阿蘇村 避難所運営 7/9 〜 7/10 2 8

益城町

・公費解体申請

・仮設住宅入居

・みなし仮設住宅入居

・応急修理事業

7/17 〜 12/28 121 121

災害廃棄物処理の状況
災害廃棄物処理業務  事業費　81,824,528円
1 がれき（瓦・コンクリート）
2 木くず（解体木）
3 混合廃棄物（鉄くず等）
4 管理型埋立（土壁、石膏ボード等）
5 その他

3,275ｔ
1,277ｔ

217ｔ
534ｔ
88ｔ

被災家屋等解体業務  事業費　199,269,325円（石綿事前調査含む）

災害廃棄物処理運搬事業　　 事業費　41,139,212円

被害の程度 事前解体 公費解体 合　　計

全 壊 11棟 41棟 52棟

大規模半壊 0棟 32棟 32棟

半 壊 6棟 83棟 89棟

一 部 損 壊 0棟 1棟 1棟

合 計 17棟 157棟 174棟
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熊
本
地
震
に
お
け
る
消
防
団
の
活
動
状
況

月
日

曜日

熊本地震関連活動団員数
（人）

災
害
発
生
直
後
の
活
動

災
害
発
生
に
伴
う
生
活
復
旧
・
生
活
支
援
等
の
活
動

消火

安否確認

救助

救助人数

救急救命

行方不明者捜索

傷病者搬送

土砂除去

がれき撤去(捜索活動等)

避難誘導

交通誘導

他機関支援

情報収集・連絡調整

危険区域の巡視・警戒活動

管外での応援活動

地域巡回(防犯等)

戸別訪問

避難所設営・運営

避難所運営支援

物資搬送

がれき撤去(片付け)

他機関支援

対住民広報活動

管外での応援活動

4

14

木

791

●

●

●

●

●

●

15

金

296

●

●

●

●

●

16

土

900

●

●

●

●

●

●

●

●

17

日

434

●

●

●

●

●

18

月

25

●

●

●

4

19

火

22

●

●

●

20

水

32

●

●

●

●

21

木

28

●

●

●

●

22

金

73

●

●

●

●

●

23

土

90

●

●

●

24

日

154

●

●

●

25

月

141

●

●

●

26

火

18

●

●

●

合計
(延べ人数)

3,004
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学校・保育所の状況

被災者のための入浴施設無料開放

小・中学校の状況 4/15（金）、4/18（月）　休校

公立保育所の状況 地震に伴う休園なし

玉名第一保育所は、本震で園舎の天井板落下、たるみ、柱に多数のひび割れが発生したため、18

日から近接する玉名市中央公民館に避難して保育を実施。

19日に市営繕課職員が園舎、地盤を確認し、天井の安全性を高める補強工事を提案。（地盤に異常

は見られなかった。）

20日以降、業者が現場確認後、復旧及び補強工事を実施。

26日（火曜日）から第一保育所にて保育を再開した。

玉名市福祉センター 4/20 〜 4/30 236名

岱明ふれあい健康センター 4/21 〜 4/30 107名

横島総合保健福祉センター「ゆとりーむ」 4/20 〜 4/30 1,434名

岱明コミュニティセンター潮湯 4/17 〜 4/30 217名

避難者のケア状況

保健師による避難者の健康観察等を実施。

4月16日　  7時30分まで 玉名保健センター 3人、福祉センター 2人

4月16日　  7時30分〜 玉名保健センター 3人（福祉センターも対応）

4月16日　15時00分〜 玉名保健センター 2人（福祉センターも対応）

4月16日　23時00分〜 玉名保健センター 2人、福祉センター 1人

4月17日　  7時30分〜 玉名保健センター 3人

　　　　　12時に保健センター閉鎖

4月17日　16時00分〜 福祉センター 2人

4月18日　  0時00分〜 福祉センター 1人

以後29日朝まで、17時00分〜翌日8時30分　福祉センター 1人　他、各避難所巡回

【4月16日〜 17日】（17日 12:00閉鎖）
●保健センター避難所開設
　避難者 16日 5:00 150人、16日 23:00　116人
●オムツ、哺乳瓶の依頼に対応
●感染の疑いや妊婦の方に対して、個室対応

【4月19日】 ●天水自治区、防災無線にてエコノミークラス症候群の周知（19日より3日間19:30に放送）
●福祉センターにおいて、「妊婦さんや気分不良の方への申し出案内」を掲示

【4月20日】 （保健予防課保健師で、今後の対応について検討）

【4月21日】 ●保健師へ担当地区の住民の健康問題について把握依頼
●母子保健推進員に妊婦への声かけと災害時のお産の対応について情報提供、
　母子の気になる方の連絡依頼
●「エコノミークラス症候群予防」のホームページ掲載
●避難所に「食中毒・感染症予防」、「内服中の方は、薬の飲み忘れに注意するように」の
　ポスター掲示
●避難所の担当職員が、避難所の健康管理に対応できるよう、「避難所の健康管理」の
　ファイルを作成し、各避難所に配布
　<ファイル内容>
　◦休日・夜間救急医療、相談窓口の情報
　◦「エコノミークラス症候群予防」チラシ
　◦ノロウイルス等の感染症予防と発生した時の対応について　　
　◦手洗いチラシ
　◦災害等による心の変化と対応のチラシ
　◦避難所の妊産婦を守る情報共有マニュアル
　◦災害時のこどものアレルギー疾患対応パンフレット
　◦有明保健所からの通知
　　→災害発生時の食中毒に注意
　　→避難所生活を過ごされる方々の健康管理に関するガイドライン
●ノロウイルス等の感染症に対応できるよう、防災安全課にマスク、使い捨て手袋、
　ごみ袋を要請し、各避難所に配布
●各避難所に救急用品、手指消毒を配布できるよう防災安全課に依頼、
　手指消毒（ウエルパス）を各避難所に配布、
　福祉センターへは、その他ハイター、バケツも持参
●各避難所及び子育て支援センターに支援物資配布〔紙オムツ、ミルク、おしり拭き、
　生理用品、大人用オムツ（避難所のみ）〕

1  保健予防課の取り組み



150151 　玉名市の記録

●公立玉名中央病院より看護師・リハビリ技師・事務の3人で、エコノミークラス症候群を予防するため、
　4月20日から24日までの5日間、避難所、桃田運動公園、山の上展望公園、新幹線及び博物館駐車場へ
　17時30分、18時30分、19時30分に時間を変えて各5回巡回。

●公立玉名中央病院より感染症認定看護師2人と放射線技師の3人で、感染症予防のため、4月25日の
　10時からと17時から各2回避難所を巡回。

【4月21日〜 26日】 ●各避難所や八久保公民館を保健師巡回

【4月25日】 ●有明保健所から配布された消毒液を小分けして各避難所に配布。
　（トイレ男・女・障害者用毎、各避難部屋、受付場所）
●各避難所に「手洗いチラシ」及び「トイレの後、食事の前には手洗い、
　手指消毒をしましょう」ポスター掲示。
●福祉センターで、個々の来所者に手洗い等の説明実施。

【4月28日〜】 ●熊本地震相談窓口の「こころの相談窓口」として対応する

【5月17日】 ●「熊本震災　こころのケア研修会」開催
　厚生労働省の望月障害保健専門官の調整により、災害派遣精神医療チーム（DPAT）
　兵庫チームの4名（精神科医師2人〔うち児童精神医師1人〕、看護師1人、
　精神保健福祉士1人）が講師として派遣され、支援者のスキルアップ研修
　が開催された。
　対象者:子育て支援課、高齢介護課、総合福祉課、くらしサポート課、保健予防課、
　小中学校・高校養護教諭、保育園、幼稚園、認定子ども園、療育支援事業所、
　子育て支援センター、こそだてのわ、包括支援センター、介護保険サービス事業所等
　参加者:120名

【5月19日】 ●避難者に「こころのケア」のチラシ配布

【5月24日】 ●玉名市民生委員児童委員に、｢災害によるこころのケア｣等について説明し、
　住民への対応について協力依頼する。
　（玉名市民生委員児童委員連絡協議会総会に於いて）

2  その他の機関の取り組み

市議会の動き

日付 会議名 活動概要 備考

4月20日（水）全員協議会 ・被災状況の聴取
・地震対応に対する要望事項を協議

20名出席
（4名欠席）

4月21日（木） ・市長へ要望事項送付 （要望書別紙）

5月10日（火）会派代表者会 ・市議会としての熊本地震に対する対応協議 7名出席（全員）

5月19日（木）

会派代表者会 ・市議会としての熊本地震に対する対応協議 7名出席（全員）

全員協議会 ・市議会としての熊本地震に対する対応協議
・被災状況等の聴取 24名出席（全員）

6月3日（金） 議会運営委員会 ・熊本地震への対応を考慮し会期短縮を協議 9名出席（全員）

6月9日（木）

会派代表者会 ・市議会としての熊本地震に対する対応協議
・被災状況等の聴取 7名出席（全員）

全員協議会 ・被災状況等の聴取 24名出席（全員）

・「平成28年熊本地震における財政支援及び合
併特例債の期限見直しを求める意見書」を国
の関係機関に提出

（意見書別紙）

6月20日（月）

会派代表者会 ・「被災者生活再建支援法の改正を求める意見
書」の提出について協議 7名出席（全員）

全員協議会 ・「被災者生活再建支援法の改正を求める意見
書」の提出について協議 24名出席（全員）

 ・「被災者生活再建支援法の改正を求める意見
書」を国の関係機関に提出 （意見書別紙）

※第3回定例会（6月9日〜 27日 ）…通常3日間の一般質問を1日に、会期を4日間短縮。予算執行を早
めるために、議案の裁決を6月20日に行なった。
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○玉名市議会から市に対する要望書

平成２８年６月９日

平成２８年熊本地震における財政支援及び合併特例債の期限見直しを求める意見書

要望事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　財政基盤の脆弱な被災自治体が財政面での不安なく復旧・復興に取り組める環境を

整え、被災自治体の状況に応じた支援と復興後の自治体運営に影響を及ぼさないよう

に、実効性のある補正予算の追加や地方交付税等による十分な財政支援を図ること。

２　被災自治体において、合併特例債を活用した地域の発展において、地震の影響によ

る計画のおくれが懸念される中、その影響が軽減されるように期限延長を図ること。

平成２８年６月２０日

被災者生活再建支援法の改正を求める意見書

要望事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　全額国庫による被災者生活再建支援制度に係る特例基金を創設すること。

２　被災者生活再建支援金について、生活再建と住宅再建を合わせた現行の最大

３００万円の支給額を引き上げること。

３　支給対象となる世帯の範囲については、被災した世帯の実情に応じた柔軟な対応を

可能とすること。

○玉名市議会から国の関係機関への意見書
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平成28年5月9日専決
No. 内容 補正額（千円）

1 総務管理費 災害対応に係る電話等設定業務 400 

2 社会福祉費 岱明ふれあい健康センター、横島総合保健福祉センター「ゆとりーむ」修繕 1,821 

3 災害救助費 災害見舞金 2,480 

4 清掃費 災害廃棄物運搬・処理 32,407 

5 住宅費 住家被害認定調査に伴う経費 6,282 

6 消防費 消防団詰所修繕 2,798 

7 厚生労働施設災害復旧費 公立保育所及び学童施設修繕 1,066 

8 農林水産施設災害復旧費 農地・農業用、漁港施設等の災害復旧費 130,057 

9 公共土木施設災害復旧費 市道及び市営住宅等の災害復旧費 152,587 

10 文教施設災害復旧費 小・中学校、給食センター、公民館、図書館、社会体育施設等の災害復旧費 90,935 

11 その他公共施設・公用施設災害復旧費 庁舎、市民会館、商工観光施設の災害復旧費 22,254 

平成28年5月24日専決
No. 内容 補正額（千円）

1 災害救助費
・熊本地震被災者支援課発足に伴う事務費等 
・災害救助法による応急修理費 
・公費解体に係る経費

181,111 

2 農業費 農地小規模災害復旧事業補助金 10,000 

平成28年6月20日議決
No. 内容 補正額（千円）

1 戸籍住民基本台帳費 新課発足に伴う一般職非常勤職員の人件費 910 

2 社会福祉費 避難所開設に伴う社協職員時間外手当等 2,407 

3 児童福祉費 岱明学童クラブ被災によるふれあい健康センター施設使用料 150 

4 農業費 被災農業者向け経営体育成支援事業補助金 45,000 

5 商工費 新課発足に伴う一般職非常勤職員の人件費 910 

6 消防費 熊本地震に伴う職員時間外勤務手当等 49,856 

7 保健体育費 地震により使用不可能となった施設使用料の返還金 58 

8 文教施設災害復旧費 中学校及び社会体育施設の復旧費 161,518 

9 その他公共施設・公用施設災害復旧費 商工観光施設の復旧費 1,296 

平成28年7月4日専決
No. 内容 補正額（千円）

1 災害救助費 被災住宅等復旧事業補助金等 70,066 

2 農林水産施設災害復旧費 農地及び林道、漁港施設等の復旧費 43,553 

3 公共土木施設災害復旧費 市道及び河川等の復旧費 95,083 

平成28年9月27日議決
No. 内容 補正額（千円）

1 清掃費 災害廃棄物運搬・処理 50,904 

2 農業費
・熊本地震生産総合（強い農業づくり交付金）事業補助金 
・被災農業者向け経営体育成支援事業補助金

178,899 

3 災害救助費 災害見舞金 5,000 

4 消防費 消防施設等整備補助金等 10,937

平成28年11月7日専決
No. 内容 補正額（千円）

1 災害救助費
・公費解体に係る経費 
・被災住宅等復旧事業補助金

164,912 

2 農業費 農地小規模災害復旧事業補助金 1,907 

平成28年12月21日議決
No. 内容 補正額（千円）

1 清掃費
・災害廃棄物運搬・処理 
・災害ごみ処理費分担金

193,226 

平成28年度熊本地震関係予算(6月豪雨分含む）
平成29年3月31日議決
No. 内容 補正額（千円）

1 災害救助費
・災害救助法による応急修理費 
・公費解体に係る経費

▲19,370

2 農業費 被災農業者向け経営体育成支援事業補助金 34,364 

3 農林水産施設災害復旧費 農地・農業用施設等の災害復旧 ▲73,239

4 文教施設災害復旧費 中学校及び社会体育施設の復旧費 ▲114,868

5 その他公共施設・公用施設災害復旧費 商工会館建設調査及び防水工事負担金 1,326 

平成29年3月31日専決
No. 内容 補正額（千円）

1 災害救助費 公費解体に係る経費 30,000 

（単位：千円）

合計

（うち6億1,640万9千円は

   平成29年度へ繰越）

15億6,900万3千円

災害救助費
434,199

清掃費
276,537

農業費
270,170

総務管理費 400

戸籍住民基本台帳費 910
社会福祉費 4,228
児童福祉費 150

商工費 910

住宅費 6,282

保健体育費 58

厚生労働施設
災害復旧費
1,066

農林水産施設
災害復旧費
100,371

公共土木施設
災害復旧費
247,670

文教施設
災害復旧費
137,585

その他公共施設・
公用施設災害復旧費

24,876

消防費
63,591
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平成28年度熊本地震関係決算（6月豪雨分含む）

（単位：千円）

総務管理費 388
社会福祉費 3,967

児童福祉費 112

災害救助費
234,123

清掃費
73,412

農業費
52,935

住宅費 1,818

消防費
63,899

厚生労働施設災害復旧費
1,066

農林水産施設
災害復旧費
86,308

公共土木施設
災害復旧費
239,936

文教施設
災害復旧費
135,595

その他公共施設・
公用施設災害復旧費

24,254

合計
9億1,781万3千円

No. 内容 予算額（千円）

1 災害救助費

熊本地震により設置した熊本地震被災者支援課に係る経費等 6,469

災害救助法による応急修理費 19,008

転居費用補助金 5,500

民間賃貸住宅入居費用補助金 7,200

公費解体に係る経費（繰越） 124,763

被災住宅等復旧事業補助金（繰越） 72,102

2 清掃費

災害廃棄物運搬・処理 84,320

災害廃棄物仮置き場現況復旧費 32,490

災害廃棄物運搬・処理（繰越） 203,116

3 農業費
農家自力復旧支援事業補助金 1,279

被災農業者向け経営体育成支援事業補助金（繰越） 216,428

4 土木管理費
被災宅地復旧支援事業 68,096

土砂災害特別警戒区域内の被災者住宅再建支援事業補助金 6,000

5 社会教育費

自治公民館再建支援事業補助金（認可地縁団体） 15,320

自治公民館再建支援事業補助金（認可地縁団体以外） 1,420

地域コミュニティ施設等再建支援事業補助金 13,472

6 文教施設災害復旧費 永安寺東古墳・西古墳の復旧費 5,720

平成29年度熊本地震関係予算(12月補正まで）

（単位：千円）

文教施設災害復旧費
5,720

災害救助費
38,177

合計
2億6,629万4千円

清掃費
116,810

農業費
1,279

土木管理費
74,096

社会教育費
30,212
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災害救助費
76,688

清掃費
239,973

農業費
158,112

土木管理費
42,333

社会教育費
28,048 文教施設災害復旧費 5,720

合計
5億5,087万4千円

平成29年度熊本地震関係決算見込み

（単位：千円）

災害対応を振り返って

・災害対策本部運営について 
　【円滑に対応できた点】 

　　地震直後、携帯電話が不通であったが、衛星電話を使用し本部員の安否確認と参集が迅速に

　　行えた。

　【課題が生じた点】

　　各対策部内の情報収集の集約ができていない部もあったり、本部会議で議論された全庁的に

　　共有すべき内容などが情報共有できていなかった。

・避難所運営について 
　【円滑に対応できた点】

　　避難所のカギを防災安全課で保管していたり、各施設のカギの保管者への連絡がスムーズに

　　行えたため迅速に開設できた。

　【課題が生じた点】

　　長期化したため、職員の疲労が激しく、今後はボランティアの募集なども必要と思われる。

　　また、衛生面・体調面のケアのための体制も必要と思われる。

・支援物資について 
　【円滑に対応できた点】

　　備蓄するための倉庫に代わる場所があったので、受け入れがスムーズであった。

　【課題が生じた点】

　　支援物資を避難所へ配布した数量の管理に苦慮した。

　　プッシュ型で届いた物資の積み下ろし作業にすぐに対応できる人員を確保するのに苦慮した。

・自主防災組織について 
　【課題が生じた点】

活動が活発な自主防災組織においては消防団と綿密な連携を行い、地域住民の安全確認や被

害状況の把握などの活動を迅速に行うことができていたが、多数の自主防災組織においては、

設立間もない団体もあり、何をして良いか分からず混乱が生じた。
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・報道機関について 
　【円滑に対応できた点】

　　報道機関へ対応する職員を限定したことにより、間違った情報が報道されることもなく

　　スムーズな対応ができたと思われる。

・被災者生活再建支援について 
　【円滑に対応できた点】

　　被災者に対する支援マニュアルを早い時期に作成していたため、スムーズに対応することが

　　できた。

　【課題が生じた点】

　　1次調査後にり災証明書を発行したが、発行後に2次調査を依頼されるケースがあった。

　　住民票の地番と実際建物が建っている地番が違うことがあり苦慮した。

　　災害廃棄物の処理に関し、処理方法や制限等も多く解体の対応に苦慮した。
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